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[image: はじらいサキュバスがドヤ顔かわいい。（２）　～そ、そろそろ私を好きと認めたらどうですか……？]







本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　真っ白で、周りに何もない空間だった。そこにいるのは、俺と夜よ美みの二人だけ。

「……ねえヤス、私のこと、本当はどう思ってますか？」

　そう言ってから、夜美は恥はずかしそうにうつむく。

　そんな彼女を見ているうちに、俺は心がきゅっと締しめ付つけられるような感覚を覚えた。

「ど、どうって言ったって」

「私、明日にはサキュバスの里に帰らないといけないんです」

「サキュバスの里……？」

　なにその概がい念ねん？　初耳なんですけど？

「サキュバスたちの故郷ですよ。すべてのサキュバスはそこで生まれ、そこに帰っていく……それは、サキュバスたちの遺伝子に刻きざみ込こまれた本能なんです」

「鮭さけみたいな感じか」

「誰が、海水と淡たん水すいのどっちもいける有能ですか！　いまはそういう話をしているんじゃないんですよ！」

　自分で乗っかっといてこの物言い。

　俺は一いつ瞬しゆんイラッとしたが、また夜美が物もの憂うげに視線を落としたのを見て、心がざわつくのを感じた。

「……ヤス、このままだと私、本当に帰っちゃいますよ？　サキュバスの里に」

「え」

「引き留めてくれないんですね？　もしヤスがどうしても私にそばにいて欲ほしいって言うんだったら、里帰りを中止にできなくもないのに……」

「中止にできるのか!?」

「──中止にしたいんですか？」

　食い気味に言って、ぐっと熱っぽい視線を向けてくる夜美。

　そのとき、俺はこの状況に違い和わ感かんを覚えた。

　あれ、何かおかしくない？

　しかし、何がおかしいのかはわからない……。

「私の里帰りを中止にしたいんだったら、ヤスの気持ちを聞かせてください」

「俺の気持ち？」

「……きちんと、私のことをどう思ってるのか言うんですよ」

　夜美はほんのりと頰ほおを染めたまま、スカートをぎゅっと握にぎってもじもじしている。

　彼女のそんな様子は、そりゃあ可か愛わいかった。

　しかしその光景を前にして、なぜか俺の中の違い和わ感かんは加速する。

　おかしいぞ！　絶対に何かがおかしい！

「ヤスがちゃんと私のことをどう思っているか言えたら……そのあとで私も、自分の気持ちを言ってあげなくもないわけないということもありません」

「……ん？　つまり……」

「いいから、早く言うんですよ！」

　顔を真っ赤にして、両手を振ふり上あげる夜美。

「そんなの決まってるだろ？　俺は夜美のこと──」

「──待てえ！」

　そのとき突とつ然ぜん、横から現れた誰かに思い切り殴なぐりつけられ、俺はもんどり打って倒れた。

　見ると、そこに白いシャツを着たもう一人の俺が立っている。

　シャツには黒い文字で「自制心」と書かれていた。

「落ち着け、俺！　その言葉を言ってはいけない！　これは卑ひ劣れつなる罠わなだ！」

「え、お前──俺？」

「ええい、邪じや魔ま立だてしおってえ！」

　夜美は叫び、身体からだからピンク色のオーラを噴ふん出しゆつさせると、それを触しよく手しゆ状に伸ばして「自制心」シャツの俺をぐるぐる巻きにした。

「は、放せえ！　このクソ雑ざ魚こサキュバスめ、恥はじを知れ！」

「黙だまりんさい黙だまりんさい！　『自制心』はそこで大人しくしていればいいんです！」

　ピシャリとそう言って、また俺に向き直る夜美。彼女はにっこりと微ほほ笑えんでいた。

「さ、『欲望』に満ちたヤス。私はあなたと話しているんです。あなたの気持ちを聞かせてください……」

　見ると、俺の着ているシャツには「欲望」と書かれている。

「俺の気持ち……？」

「私がどこかに行ってもいいんですか？　私を引き留められるのはヤスだけなのに……」

「噓うそっぱちだあ！　サキュバスの里なんてあるわけないだろ！　冷静になれ、俺！　そいつの口車に乗せられちゃあいけない！」

　まだ「自制心」シャツの俺は叫んでいる。

　しかし俺のいまの頭は、目の前にいる夜美のことでいっぱいになっていた。

　朱しゆに染まった頰ほお……熱っぽい瞳ひとみ……。

　彼女は、この世のものとは思えないほど可か愛わいかった。

「ヤス……」

「夜美……」

　俺たちはしばらく、じっと見つめ合っていた。

　まるで、夢のような時間……俺のそばにはこんなに可愛い夜美がいて……可愛い夜美がいて……え、夢のような時間？

　俺の意識を現実に引き戻したのは、ドドドド……と、いう大きな地じ響ひびきの音だった。

「な、何だこの音は……!?」

「くっ、おのれ！　もう気づかれてしまいましたか！」

「え、夜美？」

　夜美はさっと身を翻ひるがえし、コウモリのような翼つばさを広げて飛び上がる。

「いいところだったのにぃ！　しかし、ヤス！　必ずあなたの口から言わせてみせますからね！　むはは！　むはーっはっはっは！」

　夜美はドヤ顔のまま、高笑いして飛んで行く。

　下から見上げると、彼女の穿はくピンク色のパンツが丸見えだった。

　そんな光景を前に、手をこすり合わせて感謝の意を捧ささげているときのことである。

　地鳴りとともにやってきていた雪崩なだれに、俺は無む抵てい抗こうのまま吞のみ込こまれた。

「う、うわああああああああ！　何だよこれええええええ!?」

「助かった！　脳が回復したようだな！　喜べ俺、これは覚かく醒せいの波だぞ！」

　自制心シャツの俺が、わけのわからないことを叫ぶ──




　──次の瞬しゆん間かん、俺はベッドの上で目覚めた。

　見知った天てん井じようがある。

　夜美はおらず、雪崩なだれもない。

　自制心シャツの俺もいない。

　さっと理解したとき、俺は両手で頭を抱かかえ込こみ、呻うめき声を上げていた。

「……なんて夢を見てるんだよ、俺は……」

　ベッドの上で、バタバタともがく。

　いまの、高校生が見ていいレベルの夢？　いや、ギリセーフか……？

　しばらく考えたのち、ひとまず俺は自制心シャツの俺に感謝することにした。

　夢の中とはいえ、彼のおかげで絶対に口にしてはいけない言葉を言わずに済んだのだから。

「ありがとう、俺！　夢の中でも、俺はやっぱりすごい！」

　俺はベッドの上で立ち上がり、朝っぱらからウオーッと勝ちどきを上げるのだった。
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　その日、俺は陰いん鬱うつな気持ちで同人誌頒はん布ぷ会場にいた。

　夏休みの俺的メインイベント……夏のコミケである。

　二次元イラストに生命をかけている俺にとって、夏コミ時期の有あり明あけはまさに聖地と言ってもいい。

　そんな俺が、このイベント参加に気乗りしていない理由は二つある。

　一つ目は、今日の俺が一般参加ではなく、夜よ美みのサークル《夜よ月づき花ばな堂どう》を手伝わされる売り子人員として駆かり出だされたからだということ。

　つまりは、サークル参加というやつだ。一般参加ならば、色々なサークルを見て回れたのに。めちゃくちゃ忙しかった午前中を終えたいま、ほとんど周りの有名サークルさんの新刊は売り切れてしまったようだし、まったく興ざめもいいところ。

　そしてもう一つは言うまでもなく、今朝見た変な夢のせい。

　あの夢のせいで、俺は朝からずっと夜よ美みの顔をまともに見れずにいた。

　もしあのとき覚かく醒せいを告げる雪崩なだれが起きていなければ、俺はポンコツサキュバスに向かって変なことを口走っていたかもしれない……。

「……なあ、そろそろ後片付けして撤てつ収しゆうしないといけないんじゃねえの？」

　俺は内心の動どう揺ようを悟さとられないようにしながら、スペースの奥にいる夜美に話しかけた。

　新刊、既き刊かんを含ふくめ、予備用のブツ以外はとっくに売り切れている。《夜よ月づき花ばな堂どう》はコミケ初参加とはいえ、やはり超人気イラストレーター「ヨミ」の名前は伊だ達てではないということだろう。

「まだダメです。いまから挨あい拶さつ回まわりにくる方々がいらっしゃるはずなので」

　座すわりながら夜美は、そこはかとないドヤ顔でそんなことを言う。いまの彼女は、長いウィッグとサングラスで変装していた。

「お前、今日はいないことになってるじゃん。誰かが挨あい拶さつに来たところで、意味ないだろ」

「名めい刺し代わりに《夜よ月づき花ばな堂どう》の新刊を渡しておくんです。ちゃんと最後まで私に協力しないと、これをあげませんからね」

　そう言って夜美は非売用の新刊を手に取り、これ見よがしに掲かかげてみせた。

　こいつと出会って四か月ほどになるものの、相変わらず俺たちの関係はこんな感じだった。夜美はイラストを餌えさにして俺を釣つり、俺を練習代にして男性恐怖症を治そうとしている。

　独特な搾さく欲よく方法を上司に認められたとはいえ、一人前のサキュバスになるのは夜美にとっての悲願であるらしい。

　まあ、そんなことはともかく。

「そういや、リリィはどうしたんだよ。今日、あいつもコスプレして売り子するって言ってたろ。あとから合流するって言ってたから待ってたのに、まだ来ないじゃねえか」

　俺が少し語調を強めて聞くと、夜美はすっと目を逸そらす。

「……今朝、突とつ発ぱつ的に崩くずれた体調がまだ戻らないようです。まったく、お腹なかだして寝ちゃいけないっていってるのに……」

「あいつがいないせいで、今日は散々だった。二人でこの規模のサークルを回すなんて正気の沙さ汰たじゃねえよ」

「あ、後でビシッと言っておきますから、ここはひとつ私の顔に免めんじて……」

「──何を企たくらんでいる？」

　あたふたする姿を見て、夜美の言葉に噓うそがあると見み抜ぬいた俺は、彼女にずいと詰つめ寄よった。

「な、何も企んでいませんよ、失礼な！」

「噓うそを吐つけえ！　俺がいままで、お前たちにどれだけ振ふり回まわされてきたと思ってんだ！」

　恋人のふりをさせられたり、夜美たちの先せん輩ぱいサキュバスから襲しゆう撃げきを受けたり。

　そうとも、数えればきりがない！

　俺はこいつと出会ってから、絶え間ないストレスにさらされていた。もし将来ハゲるようなことがあったら、その要因の多くはこのポンコツサキュバスにあると訴うつたえるつもりでいる。

「……正直に言え。お前たちサキュバスのやり口は、とっくにわかってるんだぞ？」

「や、やり口……？」

　俺が夜美を糾きゆう弾だんしていたそのとき──。

「すみませーん」

　と、声をかけられ、俺はさっと振ふり向むいた。

「サークル『海洋連合』の食用ウミウシですけど、ヨミさんいらっしゃいますか？」

　突とつ然ぜん現れた男性に、俺は咄とつ嗟さの愛あい想そ笑わらいを向けた。

「ああ、ヨミは今日来てないんですよ～。ちょっと体調を崩くずしてて～」

「え、そうなんですか……ヨミさんはコミケ初参加ですから、是ぜ非ひご挨あい拶さつさせてもらえたらと思ったんですけど……」

　俺の言葉を聞き、その人は途と端たんにしょんぼりとうなだれる。

　これは、夜美が今日コミケに参加する上で定めた決まり事だった。

　サークル主である「ヨミ」はいないことにしよう、と。もちろんそれは、夜美がまだまともに男と話すことができないから。

　以前夜美が初めて人前に姿を現した同人誌頒はん布ぷ会（俺と初めて会ったときのやつ）で夜美を見た人もいるため、一応彼女は今日も簡単な変装をしている──が、そもそも夜美の姿を知っている人自体がまだ少ないのだ。誤ご魔ま化かせるうちは誤ご魔ま化かしていきたい、というのが夜美の意向だった。

　しかしいま会いにきてくれた食用ウミウシさんと言えば、かなりの有名絵師さんである。そんな人に、ヨミに挨拶させてもらいたいなどと言わせてしまって、俺はひどく悪いことをしている気になった。

　でもこれはあなたのためなんですよ、ウミウシさん。本人と話してたら、きっと幻げん滅めつしてましたから。

「ふーむ、この人も違うようですね……」

　新刊を交こう換かんし、ウミウシさんが去って行ったそのとき、夜美がぼそりと呟つぶやいた。

「ん？　何か言ったか？」

「いえいえ、何も！」

「この人も違うって、そう聞こえたけど？　お前、誰か待ってるわけ？」

「だから、何でもありませんって！」

　夜美は慌あわてて発言をうやむやにしようとする。

　そんな彼女を見て、俺は片かた眉まゆを上げた。

　ますます怪あやしいではないか。こいつ、何か企たくらんでいやがるな……。

　こちとら、ちょっとした心当たりだってあるわけで。

　俺は先ほどの続きとばかりに、また夜美にすごんで見せた。

「……今朝、変な夢を見た」

「変な夢……ですか？」

「お前かリリィが見せたろ。絶対そうだ。俺が一人であんな夢を見るわけがない」

「……ど、どんな夢だったんですかっ？」

　言いながら、夜美はぐっと顔を近づけてくる。けれども、お互たがいの鼻がくっつきそうな距きよ離りにあると気づいて、さっと後ろに飛とび退のいた。

　いつもどおり、顔を真っ赤にして。

　こいつの照れ屋なところは、会ったときからほとんど変わらない。

「サキュバスめいた夢だった。卑ひ劣れつで、狡こう猾かつで、まさに悪あく魔ま的な夢だ」

「だから、どんな夢だったんですかっ」

「え、いや、な、内容は言えないけれども……」

　まさかあんな夢だったと話せるはずもなく、俺はまごついてしまった。

「なんで言えないんですか？　ひょっとして、私が出てきたとかですか？」

「やっぱりあの夢、お前が見せたんだな！」

　語るに落ちたな！　内容を言い当てたということは、これはもう自白したようなもの！

　途と端たんに俺は勢いづいた。

「ほう、ヤスは私の夢を見ましたか」

　しかし、夜美は顔を赤くしたまま、いつものドヤ顔を浮かべる。

「だから、お前が見せたんだろ！」

「いえいえ、見せていませんとも。ヤスが私を思うあまり、私の夢を見たというだけのことでしょう」

「な、何だと……？」

「くっくっく、そうですか……なるほど、なるほど。やっぱりヤスは、夢に見るほど私のことを……す……す……」

　夜美はしばらく、空手部員もかくやとばかりに、「すっ……すっ……」と繰り返していたが、そこから先の言葉を発することはできないようだった。

　結局彼女は、プシューと湯気が出そうなほど顔を真っ赤にして、押おし黙だまってしまう。

　気まずい沈ちん黙もくがあった。

　しばらくして、夜美は誤ご魔ま化かすようにコホンと咳せき払ばらいしてから、また口を開く。

「……と、とにかく、ヤスの気持ちはわかりました。これまで強ごう情じよう極きわまりない態度で馬ば鹿かな意地を張っていましたが、ようやく自分の気持ちに正直になったということですね？」

「は、はあ!?」

「勝ったあ！　堂々の勝利宣言！　ヤスはついに、私のことを『むにゃむにゃ』だと認めましたね！」

「『むにゃむにゃ』って何だ！」

「行間を読めばわかるはずです！　『むにゃむにゃ』とは──それすなわち『むにゃむにゃ』！　とにかく、これで私の勝ちです！」

「なんでそうなるんだ！　お前が変な夢を見せにきたんだろ！　お前こそ俺のことが『むにゃむにゃ』で、俺に『むにゃむにゃ』と言ってほしいからこそ、そういう夢を見せたに違いない！」

　夏の同人誌頒はん布ぷ会場に飛とび交かう『むにゃむにゃ』。

　多様言語『むにゃむにゃ』。

　そこには、日本の二次元文化を『ＨＥＮＴＡＩ』という単語で一括くくりにしてしまう、外国人たちのあの暴論に似たものがあった。

「この意地っ張りめえ！」

「黙だまれ黙だまれ！　そもそも、こんな会話を夏コミでするもんじゃない！」

　俺は努めて格式高い動きで、夜美の新刊を一冊天へと掲かかげた。

　──ビシリ！　と。

　ちなみにそれは、夜美が最近描くのにハマっている『ほたりん』本だった。クラスメイトである白しら波なみ蛍ほたるというゆるふわ系少女をモデルに作られた、例のキャラクター本である。

　今回の本はマジカルでファンタジックな『ほたりん』が、魔法の材料となるキノコを採りに入った森で、キノコの怪物に襲われるというのがコンセプトらしい。

「見るがいい！　イラスト本こそが、俺の心を揺ゆり動うごかす唯ゆい一いつのアイテム！　二次元の探究者たる俺を、大だい惨さん事じ存在である肉にく塊かいがどうこうできると思うな！」

「後こう悔かいしますからね、そういう態度は！　絶対、のちのち高くつくことになりますから！」

「俺は常に前のめり！　その結果失ったものは、すべて過去の勲くん章しようとして輝かがやき続けるのだ！　後こう悔かいなどしようはずもない！」

「もう知りません！　私は、い、いわゆる一つの、モテモテというやつですからね？　ずっとヤスのそばにいるなんて思わないことです！」

　そう言って、夜美はぷいとそっぽを向く。




　……ヤス、このままだと私、帰っちゃいますよ？　サキュバスの里に──




　そのとき俺が思い出したのは、今朝の夢で夜美が言っていたことだった。

　じわりと心に焦あせりが広がるのを自覚して、わけもわからずイライラしてしまう。

「へ、へえ？　お前みたいなやつに、どんな男が言い寄ってくるってんだ？　そもそも男性恐怖症の癖くせして、男の対応なんかできんのかよ……？」

「あ、ひょっとして気になっちゃいました？」

「ば、馬ば鹿かめえ！　気になるとかじゃねえっつうの！　大体、俺だってすごいんだからな！　なんと先日、嫁よめの数が百を突とつ破ぱいたしました」

「それは二次元の話でしょうが！」

　俺たちが、ギャーギャーとそんなことを言い争っているときだった。

「あのう……」

　と、いつの間にかサークルスペースの前に来ていた女の子が、こちらに声をかけてくるのがわかった。

　歳としは俺たちと同じくらいだろうか。

　彼女はおずおずした様子で、胸に一冊の同人誌を抱かかえていた。





２






　その同人誌を見た瞬しゆん間かん、俺はクワッと目を見開いた。

　表紙に載のっている二次元美少女の、特とく徴ちよう的な造形と繊せん細さいな塗ぬり。

「そ、その同人誌は──『しろみん』さんの新刊じゃないか！」

　そう、大人気イラストレーター、しろみんさんのイラスト本と見て間違いない！

「あ、見ただけでわかるものなんですか……？」

　女の子は、持っている本の著者を言い当てられてびっくりしたようだった。

「愚ぐ問もんだな！　俺はしろみんさんの大ファンであるからして！　……しろみんさんの大ファンであるからして！」

「何でちょっと溜ためてから二回言ったんですか……？」

　夜美はどこか気に入らない様子の膨ふくれっ面つらで、そんなことを言ってくる。

「俺はしろみんさんの同人誌も、商業作品もすべて買かい揃そろえている！　最近はラノベの仕事が多いな！　それにしても、ラノベのコストパフォーマンスはすばらしい！　同人イラスト本を買えば五百～千円くらいかかるところを、ラノベなら五、六百円で表紙、口絵に十ページ程度のモノクロ挿さし絵えが手に入り、文章までついてくる！　みんな、ラノベを買おう！」

「ヤス、それ誰に言ってるんです？」

「ああ、ごめん。ちょっと熱くなった」

　俺は夜美に言ってから、また女の子の方に向き直った。

　胸元もとに抱だく同人誌を見て、心持ち嫉しつ妬との感情を覚えながら。

　……しろみんさんは壁かべサークルだから、とっくの昔に新刊は完売してるはず。しかし、この子はしっかりと入手できたわけだ。俺だって今日こんなことをしていなければ、新刊を入手すべく動いていたのに……。

「ヨミさんですよね……？」

　口をすぼめ、物欲ほしげに同人誌を眺ながめる俺に、いきなり女の子はそんなことを言ってきた。

「……え？」

「あの、ぼく、『しろみん』です。初めまして……」

　彼女はぺこりと頭を下げると、同人誌を差しだしてくる。

「……これ、名めい刺し代わりに受け取ってください。さっき名めい刺しを切らしちゃって」

　俺はしばらく目の前の女の子と、思わず受け取ってしまった同人誌を交こう互ごにじろじろと眺ながめ回した。

　ぼくって、何だそれ。リアルぼくっ娘かよ。

　ま、そんなことはどうでもいいんだけさ。

　それより、しろみんだと？　いまこの子、自分のことをしろみんって言ったのか？

　まさか。

　──ようやく理解が追いついたとき、俺は背筋をピンと伸ばしていた。

「し、しろみんさんご本人でございましたか！　これはこれは、お見苦しいところをお見せいたした！」

「……毎度のことですけど、推おしの絵師に対するその過度の敬意、何とかなりませんか……？」

　夜美がぼそりと言ったが、もちろんいまそんなものは無視する。

　俺がガバリと頭を下げると、彼女──しろみんさんは慌あわてふためきだした。

「や、やめてください、ヨミさん……！　ぼく、ヨミさんみたいにすごいイラストレーターじゃないですし……」

「何をおっしゃいますやらァ！　しろみんさんと言えば、去年度のＭＶＩと言ってもいい活かつ躍やくをされたイラストレーターなのに！」

「ＭＶＩ？」

「ＭＶＰの絵師版です」

　言いながら、俺は顔を起こした。そして、すぐさま彼女の手を取る。

「さ、サインください、しろみんさん……ハア、ハア」

「え、ええ？　それはいいですけど、そしたらヨミさんのサインもくださいね……？」

　もじもじしながら、しろみんさんは俺の方をちらりと上目づかいでうかがってくる。

　ヨミはいまこの場にいないことになっていたはずだけれども、俺はそんな設定のことなど完全に頭から抜け落ちたまま、胸をドンと叩たたいた。

「そんなものは容易たやすい御ご用ようですよ！　サインなんて、いくらでも書かせますから！」

「書かせる？　ぼくは、ヨミさんご本人のサインをいただけたらなって……」

　……ん？

　そのとき、ようやく俺は違い和わ感かんを覚えた。

　ヨミさんご本人？　どういうこと？

　しろみんさんは依い然ぜんとして、俺の方をじっと見つめている。

　そう言えば、最初からこの子は俺のことを『ヨミ』扱あつかいしていたような……。

「それにしても、ＤＭにあったとおりですね！　ご自分で描いたイラストをプリントした萌えＴを着て、彼女さん同伴で来てるって。すぐわかっちゃいました！」

「ちょ、ちょっと待ってください、しろみんさん……状況がいまいち吞のみ込めないんですけど──ＤＭ？」

「ツ○ッターで、ＤＭしましたよね？　ほら、相談させてもらいたいことがあるって、ぼくからご連絡差し上げたじゃないですか」

　それを聞いて、俺はふいと夜美に目をやった。

　すると、夜美は無言でコクリと頷うなずく。

　いや、ちょっと待て。

　なんだその、「了りよう解かい済ずみ」みたいな合図は。だとしたら、何かおかしいだろ。

「──タイム！」

　俺は監かん督とくのサインが理解できない球児よろしく、両手でＴ字を作り、タイムを要求した。

　そして夜美をブースの奥に連れて行き、状況の説明を求める。

「……どういうこと？　ねえ、これどういうこと？」

「めっちゃ眉み間けんに皺しわ寄ってますよ、ヤス」
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「不服と困こん惑わくの意思表示をしてるんだよお！　てめえ、何かわけのわからないこと裏でやってやがったな！」

「どうどう、ちょっと落ち着いてください……」

　夜美は真っ赤になりながらも、いつものドヤ顔を浮かべる。

「ＤＭで、しろみんさんから連絡を受けたのは事実です。相談したいことがあるって。ちょうど夏コミ直前の時期でしたから、『そしたら現場で直接伺うかがいますナリ！』って返したんです」

「ナリ？　お前、ＤＭではそういうキャラ設定でやってるわけ？」

「ヤスってほら、キモオタ的なアイデンティティを持ってるじゃないですか。だから、そういう語ご尾びの方がいいかなって」

「俺はそんなテンプレなオールド・タイプのキモオタじゃねえっつうの！　『デュフッ！』とか笑ったりしないだろ！」

「たまに漫まん画が読みながら、デュフデュフ笑ってますよ」

「え、噓うそ……？」

　ショックだった。自覚がないだけで、実は俺って古い感じのキモオタだったのか……。

「──や、そんなことはどうでもいいんだよ！　それより、何で俺が『ヨミ』ってことになってんだ!?　萌もえＴを着てるとか、しろみんさんに俺の特とく徴ちようの方を伝えやがって！」

「ふっふん、実はそれには海よりも深いわけが……」

「しかも、彼女同どう伴はんって何だ！　だあれが誰の彼女だ!?　ふっざけんじゃねえぞ！」

「ええい、黙だまれ黙だまれ！　まずは私の説明を聞くんですよ！」

　夜美は逆切れし、眉まゆをきゅっと吊つり上あげる。

「……いいですか、ヤス？　そんなにカッカせず、私が誰か考えてみるんです。そうすれば、おのずと答えに辿たどり着つけますから」

「はあ？」

「私にはどんな特とく徴ちようがありますか？　神絵師を越こえる魔ま絵え師し、すれ違ったら誰もが振ふり返かえるレベルの美少女、色欲さまに気に入られている上級エリートサキュバス……他には？」

「お前、よく自分でそこまで自分アゲできるな。感心するよ」

「褒ほめても何も出ませんよ」

　夜美は頭をかきながら、ハハハと笑う。

　褒めてねえっつうの。ほんと、すごい神経してますよね。

　俺は首をひねって、夜美の特とく徴ちようを考えた。

　う～ん、思いつく限りでは……。

「……三次元の肉にく塊かい、クズ、へたれ、たかり、ＫＹ、顔面常時炎えん上じようパッチ搭とう載さい……」

「──こ、この野や郎ろう！　私とやるってのか！」

　俺の言葉を聞き、夜美は歯を剝むき出だしにして威い嚇かくしてくる。

「あと、いつまで経たっても男嫌いが克こく服ふくできない」

「そう、それです！」

　その言葉に反応し、さっとドヤ顔を浮かべる夜美。

「──私は男性が苦手です。そばにいても大丈夫なのは、ヤスのような異常性せい癖へきを持つ二に次じ萌もえクソ野や郎ろうくらいです」

「喧けん嘩か売ってんのか！」

「最初に喧けん嘩か売ってきたのはそっちでしょうがあ！」

　しばらく、俺と夜美は睨にらみ合あっていた。けれども、こんなことをしていても意味がないと気づき、仕方なく先を促うながす。

「……それで？」

「しろみんさんって、男性じゃないですか。そんな人と男性恐怖症の私が、直接話せるわけないでしょう。だから、私を演じる代役が必要だと思ったんです」

「……ちょっと待て。しろみんさんが男……？」

　俺は待ったをかけた。

「ええ、男性ですよ。ＤＭでもそうおっしゃってましたし、いま実物を見ても明らかにそうじゃないですか」

　俺は振ふり返かえり、ブースの前でもじもじしているしろみんさんを見つめた。

　いや、あれはどう見ても女の子でしょ。

　それも、かなり器量がいい方だ。もちろん三次元の肉にく塊かいの中では、と注ちゆう釈しやくはつくが。

「……噓うそ吐つけよ。あんなに可か愛わいい男がいてたまるか」

「か、可愛いって何ですか!?　その発言はおかしいでしょう！　私には一度も言ったことない癖くせにい！」

「お、落ち着けって。いまはそんなことを話してるときじゃないだろ……」

　気き炎えんを上げる夜美を、なんとか軌き道どう修正する。

　夜美はぶすっとした表情で、俺をじろりと睨にらんだ。

「……確かにちょっと綺き麗れいな顔をしていますけど、しろみんさんはれっきとした男性ですよ。私、サキュバスだからわかりますもん。あんな顔して、内面ではすごく、え、えっちなことを考えているんです……」

「えっちなことって？」

「──こういうことですよお！」

　夜美は俺の手からしろみんさんの新刊をむしり取り、バッと開いた。

「見よ、この欲望の化け身しんを！」

　見ると、そのページでは女の子がいや～んなことになっている。もちろん、十八禁表現ではないが。

「やつは獣けものっ！　まごう事なき狼おおかみなのです！　私のラスト器官がビンビンに反応しているんですから、間違いありません！」

　ラスト器官というのは、サキュバスが持つ情欲感知器官のこと。よくわからないが、蛇へびが熱を感知するときに使うピット器官のようなものらしい。

「あんな恐おそろしい生き物を前にして、繊せん細さいな私は呼吸をすることすらできますまい！　だからこその代役っ！」

「だったら普通にＤＭ上でのやりとりで済ますか、相談自体を断ればよかったろ。なんでわざわざ、俺にお前の代わりをさせようとするわけ？」

「……だって、これはヤスにやってもらわないといけないことだから……」

「はあ？」

「な、何でもありません！　とにかく、ご理解いただけたようですね。はい、じゃあ説明終わり！」

　俺がきちんと納なつ得とくする前に、夜美は俺の背中をぐいと押した。そのまま、ずずいとブースの前面に押し出される。

「お、おい、夜美！　ちょっと待っ──!?」

「……あ、お話は終わりました、ヨミさん？」

　しろみんさんは、女の子にしか見えない顔を朱しゆに染めながら、俺に向けてニッコリと笑え顔がおを向けた。
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「えーと、その……よ、ヨミです」

　俺は決まりの悪さを覚えながらも、しろみんさんに向かってそう言った。

　これが、もうどうにでもなれ精神というやつである。

　ちなみにいま、当の夜美本人は俺の後ろに隠かくれている──。

「──ひゃうん！」

　と、そのとき、背筋をつつっと指でなぞられ、俺は変な声を出してしまった。

　──こいつ、何しやがる！

　慌あわてて振ふり向むくと、夜美はそこで真しん剣けんな表情をしている。

「……大丈夫、ここから私が指示を出しますから」

「はあ？」

「……背中に文字を書いて指示を出してあげます。そのとおりに動けば、完かん璧ぺきに私を演じきれるというわけです。これぞサキュバス界に伝わる奥おう義ぎ、二サキュ羽ば織おり」

　変な奥おう義ぎを編みだす種族だな……。こいつが噓うそ吐ついてるだけであってほしいよ、切に……。

　ひとまず俺は、またしろみんさんの方を向き、いまの不自然なやりとりを誤ご魔ま化かすように、満面の笑えみを浮かべてみせた。

「す、すみませんねえ、しろみんさん」

「あの、ひょっとしてヨミさん、どこか調子が悪いとかですか？」




　──あ・た・ま。




「いやあ、頭が悪くって……」

「え」

　──いや、ちょっと待て！　何を言わせてんだよ！

　ぽかんと口を開けるしろみんさんを見て、俺は冷ひや汗あせをかいた。

　しかし次の瞬しゆん間かん、しろみんさんがプッと吹ふき出だす。

「あはは、ヨミさんって面おも白しろい方なんですね～」

「そ、そうですかね、ははは……」

「年もぼくと近そうですよね。年ねん齢れいとか、聞いてもいいですか？」

　しろみんさんは、にっこりと微ほほ笑えんでそんなことを言う。

　そんな彼を見て、俺はきゅんと胸がときめくのを感じた。

　か、可か愛わいいじゃないか！

　俺には女の子絡がらみのトラウマがあり、そのせいでいまは二次元至上主義者としてのアイデンティティを持つに至っているわけなのだが……よくよく考えるとこの子は女の子ではない。

　まさか、すり抜け？　男の娘ならトラウマをすり抜けることができるの？

　ただ惜おしむらくは、目の前の彼にはどうやら「ついてる」らしいので、ノーマルな俺の恋愛対象には、どうあってもならないということ。

　俺は気を取り直して、彼の質問に答えた。

「高二ですよ。十六歳さい」

「すごい、ぼくもおんなじですよ！　こんな偶ぐう然ぜんってあるんですね！　でも、ぼくずっとヨミさんとは似てるとこがあるなあって思ってたんです。もちろん、技術とかは全然及およばないですけど……」

　しろみんさんは手を口元に持っていき、頰ほおをほんのりと染めてクスクス笑う。

　何だこの可か愛わいい生き物。ほんと、きゅんきゅんくるんですけど。

　君、夜美とはまったく似てないよ。

　むしろ君の可か愛わいさを、是ぜ非ひとも夜美にわけてやってほしいよ。

「しろみんさんのイラストもすごいですよ。めちゃくちゃ尊敬してます。さっきも言いましたけど、しろみんさん絡がらみの作品は全部揃そろえてますし」




　──う・わ・き・も・の・！




　うるさいな！

　夜美が背中に書いてくる文字に反はん抗こうの意を示そうと、それとなく身体からだを揺ゆすってみせる。

「？　どうかしました？」

「いえいえ、何も！　尊敬するしろみんさんを前にして、ちょっと舞まい上あがっちゃって～」

「う、嬉うれしいです……ヨミさんみたいな人にそう言ってもらえて。でも、ぼくって一人じゃなにもできない半はん端ぱ物ものですから……」

「半端物？」

　それは女の子にしか見えないけど男とか、そういう意味かい？

　違った。

「……実は『しろみん』って、合同ペンネームなんです。ぼくが線画を担当して、もう一人塗ぬりを担当する人がいて、二人で『しろみん』って名乗ってるんです」

「へえ、そうだったんですか」

　と、平静を装よそおって返したものの、わりと衝しよう撃げきの事実である。

　まさか大人気イラストレーターしろみんさんが、二人組だったとは！

「ぼくは水みず和わアキラって言います。だから、これからはアキラって呼んでくれると嬉うれしいです。『しろみん』っていうと、ぼくだけを示す名前じゃありませんから……」

「へえ、アキラさんですか」

「いえいえ、呼び捨てでいいですよ！　あと、ヨミさんはぼくに敬語とか使って欲ほしくないです。ぼく、ヨミさんに比べたら本当に大したイラストレーターじゃありませんし……」

　そう言って視線を落とす「しろみん」さん──改め、アキラさんの表情は、どこか陰かげっているように見えた。

「大したイラストレーターじゃないとかは違うでしょ。線画担当ってことは、この同人誌に描かれてるイラストの線は、アキラさんが担当してるってことですよね？」

「え？　それは、そうですけど……」

「つまり、このイラストにある造形のすばらしさは、アキラさんによって生みだされてるってことじゃないですか！　塗ぬりだってそりゃあすばらしいですけど、俺はこの線画も大好きだ！　もっと自信を持ってください！」

　俺が本心からそう言うと、アキラさんは目を丸くした。

「ヨミさんって、すごく人として大きな方なんですね……」

「へ？」

「あんなに上手な絵を描いてるのに腰こしが低くて、ぼくみたいなやつにそんな言葉もかけてくれるなんて……すごすぎです！　ぼく、勇気をだしてヨミさんに声かけてよかったです！」

　アキラさんは瞳ひとみをキラキラと輝かがやかせると、俺の手を握にぎって、ぶんぶんと上下に振ふった。

「実はちょっと不安だったんです！　ＤＭでは語ご尾びに『ナリ』とかつけてるし、一いち人にん称しようも『小生』とか使ってるし、変な人なんじゃないかって……でも、あれも場を和なごませるためだったんですね！」

　ほら見ろよ、やっぱり変人だと思われてるじゃねえか。




　──ナ・リ・つ・け・て・し・ゃ・べ・れ。




　背中に夜美からの命令コードが届く。

　やだよ、絶対に。

　てか、ちょっと悔くやしがってんじゃねえよ。

　俺は夜美を無視し、アキラさんに向けて、にこりと微ほほ笑えんで見せた。

「あんなの、もちろん冗じよう談だんですよ。いつの時代のオタクだって話じゃないですか」

「可か愛わいい彼女さんもいるし、ヨミさんって本当にかっこいいですよね……憧あこがれちゃいます」

　さらりとアキラさんの口から飛び出した爆ばく弾だん発言を聞いて、鼻水が飛びでそうになる。

　依い然ぜんとして彼は、俺の方をキラキラと憧どう憬けいの眼まな差ざしで眺ながめていた。

　ぶわりと冷ひや汗あせが吹ふきだし、頰ほおがピクピクと痙けい攣れんしてくるのを感じる。

「ちょ、ちょっと待ってもらえます～？　実はあれも、その場を和なごますための冗だ──」




　──刹せつ那な、背中に激痛が走る。




「──うわったあああ!?」

「わああ、びっくりした！　ど、どうしたんです……？」

　俺の大声で、目を白黒させるアキラさん。

　あ、あの女！　背骨の上を思い切りつねりやがった！

「いやあ、こっちの話ですよ。ははは……」

　などと、俺が必死に取とり繕つくろっていると、また夜美からの命令コードが届く。




　──こ・う・て・い・せ・よ・！




「嫌いやだ！　そんなことは死んでもできない！」

「ヨミさん……？　あの……？」

「ああ！　す、すみませんね、ちょっと昨日から寝てなくて、妖よう精せいの幻げん覚かくが見えちゃって！　すぐドヤ顔になる可か愛わいげのない妖精なんですけどね～。こいつ、ほんといますぐ駆く除じよしたいですわ！」

「ヨミさんも、やっぱりそういうの見えちゃうことってあるんですか!?」

　背後にいる夜美への皮肉をどう勘かん違ちがいしたのか、アキラさんはますます瞳ひとみを輝かがやかせて身を乗りだす。

　ぐいっと顔を近づけられると、彼のまつ毛の長さまで見ることができた。

「実は、ぼくもよくそういうことあるんです！　周りに話すと、『妄もう想そう乙おつ！』とか言って、笑われちゃうんですけどね」




　──も・う・そ・う・お・つ。




　この畜ちく生しようサキュバス、何て残ざん酷こくな指示を出すのだ。

　俺には、いまのアキラさんにそんなことを言える自信がない。

　結局、また夜美の指示は無視することになった。

　咳せき払ばらいしてから、改めて口を開く。

「……えっと、その……やっぱり絵え描かきたるもの、空想をかたちにしてこそですよ。現実に見えちゃうくらい豊かな想像力こそが、絵師の生命線だって俺も思いますけどね」

「そしたら、ぼくもヨミさんみたいな絵を描けるようになりますか!?」

「いや、アキラさんにはアキラさんの絵があるじゃないですか。俺はいまのアキラさんの描いた絵の造形、本当に好きですよ。ヨミの絵を目指すとかじゃなく、自分の絵を大事にしてほしいですね」

「ぼくの絵を……大事にする……」

　アキラさんは、いよいよ感動に打ち震ふるえているようだった。

　何だろう、ものすごく悪いことをしている気になってしまう。

　ごめんよ、アキラさん。

　俺はあなたが思ってるような神絵師じゃないんだ。

　俺は単なる二次元至上主義のオタクで、あなたの尊敬している「ヨミ」は、俺の後ろで業界の奥おう義ぎとやらを繰くり出だしては失敗しているクソ雑ざ魚こサキュバスなんだ。
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　午後二時ごろ、俺たちはサークルスペースを片づけ終わってコミケ会場を後にした。

　アキラとは、このあと都内のとあるファミレスで待ち合わせることになっている。

　彼はヨミに相談したいことがあるという話だったが、流れでそれはもう少し落ち着いた場所でしようということになった。打ち上げも兼かねて、別の場所で話そうと。

　そして、すでに段取りよく片づけを済ませていた彼を待たせるのも悪いと思って、一度会場で別れたのだ。

　ちなみに「さん」付けをやめているのは、あれから彼ともう少し話をして、仲良くなる時間があったから。

　歳としも同じだし、ここからは気き兼がねなく話そうと俺が言いだしたのがきっかけで、お互たがいに敬語を使うのをやめることにしたわけだ。

「アキラって、変なやつだよなあ」

　待ち合わせのファミレスのある駅のホームに降りてから、俺は夜美に話しかけた。

「あんなに有名なのに、自分のことを『ヨミ』よりも格下みたいに話すしさ。もっと自信を持ってもいいと思うけど」

「……ヤスは私の絵としろみんさんの絵、どっちが好きなんですか？」

　夜美は、じろっと俺を睨にらんでそんなことを訊きいてくる。

「え？」

「私の大ファンとか言ってたくせに……」

「ひょっとしてお前、嫉しつ妬としてんのか？」

「し、嫉妬なんてしてませんっ……！　何を言ってるんですか」

　そう言って、ぷいとそっぽを向く夜美。

「なんで私がヤスの好みで一いつ喜き一いち憂ゆうすると思うんです……。ふん、いい気にならないことですね……」

「そりゃ、俺はお前の絵の方が好きだよ。でも、しろみんさんも上う手まいじゃん」

　俺が言うと、夜美は顔を明後日あさつての方向に向けたまま、カァッと顔を赤くする。

「……へ？」

「流石さすがにお前と比べると、しろみんさんでも分が悪いよ。俺はお前の描いたイラスト以上の芸術に出会ったことがない」

「そ、そうですか……？　ふうん、ま、それならいいですけどね……？」

　言いながら、もじもじと居い心ごこ地ちが悪そうにする夜美。

「……にしても、どういう心境の変化です？　素す直なおに私を褒ほめるなんて……」

「心境の変化とかじゃないって。お前は本当にどうしようもないやつだが、俺はお前のイラストを否定することだけはできない。それは俺の生き方を否定することになるからな──お前は本当にどうしようもないやつだが」

「二回も言わなくていいんですよ！」

　夜美は怒ど気きとともに俺を睨にらんだが、すぐにコロッと表情を変え、途と端たんにニヤニヤと気持ち悪い笑えみを浮かべる。

「おい、どうした？　急にキモいドヤ顔なんて浮かべて……」

「……キモくありません。ふ、やはりヤスにとって、私の絵こそが至高ということですね」

「お前、俺の好みで一いつ喜き一いち憂ゆうしてない？」

「してません」

　夜美はやれやれと言わんばかりの態度で、首を横に振ふる。

「……しかし私に訊きくまでもなく、ヤスの中で答えはすでに出ていたようですね」

「はあ？　答え？」

「なぜアキラさんが私よりも自分を格下だと思うのか……ヤスはさっき、そう言ったでしょう？　答えは明らか！　まごうことなき格下だからです！　私の方が上手で、えっちな絵を描けるからです！」

　むはは、と高笑いする夜美。

　それを聞き、俺はおもむろにアキラからもらった『しろみん』さんの新刊を開く。

「わあ！　いきなり何をやってるんですか！」

「いや、どれくらいえっちか確かめようと思って」

「そんな危険なものを公共の場で開いてはいけませんよ！」

　夜美は、わたわたと慌あわてふためきながら叫ぶ。

　そして俺の手からイラスト本を引ったくると、さっとカバンの中にそれを仕し舞まい込こんでしまった。

「ＴＰＯをわきまえた行動を心がけてください！　少なくとも、私はそんなことしません！」

「返せえ！　俺は俺だあ！」

「いえ、これからはそういうわけにもいきません！」

　夜美はずいと顔を寄せてくる。

「……これからヤスは私として振ふる舞まうわけですからね。きちんと私というものを理解して、行動する必要があるんです。いいですね？」

「ああん!?」

「凄すごんでもダメ！　すでにアキラさんは、ヤスのことを超天才絵師ヨミさんだと思い込んでいます。ここからは、ヤスのちょっとした態度が、私の評判を貶おとしめることになるんですからね？」

　いや、だったらＤＭでナリとか送るなよ。

「さっきもなんですか！　せっかく私が出してあげてた指示を、ことごとく無視したりなんかして！」

「あれは途と中ちゆうからおかしくなってたろ！　しかも思い切り背中をつねったし！　あれ、いまでもヒリヒリしてるんだからな！」

　すると夜美は不平そうに頰ほおを膨ふくらませる。

「だって、あれはヤスがちゃんと私のことを、か、彼女だって認めないから……不自然になるじゃないですか！　ヤスがヨミだとして、そしたらこっちの美少女は誰だろうって！　こ、恋人ということにしておけば、一番おさまりがいいんです……」

「もっと色々あるだろ！　アシスタントとかヘルプ頼たのんだ人とか……」

「絵を描ける設定のキャラだったら、『じゃあちょっと描いてみて』ってなったらバレちゃうでしょう！　可能性は最初から摘つんでおくにこしたことはないんです……」

　ごにょごにょとわけのわからないことを言って夜美は目を逸そらすと、おずおずしながら手を差しだしてくる。

「……何だこの手は……？」

「……て、手をつないでいくんですっ！　そしたら、さっきの失敗も取り返せますから……」

　途と端たんに周りの気温が上がったように感じ、俺は狼狽うろたえた。

「い、いや、他の方法もあるだろっ……」

「考えている時間なんてありません！　ほら、もうそこが待ち合わせ場所です！」

　夜美の言葉どおり、スクランブル交差点の向こうに建つビルの三階に、アキラと約束したファミレスがあった。

　信号が青に変わり、周りの人たちが一いつ斉せいに歩きだす。

　流れに従い、慌あわてて一歩を踏ふみ出だしたとき。

　──俺の右手を、そっと柔やわらかい感かん触しよくが包んだ。

　ぎょっとして見ると、真っ赤になってうつむく夜美が、俺の手を握にぎっているではないか。

「はふぅん……？」

　と、喉のどから変な声が出る。

「ほら、早く行きますよ……」

　よほど恥はずかしいのか、夜美は目に涙なみだを浮かべながら、無理なドヤ顔を作って俺を先導していく。

　ぎゅっと手を強く握られれば握られるほど、そこから夜美の柔らかさが伝わってくる……。

　胸の奥で、心臓が早はや鐘がねを打ち始めた。

　しかし俺は、いまのこのタイミングしかないと思った。

　実は、昼間から密ひそかにずっと気になっていたことがあったのだ──。

「……なあ、夜美、ちょっといい？」

「な、何です？」

「いや、お前、さっき会場で……その、男にモテモテとか言ってたじゃん？　あれって、アキラからＤＭをもらってたってこと？」

「え、あ……まあ……」

　すると夜美は気まずそうに、また目を泳がせる。

「そ、そういうことになるかもしれませんね……？」

「それだけ？」

「え？」

「一人だけってこと？　アキラだけ？」

　夜美はしばらく押おし黙だまった後……恥はずかしそうにコクリと首を縦に振ふった。

　それを見て、何だか俺はほっとしてしまった。

　アキラは相談したいことがあるから、必要から連絡を取っただけ。

　となると、夜美にちょっかいをかけるような男がいたわけではないらしい。

　それで一つのモヤモヤが解消された俺は、しかし今度、そんな自分にモヤモヤしてしまうことになった。別に夜美が誰に言い寄られようが、俺には関係ないってのに……。

　誤ご魔ま化かすようにして口を開く。

「な、なあんだ。たった一人の男にＤＭをもらっただけで、モテモテとか言ってたのかよ？　おかしいと思ってたんだ。お前みたいなやつに声をかけてくるもの好きなんて、いるはずないのにな～ってさ……」

「本気を出してないだけですから！　私だって、本気を出したらすごいんですから！」

「こ、恋人のふりをしてるだけの男と手をつないだだけで、そんなに真っ赤になってるんだから、先行きは暗いな……まったく、付き合わされる俺の身にもなって欲ほしいもんだぜ……」

　そんなことを話しながら、俺たちは待ち合わせのファミレスに入った。

「──あ、ヨミ！　こっちこっち！」

　アキラはすぐに俺たちを見つけると、テーブルを離はなれてかけよってくる。

　そして、空いている方の俺の腕に自分の腕を絡からめて、嬉うれしそうに微ほほ笑えんだ。

「えへへ、早かったね。これくらいだったら、会場で待ってたのに」

　──何これ？

　男が男にするスキンシップって、これであってる？

　戸と惑まどいながらも、俺は「お、おう」と返した。

　ちらりと見えた夜美の表情には、どこか剣けん吞のんな雰ふん囲い気きが漂ただよっているような気がした。
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「……そういや、今日は他の打ち上げ行かなくてよかったの？　しろみんさんレベルになると、横のつながりとかすごそうだけど」

　俺は唐から揚あげを頰ほお張ばりながら、そう切りだした。

　テーブルには、アキラが注文した大量の料理が運ばれてきている。どうやら、全部奢おごりらしい。やっぱり人気イラストレーターさんは違いますね……。

「『しろみん』は、ぼくよりももう一人の方の力が大きくて。その人のこと、ぼくは白しろさんって呼んでるんだけどね？」

「へえ、白さん」

　着色担当なのに、白さん。

「白さんはほんとに何でもできる人だよ。だからいつも甘あまえちゃって、しろみんとしての付き合いとか交こう渉しようとか事務とか、全部任せっきりだったの。というか、ドジなぼくがやると絶対に色んなことがおかしくなっちゃうから、白さんを差し置いて業務に絡からむのは控ひかえてたってのもあるんだけど」

「ほう、なるほど」

「それでね？　今回のコミケには白さんが参加してないから、打ち上げとかにも行くのはやめとこうって。みんなの中には、しろみん＝白さんみたいなイメージがあるはずだから、ぼく一人が行っても仕方ないしね」

「そんなことはないだろ」

「ううん、ぼくは基本白さんのおまけみたいなものだから……」

　肩をすくめてそう言うと、アキラは視線を落とす。

　何だか、アキラが会ったときから随ずい分ぶんと自信なさげだった理由がわかった気がした。

　パートナーへの引け目。それを皮切りに、自分の実力にすら疑問を持つようになったのかもしれない。

　しかし、俺の前でそんな態度を取るのは間違っているぞ、アキラ。

　なぜなら俺は、お前が担当する線画作業すらできないただのオタクなのだから。

　俺はイラストに関わるすべての人間を尊敬している。そもそもアキラの線画は、彼自じ身しんが過小評価するような「おまけ」で済むレベルではない。

「さっきも言ったけど、俺はアキラの線画すごいと思うよ。尊敬もしてる」

「ありがと。でも、ヨミは変わってるから……」

　確かにヨミは変わってるよね。変人と言ってもいいかもしれない。

　俺は隣となりで仏ぶつ頂ちよう面づらを浮かべる夜美をちらりと一いち瞥べつした。

「そう？　俺って変わってるかな？」

「変わってるよ。だってあんなに上手なのに、商業の仕事受けたことないでしょ？　コミケに参加したのも今回が初めてだし、普ふ段だんはずっと淡たん々たんと○イッターにイラスト投とう稿こうしてるだけだし……」

「まあ、すべて生きるためにやってるんだけどな」

「そうなの？」

「そうなんだ。実は俺、『イラスト描き続けてないと死んじゃう病』なんだよ。これからはペースアップして、一日十枚はツイッ○ーにアップする所存だから、是ぜ非ひ見てく──あっふん！」

　隙すきだらけの脇わき腹ばらをわさわさとまさぐられ、俺は思わず裏返った声を出した。

　見ると、夜美のやつは俺との距きよ離りを詰つめ、ちょっと身じろぎすればお互たがいの腕が触ふれ合あうくらいの場所に座すわっている。

　くそっ、言論統制はばっちりということか！

「……ヨミ、どうかした？」

「い、いや、何でもない。ちょっと唐から揚あげが喉のどの変なところに入ってさ……」

「大丈夫!?　あ、ドリンク切れてるじゃない。ぼく、取ってくるね！」

「え？　ああ、いや、それくらい自分で……」

「いいから、座すわってて！　何がいい？」

　にっこりと笑うアキラに、またきゅんとしてしまう。

　なんやこの天使……。横にいる悪あく魔まと交こう換かんしてもらえないですかね……？

「……そしたらジンジャーエールで」

「うん、わかった」

　アキラが席を立ってから、俺は夜美にかみついた。

「……おい、もうちょっと離はなれろよ！　暑いから」

「私は暑くありません。サキュバスは気温すら超ちよう越えつする種族ですからね」

　言いながら、ジュースをストローでちゅうと飲む夜美。

「それにしても、ヤスは私のふりがへたっぴですねえ。これではすぐボロを出してしまうこと請うけ合あいです」

「けっ、そうなったらそうなったときだっつうの」

「ほう、そんな態度でいいんですかね？」

　夜美はニヤリと意味深な笑えみを浮かべ、俺の顔を覗のぞき込こんでくる。

「な、なんだと……？」

「アキラさんは困っている様子でしたけどねえ？　きっとあの方は、ヨミにお願いしたいことがあるんでしょう……しかし私がヨミだとわかれば、もうそこで話は終わりです──なぜなら、私はアキラさんと直接話すことなどできないから！」

　それを聞いて、俺はハッと息を吞のんだ。

「そ、そうか！　お前がクソ雑ざ魚こサキュバスであるばっかりに……！」

「くっくっく、そういうことですよお！　アキラさんを助けたければ、ヤスが私を演じ続けなければならないのです！　むはは、むはは！」

「……でもこれ冷静に考えたら、お前が弱みを克こく服ふくすればすべてが丸く収まる話だぞ。お前、自分のこと情けないとか思わねえの？」

「かいもく」

　まったく悪びれた様子もなく、夜美は首を横に振ふる。そしてまたストローを咥くわえ、ジュースをちゅうと飲む。

　俺は啞あ然ぜんとし、背筋に寒気を覚えた。

　こいつ、サイコパスか何か……？

　まさか、あんなに純じゆん粋すい無む垢くなアキラを人ひと質じちにして交こう渉しようを進めようとするとは！　なんという邪じや知ち暴ぼう虐ぎやく！

　俺が戦せん慄りつしていると、アキラがジュース片手に戻ってきた。

「えへへ、ちょっと氷多く入れ過ぎちゃったかな。はい、ヨミ」

「あ、ありがとう……」

　いまの話のせいか、俺にはアキラが穢けがれを知らない子羊のように思えた。

　いまこいつを守ることができるのは俺だけなのだ。そのために、絶対にヨミを演じきってみせなければならない！　なんかおかしい気もするけど……。

「……アキラ、本題に入っていいか？」

　俺は身を乗りだし、できるだけ決め顔でそう言った。

「本題……？」

「俺になんで連絡を取ったかってことだよ。相談したいことがあるって言ってたろ？」

「──あ！　ああ……そうだね……？」

　アキラはそれでまた自分の抱かかえる問題を思いだしたのか、しゅんと肩を落とす。

　これはひょっとすると、かなり難易度の高いクエストなのかもしれない。

　ごくりと喉のどを鳴らして身構え、アキラが口を開くのをじっと待つ。

「……あのさ、ヨミ？」

「なんだ？」

「その……商業の仕事とか……興味ない？」

　おずおずとした上目づかいで、そんなことを言いだすアキラ。

「へ？　商業？」

「具体的には、ラノベの仕事なんだけどね？」

「ラノベか……やったことないけど」

　そわそわしてしまって、俺はそれとなく夜美の方をちらりと見つめた。

　何か反応をくれ。これは俺の一存では、どうにもならない話だ。

　──しかし、夜美は真顔だった。

　嫌いやそうな顔でもなく、やりたそうな顔でもなく、ただプレーンな真顔でまっすぐを見つめている。

　こいつ、こんなまっすぐな目ができるんだなあ……って、いや、そうじゃなくて！

「いやあ、ラノベかあ……ラノベねえ……」

　何とか夜美から反応を引き出そうとして、俺は必死になった。

　しかし夜美は表情を変えない。瞬まばたきすらしない。

　次し第だいに腹が立ってくる。

　こいつ、わざとやってんじゃねえか！

　こっちはお前のためを思ってやってるってのに！　お前がそんな態度だったら、商業に興味があるって言っちまうぞ？　そしたらお前、仕事振ふられるかもしれないんだからな？

「ど、どういうことかなあ……？　もうちょっと詳くわしく聞かないと、興味があるとかないとか答えられないかなあ……」

　しかし俺はそこで、何とか回答を先延ばしにした。

「商業って言っても、また少し特とく殊しゆな仕事になるんだけどね」

「ああ」

「実は、『しろみん』の着色担当をお願いできないかなって」




　──は？




　俺は、ぽかんと口を開いて固まった。

　そしてアキラは、これ以上恥はずかしいことはないと言わんばかりに顔を真っ赤にして、衝しよう撃げき的てきな言葉を続けたのだ。

「……実は『しろみん』の中心だった白さんが、イラストレーターを引退しちゃったんだよ」
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「え？　引退？　白さんが？」

　俺の言葉に、アキラはコクリと頷うなずきを返す。

「そう。理由はよくわからなくって。『救世の旅に出る』って言って、それきり連絡が取れなくなっちゃって……」

　救世の旅……？　なんだそれは……。

「白さんがいなくなっちゃたら、ぼくもイラストレーターは続けられない。だから、ぼくも引退しようと思ったんだけど……」

「何を言うんだ、もったいない！」

「ああ、ごめんね……引退って言っても、一時的にだよ。塗ぬりをいまから勉強しようと思うんだ。それで満足いくレベルのものが描けるようになったら、ぼくは戻ってくるつもり」

「ああ、そうなんだ。それだったら、まあ……」

「でも、どっちみちもう『しろみん』名義での活動は終わりかなって。新しくぼくが活動を始めても、それはもう白さんとぼくの二人で描いてたイラストじゃないから……」

　アキラはまるで[image: 叱]しかられているかのように、身を小さくしている。

「……『しろみん』は終わり。でもね？　問題は、それで他の人に迷めい惑わくをかけちゃうこと……」

「迷惑？」

「うん。もちろん、同人活動の方はどうにでもなるんだよ。基本的に、好き勝手にやってるだけでいいんだもん。今日の本は最後に白さんと一緒に作れて満足のいく作品になったし、ここで止めちゃっても問題はないかなって」

　俺のようなしろみんさんファンからすればそれもかなりの問題だと思ったが、いまそういうことを言うのはやめておいた。

　アキラの深刻そうな顔を見る限り、本題はここからだ。

「でもさ、商業の方は違う。商業っていうのは『やめます』って言って、そんな簡単に済む世界じゃないんだ。特にぼくたちはいまラノベの仕事をもらってて、シリーズ化もしてるから、急にイラストレーターが交代とかなっちゃったら、作家さんにもファンの人にも迷惑をかけちゃうでしょ」

「まあ、しろみんさんレベルの代役なんて、そう簡単に見つかるわけないよな。コンテンツにとって、マイナス以外の何物でもない」

　しろみんさんの担当しているラノベを揃そろえているこっちとしても、もう作品の世界観やキャラクターのイメージが、しろみんさんのイラストで出来上がってしまっているのだ。いまさらそれを他のイラストレーターさんに描かれても、違い和わ感かんが先立つに違いない。

「継けい続ぞくして仕事をもらってるラノベのシリーズが三つあるんだけど、どれも人気でさ。もしかしたら、もう少しでアニメ化とかするかもって言われてるみたい。そんなときにイラストレーターが変へん更こうして、読どく者しや離ばなれが起こったら……それで、アニメの話がなくなったりしたら……ごめんなさいじゃすまないよ……」

　イラストはラノベを買う上で重要な要素の一つ。ゆえにイラストレーターの変へん更こうで、シリーズものの続刊を買わなくなるという動きが読者の中にでてきても、なんらおかしくないだろう。

「要するに、アキラはそのシリーズのイラスト担当を続けたいわけだな」

「そう！　新しい仕事は全部断ってるけど、継続している案件は途と中ちゆうで投げ出したくないんだよ……」

「それで着色担当を探してるってわけか」

「めちゃくちゃなお願いをしてるってのはわかってる！　でもヨミのイラストの塗ぬりは、白さんにすっごく似てるんだ！　ヨミはあの人と同じで、天才だよ！　仕事の対価は全部ヨミが受け取ってくれたらいいから、三つのシリーズが完結するまでの間、ぼくと一緒に仕事をしてくれない!?」

　ずいと身を乗り出すアキラの勢いに気け圧おされ、俺は心持ち上体をのけぞらせた。

「……いや、仕事の対価は全部こっちって、それはおかしいんじゃねえの？　アキラだって線画をするわけだろ……？」

「そうだけど、こっちは迷めい惑わくをかける側なんだから、そのくらいのことは当然だよ！」

　アキラの目は真しん剣けんで、とても冗じよう談だんを言っているようには思えない。

　……ええ、ひょっとしてこいつ、ブラック企き業ぎようとかに搾さく取しゆされて、潰つぶされるタイプの人間なんじゃないの……？

　無む報ほう酬しゆうウェルカムってことはあれだろ、サビ残を率そつ先せんして受け入れていくスタイルだろ。

　責任感が強く、自分に求める理想が高い──その結果、現状の自己評価が低くなりがち。そういうタイプ。

　これまでアキラが自信なさげで、度の過ぎた謙けん遜そんをするように見えたのは、すべて彼の中にある責任感の強さの裏返しと考えられなくもない。




　自分役すら放ほう棄きし、ただ隣となりで傍ぼう観かん者しや然ぜんとしているサキュバスとは大違い──。




　そんなことを考えながら、ちらりと隣を見ると、なんと夜美はまだ真顔である。

　お前、この少年のひたむきさに心打たれたりしないのかよ!?

　俺は無反応な夜美から視線をアキラに戻し、再びじっと考えた。

　……多分、アキラがヨミに声をかけたのは、塗ぬりが白さんと似ているとか、そういう技術的な側面ゆえのことではない。

　ヨミは商業の仕事をやっていないので、時間的な制約という面でも、他のイラストレーターに比べれば協力を得られやすいと思ったのだろう。

　実際のところ、サキュバスとして「色欲さま」とかいう上役のためにイラストを描いている夜美には毎月のノルマが課せられているのだが、流石さすがにそれを推おし量はかれと言うのは酷こくなもの。

「う～ん」

　と、俺は唸うなった。

　アキラの話は、結構ヘビーな内容なのではないだろうか。

　まあイラストレーターさんが、着色だけを依い頼らいされること自体は、たまにあるらしいけど。

　ともあれ、こんな話を俺の一存で決めることなどできない。

　俺はアキラが持ってきてくれていたジンジャーエールを一気飲みすると、勢いよく立ち上がった。

「──いけない、ドリンクがなくってしまったよ！　一緒にドリンクバーまで行こう、ハニー」

　決め顔の俺を、怪け訝げんそうな目で見上げてくる夜美。

「頭でもおかしくなったんですか？」とでも、言いだしそうな表情である。

　しょうがねえだろ、「夜美」って呼んだらまたややこしくなりそうなんだから。

「ああ、ドリンクならぼくが取ってくるから！」

　空のグラス片手の俺を見て、慌あわてて立ち上がるアキラ。

「いや、いいって。ほら、早く行こう、ハニー！」

　そう言って夜美の肩に手を置くと、彼女はびくりと身体からだを震ふるわせて赤面した。

　夜美はさっと立ち上がり、俺の腕に自分の腕を絡からませてくる。それから、そこはかとない赤面ドヤ顔でアキラの方を見つめた。

　何を対たい抗こうしとるんだ、こいつ。

　ともあれ、俺は夜美と二人っきりになれたことを幸いに、ひそひそ声で訊たずねた。

「……いまの話、どう思う？」

「……どう、とは？」

「やりたいか、やりたくないかだよ。ってか、お前もちゃんと話の途と中ちゆうで反応を返せよ。俺がちらちらとお前の方を見てたの、気づいてたろ」

「私の反応など必要ないでしょう。いまはヤスがヨミですから。ヤスがきちんと私になり切れば、自おのずと答えは出るはずです」

「そんなトンチをしてる場合じゃねえんだよ。なあ、イラストで稼かせいでる搾さく欲よくノルマだっけ？　あれって、いまのところ順調？」

「まあ、私くらい優ゆう秀しゆうなサキュバスになればね！」

　夜美は、ふんすと鼻を鳴らす。

「そしたら時間的には、いまの話を受けても問題ないわけだ？」

「それはそうでしょうね」

　しかしそう言いながら、今度はどこか不服そうに唇くちびるを尖とがらせる夜美。

「あれ、やっぱり受けたくない感じ？」

「そういうわけではありません」

「じゃあ、どういうわけだよ」

　次し第だいに、俺もイライラしてくる。

　夜美のやつが、何を考えているのかさっぱりわからないからだ。

「……ヤスは、アキラさんに手を貸したいって思ってるでしょう」

　苛いら立だつ俺に向け、夜美がそんな言葉を投げかけてくる。

「そりゃあな。アキラは一いつ生しよう懸けん命めいで、応おう援えんしたくなる性格してるし。そんなやつに、あそこまで言われちゃうとさ」

「じゃあ受ければいいんじゃないですか？　どうせ作業をするのは私なんですから」

「お前が作業するから、困ってるんだろ……」

　俺が咄とつ嗟さにそう言うと、夜美は丸くした目をぱちくりと瞬またたかせた。

「なんでヤスが困るんです？」

「……え？　いや、だって……お前の都合もあるだろうし……押し付けになるじゃん」

　少なくとも、俺の勝手で決めていい問題じゃないことだけは明らか。

　しかしそれを聞いた夜美の顔が、みるみるうちに赤くなっていく。

「そ、そうですか……？　なるほど……ふうん、そう……」

「あ！　ち、違うぞ！　お前のことを思いやったとかじゃねえからな！　できないことをやらせても、結局アキラに迷めい惑わくをかけるって思っただけだから！　それだけだぞ！」

「ふ、ふふん、ヤスは私のことを随ずい分ぶんと見くびっているようですね……？　私くらいの魔ま絵え師しになれば、着色だけの作業なんて朝飯前も朝飯前……皆かい勤きん賞のラジオ体操だというのに……」

　わけのわからないことをごにょごにょと言いながら、夜美は組んでいる腕にぎゅっと力を込めてくる。

　腕が柔やわらかい感かん触しよくに包まれ、俺はドギマギしてしまった。

「その、さ……アキラの話、受けてもいい……？」

「……もう、ヤスがそうしたいっていうなら、最初からそうすればいいんですっ……私はヤスのお願いだったら、別に嫌いやがったり……」

　最後の方をほとんど聞き取れない声で言うと、夜美は頰ほおを染め、上目づかいに俺の方を見つめてくる。

　俺たちはそれからしばらく固まっていたが、ドリンクバーの前が渋じゆう滞たいになっているのに気づくと、慌あわててジュースを汲くんでアキラの待つテーブルに戻った。





７






　アキラに仕事を受ける旨むねを伝えると、彼は目に涙なみだを浮かべて何度もお礼を言ってきた。

　もちろん仕事の対価とか、そういうのはちゃんとわける方向だが。

　本題が終わり、それから適当な世間話が始まったものの、俺はいつボロを出してしまうかもしれないと気が気でなかった。しかし、思い込みというやつがすごいのか、あるいはアキラが少し天然なのか、俺がヨミでないということはばれていないようだった。

　しかし、ちょっとしたタイミングで、

「彼女さんの名前って何ていうの？」

　と、アキラが訊きいてきたときには肝きもを冷やした。

　頰ほおを朱しゆに染めた夜美は、俺に耳元を寄せるよう手招きしてから、ひそひそ囁ささやく。

「……普通に『夜美』って教えちゃって構いません。ペンネームを、彼女の名前から取ったって言ってください……」

　半分自や棄けになっていた俺がその通りに話すと、アキラは「だからずっと教えてくれなかったのかあ。照れてたんだね、ヨミ」と模も範はん的な勘かん違ちがいをして、クスクス笑った。




　また今度会う約束をしてからアキラと別れたあと、夜美が口を開いた。

「それではヤス、ちょっといまから私の家に寄ってください」

「……ええ、なんで？　疲つかれてるんだけど」

「商業の仕事を受けるのであれば、早さつ急きゆうにリリィも含ふくめて話し合わないといけません。リリィは私のマネージャーですし、事務的なことはすべて任せていますから」

「え、あいつってお前のマネージメントもしてるの……？」

「だって、やりたいって言うから」

　ポンコツな夜美と違い、リリィは一見すると、何から何までそつなくこなすサキュバス界のエリート。

　しかしリリィの裏の顔を知っている俺としては、あいつを手放しで称しよう賛さんできない。

　というのも、彼女は夜美に性的な目を向けるＨＥＮＴＡＩなのである。

　夜美は、いまも「気のいい友人」くらいの感覚でリリィの家に住すみ込こみ、今日まで一緒に生活するに至っているけれども、彼女たち二人の日常はわりと危険なバランスの上で成り立っていると言っていい。

　そこまで考えて、俺は思い出すことがあった。

「……てか、私の家に寄ってって何だよ。お前、リリィの家の居い候そうろうだろ」

「細かいことはいいんです。『私が住んでいる家』という意味での私の家ですから」

「我わが物もの顔がおすぎやしないか。それにリリィのやつ、今日は体調が悪いって言ってなかったっけ？　お前、あいつを労いたわろうとか思わねえの？」

「さっき治ったって連絡がありました」

「ほんとかよ」

　怪け訝げんに思って、夜美のドヤ顔をジロジロと見つめる。そう言えば最初にリリィのことを訊たずねたとき、夜美は妙みような反応をしたな、と思いながら……。

　あのときはうやむやになってしまったが、やはりこいつは何かを企たくらんでいるのかもしれない。

「……てか、サキュバスは気温すら超ちよう越えつする種族じゃなかったのかよ。それなのに、腹出して寝たくらいで体調崩くずすのか？」

　俺の突つっ込こみに、夜美はピタリと動きを止めた。そして、すっと目を泳がせる。

「……おい」

「り、リリィは私ほど強くありませんからね？　私の足元にも及およばないと言うか……」

「あいつはお前の完全上位互ご換かんだろ。少なくとも、サキュバスとしては」

「何を言うんです！　リリィは私の力を認めているからこそ、私の手助けをしてくれているのではないですか！　私はサキュバス界の革命児！　リリィはその信しん奉ぽう者しや！」

　確かにあいつは、夜美を信しん奉ぽうしてるようなところあるけど。

「でも単純なステータスでは、あいつの方が明らかに上じゃん」

「ソシャゲとかでも、Ｒのレベルマックスの方がＳＲのレベル１よりもステータスは高いじゃないですか」

「……ん？」

「そういうことなんですよ。要するに、私はＳＲ。必要経験値の多い大器晩成型なんです」

　一人で言って、一人でうむうむと納なつ得とくする夜美。

　俺は溜ため息いきを吐ついた。

　夜美は何かを企たくらんでいたっぽいが、どうせ大したことではなかったのだろう、と自分を納得させる。そもそもこんな失敗続きのポンコツサキュバスの思おも惑わくがどんなものであったとしても、俺にとっては恐おそるるに足らんのだ。




　そんなことを考えながらも、俺は表面上では夜美と他愛ないやりとりを続け、リリィの家までやってきた。

　ドアを開けて玄げん関かんに入ったとき、夜美はそこから家の中に向かって大声を張り上げた。

「──リリィ！　もう体調はよくなりましたか!?　なりましたよね!?　風か邪ぜ引いちゃったけど、今日一日寝ていて回復したんですよね!?」

　まるで、話を合わせろと言わんばかりの勢い。

　ちょっとした間があって、奥からキャミソールと半パン姿のリリィが現れた。

　金きん髪ぱつ碧へき眼がんに、メリハリのついたプロポーション。そして、すらりと伸びた長い足。

「……お帰り、夜美。あら、ヤスも一緒なの？」

　リリィは俺を見ると、興味深そうにクスクス笑った。

「ただいま帰りました。実は、至急話し合うことができたんです。そのこと、ヤスにも聞いてもらった方がいいと思いまして」

「へえ、そう」

　顔色もよく、いたって健康そうな様子のリリィを、俺は訝いぶかしさ全開で見つめた。

「……なあ、俺は夜美から、お前は今日体調不良で参加できないって聞いたんだけど？」

「体調不良？　……ええ、そうね。でも、もう治ったわ」

「ほらあ、私の言ったとおりだったじゃないですか！　私が噓うそ吐つくはずないんです！　今後はその疑うたぐり深ぶかい性格をなんとかするんですよ、ヤス！」

　鬼おにの首を取ったかのようにドヤ顔を浮かべて叫ぶ夜美は、それはそれは面めん倒どうくさかった。

　リリィは俺たちを先導すると、リビングのソファに腰こしかけて、長い脚あしを組む。

「それで、話し合うことって何？」

「ふ、実はヤスが私の中の人になりまして」

「はあ？」

「ああ、違う。……どう言えばいいんでしょう？　ヤスが『ヨミ』になったというか」

「あんたたち、ついに一つになったってわけ？」

「ふ、ふざけんな、馬ば鹿か！　夜美も上う手まく説明できねえんだったら黙だまってろよ！」

　俺は真っ赤になって固まる夜美と、クスクス笑うリリィの間に慌あわてて割って入った。

　それから、特大の溜ため息いきを吐つく。

　俺は仕方なく、リリィに今日コミケの会場であったことを説明した。

　しろみんさんの中の人の一人である、アキラと会ったこと。

　男と接することのできない夜美に代わり、俺がヨミ役としてアキラと話すことになったこと。

　彼と話すうち、着色担当である白さんがいなくなったことで、しろみんさんが引退の危機にあることが判明したこと。

　そしてあくまで一時的にという条件で、夜美に新しい着色担当をやってもらえないかと頼たのまれたこと……。

　すべてを聞き終えると、リリィはうっとりした顔で夜美を見つめた。

「……素す敵てきだわ、夜美。私はずっと、夜美がもっと大きな舞ぶ台たいで絵を描くべきだと思っていたの。夜美よりも下手くそなイラストレーターの手伝いっていうのが少し気に入らないけど、これが大きな一歩になるはずだわ」

「でも、私は商業でお仕事をしたことがありません。どんな仕組みでお金がもらえるとか、そういうのもよくわかりません。事務も面めん倒どうそうですし」

「任せておいて。出版社を含ふくめた関係者との交こう渉しようは、全部私がやってあげる。利益分配は十ゼロにしてみせるわ。夜美は何の心配もせず、絵だけを描いていればいいから」

「それでこそリリィです」

「──ちょっと待てえ！」

　リリィの言葉にスルーできない内容があり、俺は思わず待ったをかけた。

「利益分配が十ゼロってどういうことだよ！　そこはアキラのことを考えて、ちゃんとやれっていま言ったばかりだろ！」

「サキュバス界闇やみの権力を使えば、そのあたりはどうとでもなるわ」

「そのわけのわからん権力を使うなって話をしてんだ！」

「じゃあ、そのアキラって子を私が籠ろう絡らくすればいいの？　確かに、そっちの方が簡単だとは思うけど……」

　リリィの言葉を聞き、俺は裸はだかにひん剝むかれ、とろけた顔でリリィの足を舐なめるアキラの姿を想像してしまった。結構いけるじゃん、と思った。

「──いやいや、違う！　いい加減にしろよ、この淫いん奔ぽんの使徒め！」

　頭をかきむしり、妄もう想そうを打ち消そうと必死になる。あんなに可か愛わいいアキラを、サキュバスにどうこうさせてたまるものか！

「冗じよう談だんよ。一般的な相場を聞いてみて、それで判断するわ。話を聞く限り、ちゃんとした出版社から出てるラノベなんでしょ？　そういうところの編集が、ふっかけてくるはずないだろうし……」

　言いながら、リリィはつまらなさそうに金きん髪ぱつを弄いじる。

「頼たのむぞ、マジで……」

「大丈夫、大丈夫。それで、話っていうのはこれだけ？」

「いえ、まだあります！」

　そこで、また夜美が会話のイニシアティブを取ろうとする。

「ヤスはこれから私の代わりに、アキラさんと何度か会わなければなりません。しかし、今日のヤスを見ている限り、化けの皮が剝はがれてしまうのは時間の問題だと感じました。これを、何とかしないといけません」

「アキラってちょっと天然入ってる気がするし、普通に誤ご魔ま化かせるんじゃないか」

　すると、夜美がきゅっと眉まゆを急にする。

「他力本願はダメ！　ヤスが私になり切るために、もっと私のことを知らないといけないんです！」

「他力本願がダメなら、お前本人が努力してアキラと話せるようになればよくね……？」

「しかし安心してください。頼たよりないヤスのために、私はすばらしいアイデアを思いついちゃいましたから」

「──聞けよ！」

　都合の悪いことは当然の如ごとくスルーする夜美に、俺は思わず突っ込んだ。

「まあまあ、落ち着いてください。焦あせる気持ちはわかりますが、大丈夫」

「……俺は別に焦あせってるわけじゃないんだけどな」

「ヤスにはこれから私が作る『夜美検定』を受けてもらいます。すばらしいアイデアというのはこれです」

「え、何て……？　いま、なに検定って……？」

「夜美検定」

　大真面目な顔で頷うなずく夜美。

　このポンコツサキュバスは、いったい何を言っているのだ……？

「夜美検定の目的は、ヤスが私の気持ちを理解して、きちんと『ヨミ』を演じられるようになることです。つまりこの検定を通して、私のことを学んでいけちゃうというわけでして」

「……あっそう。ふーん……」

　また変なこと言いだしやがったな、こいつ……。

　こういう話には、反応した方が負けだと思う。徹てつ底ていした無視こそが正解だ。

「ヤスとアキラさんのために、わざわざいまから作るんです。完成したらすぐに検定を受けて、いまのヤスに何が足りないのかを学んでくださいね」

　夜美が恩着せがましくそう言ったが、俺は渋しぶい顔をしたまま、何の反応も返さなかった。

　そんなアホみたいなことに付き合ってられるほど、こっちは暇ひまじゃねえっつうの。

　そのとき、リリィがパンと手を打ち鳴らした。

「それじゃ、これでそれぞれの方針は決まったわね。私はこれから方々と交こう渉しようにあたる。夜美はアキラって子が送ってきた線画イラストをもとに、着色作業をする。ヤスは夜美検定を受けて、完かん璧ぺきなヨミを演じられるようになる、と」

　いや、俺は絶対にやらねえからな、そんなこと。

「話もまとまったことだし、とりあえず夜美はシャワーでも浴びてきたら？　外、暑かったでしょ？」

「……では、お言葉に甘あまえますか。あとのことは頼たのみますよ」

　そこはかとない大物感を漂ただよわせて、夜美は浴室に向かっていく。

　リビングでリリィと二人きりになってから、俺はもう一度大きな溜ため息いきを吐ついた。

「……リリィが今日来てくれてればなあ」

「どうして？」

「だって、そうしたらリリィがヨミの役をできたじゃん。商業の仕事って聞いても物もの怖おじしてないし、夜美のことも俺より詳くわしいし」

「夜美からすると、それが嫌いやだったんじゃないの？」

「はあ？」

「要するに夜美はあんたにもっと、自分のことを知ってもらいたかったってわけ。だってあんたたち、放っておくとずっと仲が進展しないんだもの」

「い、意味がわからん」

「本当はわかってるくせに」

　そう言って、リリィはすっと目を細める。

「今日自分のところに男の人が訪ねてくる。夜美はそれを利用して、あんたとの距きよ離りを縮めようとしたのよ。そんな絶好の機会に私がいたら、邪じや魔までしょ？　つまりは、そういうこと」

「お前、体調不良だったんだろ……？」

「そうね。昨日の晩からずっと、ぽーっとしてた夜美の熱にあてられちゃったのかも……あの子、今日を本当に楽しみにしてたのよ？　可愛いったらなかったわ……」

　クスクス笑いながら、リリィはリビングに置いてあるノートパソコンを開いた。カタカタと何やら作業すると、そのノートパソコンから「ジャー」と水の流れる音が聞こえてくる。

「……何やってんの、それ？」

「あんたも見る？」

　手招きされるまま、俺はリリィのそばに近寄った。

　そして画面を覗のぞき込こんで──心臓が止まるかと思うほど驚おどろいた。




　画面に広がる肌はだ色いろ。小こ柄がらながら、きちんと起き伏ふくのついた身体からだ……。

　一糸まとわぬ姿の夜美が、鼻歌交じりにシャワーを浴びている。




　俺は海え老びの如ごとき俊しゆん敏びんさで身体からだをくの字に曲げ、リリィのそばから飛び退すさった。

「ば──!?　な、なんだよそれえ!?」
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　危ないところだった！　湯ゆ煙けむりのファインプレーがなければ、俺は夜美のすべてを見るところだった！　心臓が、破は裂れつしそうなほどバクバクしている。

「浴室のライブ映像よ。すごいでしょ？」

「と、盗とう撮さつじゃねえか！　このＨＥＮＴＡＩめ！」

「これくらいは許されるべきよ。ガス抜きをしないで私が本当に夜美を襲おそう羽目になったら、そっちの方が問題じゃないの！」

「やかましい！」

　やはりここは淫いん魔まのすみか──悪の巣そう窟くつなのだ！

　それからほどなくして「はあ、さっぱりしました！」と言いながら、風呂から上がってきた夜美の顔を、俺はしばらくまともに見ることができなかった。







[image: 第二章　夏の夜美検定、始まる。]
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『さあヤス、今日から夜よ美み検けん定ていを始めますからね』

　夜よ美みの開口一番が、それだった。

　コミケが終わった二日後のこと。

　俺が夏の暑さにやられ、クーラーがガンガンに利いた部屋でだらけていると、夜美から電話があったのだ。

「……は？」

『このあいだヤスに私の役をやってもらった日の結果は、最低のＦランク・ヨミでした。でも大丈夫です。ここから、ステップアップしていけばいいですから』

「いや、ちょっと待って……」

　額に手を当てて呻うめく。電話越ごしにもかかわらず、夜美のドヤ顔が目に浮かぶようだった。

「……ごめん、意味わかんない」

『今度、アキラさんと会うときまでに、ヤスにはＳランク・ヨミになっていてもらわなければなりません』

「そのＦランクとかＳランクとかってのは、いったい何のこと？」

『ですから、夜美検定の結果です。その日の点数が九十点以上でＳランク、十点刻みにランクは下がっていって、四十点未満はひっくるめてＦランクというわけです。この間のヤスを採点したところ、残念ながら二十二点でした』

　夜美は、わざとらしく『……はあ』と溜ため息いきを吐はく。

　イラッとする。

「……採点基準は？」

『残念ながら、Ｆランクの方には公開できません』

「お前の独断と偏へん見けんだろ！　いい加減にしろ！」

『夜美検定なんだから、私の独断と偏見に決まってるでしょう！』

　夜美は堂々と逆切れしてくる。

「……切るぞ」

『わあ、ちょっと待ってください！　Ｆランクだからって気落ちすることはありませんよ！　むしろ王道展開っていうか？　そこから成り上がる感じがいいんじゃないですか！』

「こっちは採点結果に気落ちしてるわけじゃないんだよ。わけのわからねえもんに直面して、呆あきれ果はててるんだよ……」

『馬ば鹿かな……二百以上の項こう目もくがある綿密な検定なのに……』

「……そんなことより、夜美。ちょっといいか？」

　こんな会話に付き合っていても仕方ないと思った俺は、話を強ごう引いんに変えようとした。

　実は、この前リリィの家に行ったときから、ちゃんと夜美に言っておいた方がいいのではないか、と悩んでいることがあったのだ。

『むう、なんです？』

「お前、この夏の盆ぼん休やすみに、実家に帰る予定とかある？」

『ありませんよ』

「一回、帰ったら？」

『どうしてです？』

「お前、リリィの家に居い候そうろうしてるじゃん。けど、それってやっぱり、あんまりよくないと思うんだよね。両親を説得して、実家に戻らせてもらえば？」

　もちろん俺の頭にあるのは、リリィの家であったあの盗とう撮さつの一件だった。

　このままでは、本当に夜美の貞てい操そうが危ない！

　夜美はサキュバスとしてあまりにもふがいなかったばかりに、ショック療りよう法ほうめいたやり方で実家を追い出されたという話だった。でも、いまはある程度ではあるものの、きちんと周りから認められたサキュバスになっているわけだし、両親からの心証もいいはず。

『お母さんは古いタイプのサキュバスですから、まだ私のやり方をよく思っていないかもしれません』

「そうなの？」

『ええ。ことあるごとに、男の夢に出てこい、籠ろう絡らくした男を連れてこい、ってうるさかったんです。ですから追い出されたっていうより、こっちから家出したっていうか？　あんな窮きゆう屈くつな家、私の器うつわにはふさわしくなかったっていうか？　とにかく、願い下げって感じなんですよ！』

「なに事実を捻ねじ曲まげようとしてるんだよ」

『本当のことですから！　いまの状態の私が帰っても、どうせお母さんはまたしつこく、男を連れてこいとか……こいとか……』

　言葉の途と中ちゆうで、夜美は急に勢いをなくした。

　それからしばらく、沈ちん黙もくがあった。

『……ヤス？』

「……なんだよ」

『……一緒に行って欲ほしい場所があるんですけど？』

「やだよ。いまの話の流れ的に、オーケーとか死んでも言うわけねえだろ」

『あちゃー、ヤス。いまの発言、十点減点ですよ』

「ややこしくなるから、いまそっちの話を蒸むし返かえすな！」

『実家に帰省しろって言ったのはヤスじゃないですか！　ちゃんと言葉に責任を持ってください！』

「俺が行くとは言ってないし」

『……私のお父さん、普通の人間なんです……』

　そのとき夜美の声が変調する。どこか、しおらしい感じだった。

「……え？」

『いつかは忘れましたけど、リリィが言ってましたよね？　サキュバスは相手のことが好きになったら、相手が人間だろうとなんだろうと関係なく結婚するって』

　そう言えば、そんなことを聞いたような気もする。

『サキュバスは結婚すると、基本的にその相手からしか搾さく欲よくしなくなります。お父さんは、お母さんの重い愛を受け止め、ずっと一緒にいられるだけの人格者なんです』

「だからなんだよ？」

『優やさしいお父さんは、ずっと私のことを怖いお母さんから守ってくれていました……いまどうしているんでしょう？　私がいなくなって、きっと寂さびしがっているでしょうね……会いたいですね、ああ、お父さんに会いたい……』

「会いにいけばいいじゃん。別に死に別れたとかじゃねえんだろ」

『……話、聞いてました？』

　夜美はイラッとした様子だった。

『私は、単身では実家に行けない事情があるんですよ』

「それはお前の事情だな。俺には関係ない」

『ヤスがちょっと協力してくれさえすれば、私は実家に顔を出すことができるんです。別に、前みたいに、こ、恋人のふりをしてほしいなんて言ってませんっ……普通に、男性恐怖症の私が、男の人と一緒にいるところをお母さんとお父さんに見せられれば……』

「いや、でも……」

『どうしても、ダメですか……？』

　おずおずとした夜美の口調に、俺は面食らった。

　どうしよう……そもそも、夜美にリリィの家から出ることを提案したのは俺なのだ。

　少しくらい手を貸した方がいいのかな……。

　でも、こいつの実家に行くっていうのは相当のプレッシャーになるだろうし……。

『……わかりました。もういいです』

「……え？　夜美、ちょっと──」

　──待って、と俺が言う前に、通話は切れていた。

　俺はその日、自分が決定的な間違いを犯おかしてしまったのではないかと悩み、寝るのが随ずい分ぶんと遅おそくなってしまった。




　その晩に見た夢には、また夜美が出てきた。

　夢の中の夜美は普ふ段だんのあいつとは違って、素す直なおで可か愛わいい。

　……お前がこれくらい素す直なおなら、俺だって……。

「……くそっ、なんだってんだ……」

　翌日目覚めて、ぽつりと呟つぶやく。

　寝ね入いるのが遅おそかったせいか、時計を見ると、もう昼を過ぎていた。

　そのとき、ピンポーン、とインターフォンが鳴る。

　おかんはパートに出て家におらず、いま家には俺一人しかいない。

「──はい」

『すみません、消防署の方から来たんですけど？』

　インターフォンのカメラには、サングラスとマスクで顔を隠かくした夜美が映っている。

「……」

　俺は無言で玄げん関かんに向かい、扉とびらを開いた。

「……あ、引っかかりましたね!?　じゃーん、私でした！」

　俺の姿が見えた途と端たん、夜美はサングラスとマスクを外す。

　そこには、大層なドヤ顔があった。

「んなもん、とっくにわかってるっつうの！　てか、何でここにいるんだよ！」

「ヤスに夜美検定を受けさせるためですよお！　もうタイムリミットは迫せまっています！　仕事の早いリリィは、すでにヨミの代理人としてアキラさんとコンタクトを取っているんですから！　ヤスも急がないといけません」

　昨日あんなことがあったにもかかわらず、いつもと変わらない夜美を見て、俺は何となくほっとしてしまった。そして、ほっとしてしまった自分にまたモヤモヤした。

「……その夜美検定ってのは、どういう仕組みなわけ……？」

　腕を組み、大きく息を吐はいて渋じゆう面めんを作る。そうやって、気乗りしていない雰ふん囲い気きを醸かもしだそうという狙ねらいである。

「色々な物事に直面したヤスが、それぞれにどういう反応をしたかを、厳正なる採点基準によって採点するんです。当然ながら、採点者として私も同行しなければなりません」

「どっかに遊びに行くってこと？」

「勘かん違ちがいして欲ほしくないですけど、で、デートとかじゃないですからね……？　あくまで、受験者と採点者ですから……」

　そう言うと、夜美は頰ほおを染めてもじもじし始める。

「……し、しょうがないから、一日だけ付き合ってやる。でも、今日だけだからな」

「それはヤスの努力次し第だいだと思いますけどね……？」

「こっちは善意で協力してるんだぞ！　なんだその態度は！」

　俺は叫ぶと、支し度たくをするために一度家の中に戻った。
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　夜美は都内にある水族館に行くと言っていた。確かに、そう言っていた。

　水族館かあ。

　夏の暑い時期だし、涼すずしげでいいじゃない。

　そんなことを考えながら、スマホ片手の夜美について行く。電車から降り、駅の近くに広がる住宅街を進むと、夜美はとある一いつ軒けん家やの前でピタリと足を止めた。

「さあ、つきましたよ」

「……え？」

「ここから正念場ですから、気合を入れてくださいね！」

　俺は慌あわてた。当然である。

「いやいや、ここ水族館じゃないよね？　ペンギンとかいないじゃん！　シャチは!?　マンボウは!?」

「なんで骨格が特とく殊しゆなやつばっかり見たがるんです」

「お前、騙だましたなあ！　善意の塊かたまりである俺を！」

「協力的な態度によって、ヤスはいますごくいい感じになっていますよ！　十点あげますから、とりま落ち着いてください」

「いらねえよ！　そんな点数もらって人が喜ぶと本気で思ってんのか！」

　一いつ軒けん家やの表札を見ると、「天あま谷がい」と書かれている。

　いや、ここについたときから正直、嫌いやな予感はしてたけどさ……。

「……おい、夜美。ここお前の実家だろ？」

「そうですよ」

　まったく悪びれずに、コクリと頷うなずく夜美。

「お、おま！　昨日、実家に行くのは『もういいです……』ってしおらしさ全開で言ってたじゃねえか！」

「電話で話し合うのは『もういいです』って言っただけです。どのみちヤスは夜美検定を受ける必要がありましたから、検定の場がどこになろうと構わないわけですな」

「わけですな、じゃねえっつうの！　ふざけるんじゃねえ！」

　あれから、俺はちょっとだけ……本当にほんのちょっとだけ、悪いことをしたかもしれないって思い悩んだのに。

　やはりこの卑ひ劣れつなサキュバスに対し、慈じ悲ひの心は無用ということか！

「……実は俺、この前夜美の夢を見たんだ」

　俺が言うと、夜美はピクリと反応する。それから、そわそわと髪かみの毛けを弄いじりだした。

「ふうん、そうですか……？　この前もそんなことを言ってましたよね？　なるほど、そんなにしょっちゅう私の夢を……」

「俺は夜美のことを第一に考えてるからな」

「……そ、それはすばらしい心がけです……」

「夢の中で夜美は『里帰りする』って言ってて、俺にそれを止めて欲ほしそうだった。だから、俺はいまこそお前を止めなければならない！　さあ、ここからいますぐ退去しよう！」

　大おお股またで立ち去ろうとする俺の服の袖そでを、夜美がぐいと引っ張る。

「──そんなことだろうと思いましたよお！　調子いいこと言って誤ご魔ま化かせると思ったら、大間違いですから！」

「離はなせえ！　夜美、愛いとしい君のためなんだ！」

「それは夢の話でしょう！　夢と現実を切きり離はなして考えられないから、二次元なんかに夢中になるんです！」

「てめえ！　ヤス検定があったらその発言は百点減点だぞ！」

　俺たちがギャーギャーと騒さわいでいるのを聞きつけたのか、一いつ軒けん家やの中から一人の女性が姿を現した。

「──あらあ、夜美ちゃん！　お帰り」

　彼女は夜美を見ると、おっとりした口調でそう言った。

　見たところ、かなり若い。歳としは、夜美ともそんなに変わらないのではないか。

　しかしその若さに見合わず、妖よう艶えんな雰ふん囲い気きを漂ただよわせている……気がする。

「……あ、お母さん、ただいま戻りました」

「……お母さん？」

　それを聞いて、俺は少なからず驚おどろいた。

　この人が夜美の言ってた件くだんのママン？　お姉ちゃんとかじゃなくて？

「紹しよう介かいしましょう、ヤス。私のお母さんです」
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　夜美はそう言うと、今度は謎なぞのドヤ顔で女性の方に向き直った。

「お母さん？　この人が昨日言ってたヤスです」

「あら、あなたが夜美ちゃんの？　驚おどろいたわあ……この子は昔から男の子が苦手だったから、急に彼氏ができたなんて聞いて」

　……彼氏？

　怪け訝げんに思って夜美の方に目をやると、彼女はすっと俺から目を逸そらす。

　百歩譲ゆずって、俺が今日夜美に付き合ってやるのはわかる。

　さらに百歩譲ゆずって、こいつが実家に行くための手伝いをしてやるのもまだ理解できる。言いだしたのは俺なわけだし。

　だが、彼氏だと？

　夜美は昨日、「恋人のふりをしてほしいなんて言ってません」とか抜かしていたではないか。

「……お、お母さんが、何か勘かん違ちがいしているのかもしれませんね……？」

「お前さては、また変な見み栄え張はったろ……？」

「はは、まさか」

　その反応だけで十分だった。こいつの適当なノリで迷めい惑わくを被こうむるのは、今回が初めてというわけではない。

「マジで覚えとけよ、お前……」

　歯ぎしりする俺を無視し、夜美は何やらカバンをごそごそやり、菓か子し折りを取りだした。

「あ、そうだ、お母さん！　これ、ヤスがさっきお土産みやげって言ってくれたんです！」

「まあ！　まだ高校生なのにしっかりしてるのねえ。感心しちゃうわあ」

　夜美の裏工作に、お母さんは手を打ち鳴らして喜ぶ。

　いや、そんなもん用意してるはずないんですけどね。こちとら、こんなところに来るなんて一言も聞いてないんで。

「ヤスくん？　夜美ちゃんの母の睦むつ美みです。遠えん慮りよせず、睦美さんって呼んでくれたらいいからね？」

　夜美のお母さん──睦美さんは、俺に向かってにっこりと微ほほ笑えんだ。

　状況は望んだものではないが、この人に罪はない。悪いのは、ぜんぶ夜美である。

「……津つ雲くも康やす史しです、初めまして」

　俺は怒りをこらえながら、できるだけ娘の彼氏に見えるようにと思って頭を下げた。

「……ふうん、夜美ちゃんも結構、いい趣しゆ味みしてるじゃない？」

「お母さん！　ダメですからね！　ヤスは私の──私の、こ、こいび……」

　上う手まく言葉を紡つむげない夜美を見て、睦美さんはクスクスと笑う。

「さ、二人とも入って。外は暑かったでしょう？」

　睦美さんは俺たちを家の中に招き入れる。

　玄げん関かんで靴くつを脱ぬぎ、リビングに通されるまで、俺は警けい戒かいしてきょろきょろと周りを見回していた。

　見たところ普通の家。悪あく魔まの住すみ処からしさは微み塵じんも見当たらない。……いや、悪あく魔まの住すみ処からしさがどんな感じなのかわからないけど。

　リリィの家と比べれば、質素な造りだろうか。

　やはりあいつは業界のエリート。並みのサキュバスとは、稼かせぎも全然違うのかもしれない。

　俺は、ほとんど騙だまされるようにしてここに連れてこられたとはいえ、気持ちを切きり替かえて事に当たろうと思った。

　こうなってしまった以上、夜美のリリィ家脱だつ出しゆつ計画に貢こう献けんした方がまだ生産的。

　そうとも、俺は転んでもただでは起きないのである。

「飲み物入れてくるわねえ。二人は座すわってて」

　睦美さんは、にこにこしながらそう言って席を外した。

「……いいお母さんじゃん」

「ヤスはお母さんのことをよく知らないから、そんなことを言えるんです。あの人は、それはそれは恐おそろしい人なんですから……」

「でもお前のことを怒ってる感じでもないし、よかったんじゃねえの？」

「ヤスに一目を置いたのかも……」

　夜美がぼそりとこぼす。

「はあ？」

　怪け訝げんに思って夜美の顔を覗のぞき込こむと、夜美は頰ほおを染めたままドヤ顔を浮かべている。

　え、なんでこいつこのタイミングでドヤ顔なの？　いま、ドヤ顔になるような要素あった？

「昔から、お母さんの笑え顔がおを向けられて、めろめろにならない男の人なんていませんでした。それでお母さんは昔から、町内でも有数の『大人気ママさん』だったんです」

「ああ、たまにいるよな、そういう人……」

「でも、ヤスはお母さんの『にっこり攻こう撃げき』を物ともしませんでした。だから、お母さんはヤスをただならぬ相手と感じているのかもしれません」

「ええ……？　俺から見れば、お前もママさんも同じ三次元の肉にく塊かいなんだけど……」

「その変態性を維い持じしてくださいね！　ひょっとしたら、お母さんはヤスにちょっかいをかけてくるかもしれません……」

　言いながら、夜美はそれとない態度で俺の腕に自分の腕を絡からませてきた。

「──っ!?」

　心臓が口から飛び出しそうになったが、必死に冷静さを装よそおう……。

「……何してるんだよ？」

「……ま、魔ま除よけです。私だって、本当はこんなことしたいわけじゃありませんから……ヤスがお母さんにめろめろにされないように、守ってあげるだけですっ……」

「暑いだけだろ、離はなれろよ……！」

「……お待たせ、二人とも──あら？」

　そのときリビングに帰ってきた睦美さんが、俺たちの様子を見て目を丸くした。

「うふふ、妬やけちゃうわねえ。夜美ちゃんったら、見せつけてくれるんだから」

　そう言うが早いか、睦美さんはテーブルの前に飲み物を置いて俺の隣となりに座すわり──夜美が支配している俺の腕とは逆の腕に、自分のそれを絡からませてくる。

　途と端たんに、夜美は眉まゆをきゅっと吊つり上あげた。

「──ちょっと！　お母さん、何をやってるんです！」

「スキンシップよ、スキンシップ♪　ねえヤスくん、夜美ちゃんのどこが好きなの？」

「……え？」

「彼氏ってことは、夜美ちゃんのどこかしらに惹ひかれてるからこそ、付き合ってるわけでしょう？　ヤスくんから見た夜美ちゃんの魅み力りよくはどこ？」

　睦美さんにぐいと顔を寄せられ、俺は困こん惑わくした。

　何なのこの状況？　片方の腕は夜美にロックされ、もう片方を睦美さんにロックされている。これでは身動きが取れないではないか……。

　俺は助けを求めて、夜美にちらりと視線を投げかけた。

　俺を守ると息巻いていた夜美は、いま頰ほおを染めて俺の方をじっと見つめている。

「おい、夜美……魔ま除よけを買って出てるなら、この状況を何とかしてほしいんだけど……」

「し……」

「し？」

「し、質問にはちゃんと答えた方がいいと思いますよ……？」

　そう言って、夜美は顔を真っ赤にしたままうつむいてしまう。

　何だこの役立たず！

　おそらくこいつは、俺のことを「彼氏」と見み栄えを張ってしまったがゆえに、一つくらい睦美さんのこういう質問に俺が答えなければ、不自然になるとでも思っているのであろう。

　仕方がない。口から当あたり障さわりのない出まかせを言って、この場はやり過ごすしかない。

「……一度、夜美が弁当を作ってきてくれたことがあって……」

「ふんふん」

　睦美さんと一緒に、夜美も相あい槌づちを打つ。

　いや、お前がそういう反応なのはおかしいだろ。あくまで俺は、この場を誤ご魔ま化かすための演技をしてるだけってわかってるよな……？

「それがすごく美お味いしかったんですよね。すごく手間もかかってたし。俺のためにそこまでしてくれてるんだって思ったら……その、一いつ生しよう懸けん命めいな子だなあって思っちゃって」

　言っててめちゃくちゃ恥はずかしい。まさかこの俺が三次元の肉にく塊かいに対し──窮きゆう地ちから脱だつするためとはいえ──このような言葉を吐はくことになろうとは！

「じゃあヤスくんは、夜美ちゃんに胃い袋ぶくろを摑つかまれちゃったってことかあ」

　にこにこ笑いながら、俺の腹にそっと手を置く睦美さん。それからくるくると動かされる彼女の指が、俺の腹を撫なでた。

　頭が茹ゆだって、どうにかなりそうだった。

　いい加減にしてほしい。睦美さんからのボディタッチはどうでもいいが、その度に夜美が対たい抗こうするようにして身体からだを押しつけてくるわけで……。

　もちろん別に、夜美のことを意識しているわけじゃあない！　顔なじみにこんなことをされると、次からどういう顔をして会えばいいかわからなくなる──それだけだ！

　睦美さんはそれからも俺に、夜美に関する質問を続けた。

　やっとサキュバス親子から両腕を解放されたときには、俺は完全に疲ひ弊へいしてしまっていた。
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　しばらくして、夜美は「……ちょっとお手洗いに」と言って席を立った。

「ヤスに何かしたら、絶対に許しませんからね！」

　と、五回は念を押し、俺と睦美さんの距きよ離りを大おお股またで五歩以上引きはがしてから、何度もこちらを振ふり返かえりながら、トイレへと消える。

「あらあら、夜美ちゃんったら必死になっちゃって」

　彼女がいなくなってから、睦美さんはすっと目を細めて俺を見つめた。

「……でも、夜美ちゃんの気持ちもよくわかるわあ。ヤスくんくらい自分を思ってくれる恋人がいるなら、大事にしたいって思うのは自然なことだもの」

　相変わらずくすくすと笑いながら、そんなことを言う。

「うん、二人のことはよくわかりました。ひょっとしたら、夜美ちゃんが適当な男の子を連れてきたのかと思ったけど、そうじゃなかったみたいね」

「わかっていただけましたか……」

　どうやら、上う手まく誤ご魔ま化かせたらしい。

　俺の演技力も、なかなかのもんだな！

　ないものをあると思わせることが、一流の演者に求められる技術だと聞いたことがある。そういう意味では、好きでもなんでもない夜美を、好きだと思わせることができたわけだ。

　俺がそんなことを考え、一人うんうんと頷うなずいていたそのとき──。

「うふふ、ラスト器官で、ヤスくんの気持ちをしっかりと見定めさせてもらったから間違いなし、ね」




　──ん？




「夜美ちゃんの身体からだにばっかり反応して、もうエッチなんだから！」

　睦美さんが何を言ったのか、一いつ瞬しゆん俺にはよくわからなかった。

　ラスト器官で俺の気持ちを見定めた？　それってつまり、どういうこと……？　しかも、夜美にばっかり反応しただって……？

「ヤスくんって、とっても一いち途ずなのね……。お母さん、応おう援えんしちゃうわ」

「ちょ、ちょっと待ってください！　……どういうことですか？」

「どういうことも、こういうこともないわ。私たちサキュバスは、男の人の情欲がわかるもの。情欲って言うのは生理現象だから、普通好きな人以外にも反応しちゃうものだけど、ヤスくんは夜美ちゃん以外には興味なし！　浮うわ気きの心配もないし、夜美ちゃんはとってもいい人を見つけたと思うわ」

　それを聞いて、俺は大いに慌あわてることになった。

　待て待て待て待て待て待て待て、いったいこの人は何を言っちゃてるんスか……？

「サキュバスって、すごく若い期間が長いのよ。自分で言うのもなんだけど、私もそれほどおばさんって感じじゃないでしょう？　二十くらいのときから、ほとんど外見は変わってないんだけどね」

　睦美さんは肩をすくめる。

「は、はあ」

「でも、ヤスくんは私には反応しなかったし」

　まるで、本来なら「反応して当たり前」と言わんばかりの口調である。

　困こん惑わくする俺をよそに、睦美さんは手を頰ほおに当てて、ふうと溜ため息いきを吐つく。

「……ヤスくんを見てると、昔を思い出すわあ。あの人も、意中の人にしか夢中になれなかったのよ……その意中の人っていうのが、私だったんだけどね？　最初は信じられなかったの、そんな男の人がいるなんて。でも、本当に一いち途ずな人って存在するのよね……」

　──何これ？

　のろけ？　俺ってばいま、のろけ話を聞かされてるわけ？

　睦美さんは頰ほおを朱しゆに染めて、身体からだをもじもじとくねらせている。

「私もいつの間にか好きになっちゃって、あの人と結婚したの。ああ、だからきっと夜美ちゃんもそうなるんでしょうね……」

「あの、睦美さん……？」

「睦美さん……？　そんな他た人にん行ぎよう儀ぎな言い方はやめて！　お義か母あさんって呼んでいいから！」

　いや、さっき「睦美さん」って呼べって言ったのあんたじゃねえか！

　目をキラキラと輝かがやかせ、夢ゆめ見み心ごこ地ちで中空を見つめる睦美さんを見て、俺は夜美が人の話を聞かないのは母親からの遺伝に違いない、と確信を持つようになった。

「──ちょっと！　ちょっと、睦美さん！　そんな見えない妖よう精せいでも見てるような目をしてないで！　話を聞いてくれます!?」

「ああ、孫は最低、二人は欲ほしいわね……うふふ、私たちは女の子一人だったから、夜美ちゃんたちは男の子と女の子の一人ずつがいいわね」

「いや、だから──」

「でも、ちゃんと節度を守るのよ。二人はまだ未成年なんだから、子どもはちゃんと責任が取れるくらいになってから作ること。もちろん、楽しむ分には構わないけどね♪」

「いや、楽しむって……何を楽しむっていうんですか!?」

「もう、わかってるくせに！　ふふ、お義母さんに言わせようとするなんて、イケない子なんだから……」

　俺は額を押おさえ、小さく「……うーむ」と呻うめいた。何となく、夜美がこの家から出ようと決心した気持ちがわかった気がする。

　なるほど、これはなかなか強きよう烈れつなママンだ。

　思い込みが激しく、さらに一度そうと思い込んでしまったら猪ちよ突とつ猛もう進しん。

　ある意味では夜美と似ている気がするが、あいつよりもさらにこじらせている感がある。

　そもそも、俺は夜美に欲情なんてしていないのだ！　二次元の求道者たる俺が、三次元にうつつを抜かすようなことがあってはならないのだから！

　何かの間違いで感知した俺の中の情欲を、睦美さんは夜美に向けられたものだと思い込んだのだろう。いや、そうに違いない。

「……あれ、ゾーンに入ってる」

　トイレから帰ってきて、睦美さんを見た夜美の最初の言葉がそれだった。

「……ゾーン？」

「お母さんは、興奮すると周りが見えなくなることがあるんです。それが、ゾーン」

　俺と夜美は、そろって睦美さんの方を見つめた。

　睦美さんは立ち上がり、「ふふふ～ん」と鼻歌を歌いながら、小こ躍おどりして左右に身体からだを揺ゆらしている。

　完全に自分の世界に入ってしまっているらしい……。

「睦美さん、何か大きな勘かん違ちがいをしてるみたいだからさ。この人が言うことは、話半分に聞くんだぞ」

　俺が釘くぎを刺さすと、夜美は溜ため息いきまじりに首を縦に振ふった。

「そんなことわかってます。私が何年、この人の娘をやってると思ってるんです」

「……なあ夜美。俺、お前がリリィの家を出て、この家に帰ってくるべきって考えてたんだけどさ」

「はい」

「やっぱり、それもどうかと思うな」

「ご理解いただけたようで何よりです」

　そのとき、睦美さんがハッと正気を取り戻した様子で叫んだ。

「家──!?　夜美ちゃん、リリィちゃんの家を出るの!?」

「出ませんよ。ヤスが勝手に言ってるだけで」

「ヤスくんが勝手に……？」

　睦美さんは、わなわなと打ち震ふるえて俺の方を見つめた。

　何だろう、猛もう烈れつに嫌いやな予感がするんですけど……。

「……ああ、そういうことだったのね。ヤスくんは、夜美ちゃんにリリィちゃんの家を出てもらって、一緒に暮らしたいって言ってるのね？　勝手に……強ごう引いんに……」

「はあ!?」

　と、俺と夜美が叫んだのは同時だった。

「ああ、なんて若いのかしら！　愛ね……確かに愛は、困難であればあるほど激しく燃え上がるもの……」

　勝手な妄もう想そうで燃え上がってるのはあんただろ！

「いや、だからちょっと正気に戻ってもらえます？　ロマンティックな気分にひたってるところ悪いですけど」

　俺は必死になって説得を試みた。しかし、目にハートが浮かんでいる睦美さんは止まらない。

「夜美ちゃん、急に環かん境きようが変わって怖いのはわかるわ。でもお母さんは、一度流れに身を任せてみるのもいいと思うけどなあ。ヤスくんの気持ちは本物よ。お母さん、きちんと確かめたんだから。ヤスくんは本気で夜美ちゃんのことが好きなのよ？」

　その言葉を聞いて、夜美がカアッと顔を朱しゆに染める。

「え……？」

「──お、おい！　お前、たったいま、その人の言うことは話半分に聞けって言ったばかりだろうが！」

　慌あわてて言うが、遅おそきに失した。

　夜美は親おや譲ゆずりのゾーンに入ってしまったようだった……。

「こ、困りますね……？　でもどうせ、夜美検定でＳランクを取るために、おべんちゃらを言ってるんでしょう？　夜美検定はすべてに優先しますからね……」

「お前のゾーンはなんか独特なんだよ！　何なんだよ、昨日からのその検定至上主義は！」

「わかりました！　そこまで言うなら、五十点を差しあげましょう！」

「いらねえって言ってるだろ！」

「新居はどこなの？　ちゃんとお義か母あさんを招待してね？」

「マジで話を聞いてくださいって！　俺一人じゃ突つっ込こみが追いつかないですって！」

　ここは恐おそろしい魔ま窟くつだ！　リリィの家がオアシスに感じるくらい……。

　まさかあの変態サキュバスの方が、まだしも理性的な相手だと感じるとは！

　それから二人を落ち着かせ、勝手に進行していた誤解を解いたときには、俺は精も根も尽つき果はてていた。
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「冷静に考えれば、高校生のヤスくんに家を借りられるほどの稼かせぎがあるはずないわよね」

　睦美さんはペロッと舌を出し、いかにも「うっかりしちゃったわ」とでも言いそうな様子で、そんなことを言いだした。

「お母さんはもっと人の話を聞くべきです。いつも勝手に一人で盛り上がって、周りが迷めい惑わくするんですから」

　いや、お前にそんなこと言える資格はないけどな。

「うふふ、ごめんなさい」

　謝あやまっているが、こっちはこっちで悪びれた様子がない。

　まったく、カエルの子はカエルとはこの親子のためにあるような言葉である。

「ヤスくん、今日は晩御ご飯はん食べていくでしょう？　お義か母あさん、腕によりをかけて作っちゃうんだから」

「いえ、悪いですよ。そろそろ帰ります」

　というか、帰らせて。もう疲つかれたよ。名画と忠犬がそばにいたら、すぐにでも昇しよう天てんしそうな勢いだよ。

　しかし睦美さんは俺の手を握にぎり、ゆっくりと首を横に振ふる。

「そんなこと言わないで。愛情を調味料として使える夜美ちゃんの料理ほどじゃないけど、お義母さんの料理だってそれなりのものなのよ？」

「……愛情を調味料とか、よくそんな恥はずかしいことポンポン言えますね」

「代わりにサキュバス界に伝わる『ハッピー☆パウダー』を使うわね」

「何なんですか、そのヤバそうな物質は！　絶対そんな異物を混入しないでくださいよ！」

　俺が叫ぶと、くすくすと笑って返す睦美さん。

「ヤスくんって本当に面おも白しろいわあ。からかいがいがある感じ」

　冗じよう談だんなのかそうじゃないのか、わかりづらいんだよ……。

　疲つかれ切きった俺が思わず肩を落としたとき、夜美が俺の服を引っ張った。

「……もうちょっとしたらお父さんが仕事から帰ってきます。みんなでご飯を食べてから、お父さんに車で送ってもらえばいいじゃないですか」

「いや、それは親父さんに悪いだろ。疲つかれて帰ってきて、そんな雑用を押し付けられたら可哀かわい想そうだって」

「お父さんは私の言うことなら、何でも聞いてくれますから！　あとで肩叩たたきしてあげるって約束したときなんて、コンビニ中のキノコの山を買かい占しめてきてくれましたし」

「くだらないことで父親をパシるんじゃねえよ！」

　しかし夜美はドヤ顔を浮かべて返す。

「お父さんはタケノコ派でしたけど、その日からキノコ派になりました。私がキノコ派だったからです」

「なんて残ざん酷こくな宗しゆう旨し替がえを……」

「どれくらいお父さんが私にぞっこんかわかりましたか？」

「いや、でも……そんなに親父さんがお前を大切にしてるなら、俺と会うのはなおさらまずいんじゃないの？」

「どうしてです？」

　夜美はきょとんとしている。

「よく漫まん画がとかで、『お前に娘はやらーん！』みたいなシーンあるじゃん。娘むすめを大事にしてる父親にとって、娘の恋人とか敵でしかないっぽいし」

「こ、恋人……？」

「……あのさ、そういう設定だからな？　わかってると思うけど……」

　途と端たんに頰ほおを染める夜美に向かって、俺は声をひそめて言った。

　そもそも、それ言いだしたのお前じゃねえか。

　俺たちの密談を見て何を思ったのか、くすくす笑いながら睦美さんが声をかけてくる。

「ヤスくんの心配もわかるけど、その点は大丈夫だと思うわあ。あの人も私と結婚したのはかなり若いときだったし。それにサキュバスっていうものがどういう種族か、きちんと理解しているはずだから」

「どういうことです？」

「できるものなら、早く一人の相手を見つけて結婚した方がいいのよ。夜美ちゃんは違うけど、サキュバスには奔ほん放ぽうな性格の子が多いから」

「……ああ、そういう」

「あの人、きっとヤスくんのことも気に入ってくれると思うわあ」




　そうして天あま谷がい家の食しよく卓たくに呼ばれることになってしまった俺は、睦美さんが晩ばん御ご飯はんを作っている間、夜美の部屋へと案内された。

　部屋の主がしばらくここで暮らしていないせいか、あまりこの空間には生活感がない。ベッドのシーツには皺しわひとつないし、調度品も不気味なほどきちんと整えられている。

「……ふう、うまく切り抜けられましたね」

　ドアをバタンと閉じ切った後、夜美はほっとした様子でそんなことを言った。

「お前がしょーもない見み栄えを張っただけで、これだけ事が大きくなるんだからな。これに懲こりたら、今後はもっと思し慮りよ深ぶかく行動しろよ」

「では、ここまでの夜美検定の中間発表をします！」

「──聞けよ！」

　夜美は俺の叫びが聞こえなかったふりをして、カバンをごそごそとやった。そして、いつものタブレットを取りだす。

「ちょっと待ってくださいね……夜美検定のアプリを作ってここに入れておいたんです。これに今日のヤスの行動を入力すれば、ランクがわかるという按あん配ばいでして」

「アプリって……お前、そんな技術力あったのか」

「リリィと一緒に作りました。というよりも、ほとんどリリィが作ってくれました」

　すげえなあいつ、マジもんのスーパーウーマンじゃねえか。おしむらくは、真正の変態であるということ。

「えっと、少し行動のおさらいをしますね？　ヤスは今日アポなしで来た私を邪じや険けんにせず、きちんと対応しましたね」

「いや、だって、そうしないとまたお前は面めん倒どうくさくなるじゃん」

「ふ、いまさら何を言っても無む駄だですよ。言葉よりも行動を重視するのが夜美検定なので。ほら、ここの注意喚かん起き事じ項こうにも、『ヤスは素す直なおでないため、言葉の奥にある真意を測る必要がある』と書いてあります」

「書いてありますって、それを書いたのはお前だろうが！　しかも、それを俺にバラしてどうするんだ！」

「『待ち合わせ～アポなし直訪の場合～』……この項こう目もくでは、五点を差し上げましょう！　満点の採点ですから、誇ほこっていいですよ！」

「……そうすか」

「夜美検定の目的は、ヤスが私の気持ちを理解して、きちんと『ヨミ』を演じられるようになることです。『ヨミ』としてアキラさんと接するには、最低でもＡランク……いえ、やはり念には念を入れてＳランク・ヨミが必要です。フィードバックをお願いしますね」

　最高点を「与えてやった」感を醸かもし出だす夜美は、言わずもがなのドヤ顔だった。

　ウザすぎる。こんなにウザい生き物がいていいのか。

「では次の項こう目もくにいきましょう。この家に向かう道中、ヤスはきちんと車道側を歩きました。意識していましたか？」

「え？　……そりゃまあ」

　ゲームの女の子が、何度かそういうことで喜んでくれたことがあったし。

　とはいえ、もちろん俺は夜美を喜ばせようとしたわけではない！　ゲーム内での行動が、身体からだに染しみついてしまっていただけである。

「むふうん、では……この項目では四点をあげましょうか」

「これも満点？」

「いえ、五点が満点です」

「なんで一点減点されてるんだ！　ちょっとその評価項こう目もく見せろ！」

「──ああ、ダメ！」

　俺がタブレットをひったくると、夜美はわたわたと慌あわてだす。

「返してえ！　ヤスは見ちゃダメなんですから！」

　無視してタブレットを覗のぞき込こむと、その項目の五点の欄らんには「手を繫つないでエスコートする」と書かれてある。

「ええ……」

「こ、これは違いますからね!?　ヤスにやってもらいたいことってわけじゃなくて、私が男性に慣れるために必要なことなんですよ！　そこまで私のことを推おし量はかることができて、ようやくこの項こう目もくは満点の五点だったってことです！」

　夜美は真っ赤になって俺からタブレットを奪うばい返かえす。そして、むすっとした膨ふくれっ面つらでこちらを睨にらんできた。

「……ふん、ここまでのヤスの持ち点は０点です」

「なんでだよ!?　五点と四点で九点のはずだろ!?」

「特例項目がありまして、それがいま加味されました。スムーズな検定の進行を妨ぼう害がいされたとき、私が好きな点数を引くことができるというものです」

「何だその『俺ルール』は！　もはや検定の体をなしとらん！」

「もうタブレットを覗のぞいたらダメですからね！」

　夜美は大事そうにタブレットを胸に抱だくと、真っ赤な顔で叫んだ。

「そういう強ごう引いんな態度は──強引な態度は……あれ？」

　頭上に「？」マークでも浮かべそうな勢いで、胡う乱ろんげに眉まゆを寄せる夜美。

「どうしたんだよ？」

「いえ、そう言えば、強引さに関する項こう目もくもあったなあと。となると、こっちでは加点されるんですかね……？」

「知らねえよ、そんなこと」

　加えて言えば、興味もない。

「えっと『強引さに関する項目』は……壁かべドン後の顎あごクイが満点の五点と書いてあります。さっきの失点を取り返すために、やってみますか？」

「やらねえっつうの。お前、頭おかしいんじゃねえの？」

「注ちゆう意い喚かん起き事じ項こうどおり、素す直なおじゃありませんねえ。ところで、本心は？」

　イラッとする。何だこの面めん倒どうくさい二重チェック。

「やらねえって言ってるだろ！　……どうせやっても、結果は見えてるしな。お前、顔を赤くして固まるだけだし！」

「そんなわけないでしょう！　だったら、ちょっとやってみたらいいじゃないですか！」




　──やってみた。




　ドン、クイ。
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「……ぐっ……!!」

　夜美は俺を見つめ、顔を真っ赤にしたままピシリと固まる。

「ほおら見さらせ、このクソ雑ざ魚こサキュバスがあ！　やっぱり俺の言うとおりになったじゃねえか！」

　俺は勝かち誇ほこり、夜美の顔を見てニヤリと嘲ちよう笑しようした。

　上目づかいになった夜美の顔は、随ずい分ぶんと近いところにある。目を凝こらすと、まつ毛の長さまで見えるようだ。

　──あれ、ちょっと近いな……？

　と、俺がハッと正気に戻ったそのとき。

「──お二人さん？　そう言えば、面おも白しろいものが──」

「──どっわあああああああああああああああああ!?」

　睦美さんがいきなり部屋のドアを開き、俺は夜美から距きよ離りを取ろうとして、思い切り後ろに飛び退すさった。

　勢い余った結果、タンスの角に小指をぶつけてもんどりうつ。

「あらあ、ひょっとしてお楽しみ中だったかしら？　うふふ、お邪じや魔まさま♪」

　睦美さんが何か言ったけれども、壮そう絶ぜつな痛みで悶もん絶ぜつする俺の耳には、しばらくすべての音が雑音にしか聞こえなかった。
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　睦美さんが持ってきたのは、いくつかのアルバムだった。

「じゃーん、夜美ちゃんの小さいころの写真集でーす。ヤスくん、興味あるでしょう？」

「いえ、別に」

「……え？」

　即そく答とうした俺を見て、睦美さんはきょとんとした。

「あ、あるに決まってるじゃないですかあ！　ヤスは普ふ段だんから、彼女である私の過去をしつこく詮せん索さくする男ですからねえ！」

　夜美が慌あわててフォローする。けれども、あまり俺の側に立ったフォローになっている気はしなかった。

「うふふ、ご飯ができるまで、二人でこれを見てるといいわ。夜美ちゃんは本当に昔から可か愛わいかったんだからあ。近所では、お姫ひめさまって呼ばれてたの」

「わかりましたから！　親おや馬ば鹿かもそこまでいくとどうかしてますよ！」

　夜美は睦美さんを部屋から追いだしてから、アルバムを持ってベッドに腰こし掛かけた。

　そして恥はずかしそうな顔で、ポンポンと自分の横を叩たたく。

「……ん？」

「見せてあげますから、ここに座すわってください」

「いえ、別に結構です」

「──そしたら夜美検定のフィードバックを続けますか？」

　それは嫌いやだ！

　俺は渋しぶ々しぶ、夜美の横に腰こしかけた。

　夜美は俺と自分の膝ひざの間に、そっとアルバムを置く。

「……なあ、夜美。こういうのって、普通嫌いやがるもんじゃねえの？　俺、自分のガキのころの写真なんて、他のやつに見られたくないんだけど」

「私は小さいころから、そんなに変わってませんから。恥はずべき過去もありませんし」

　いまのお前が、そもそも恥ずかしい存在だからな。

「そんなことより、このアルバムにはリリィも写ってるはずですよ」

「あ、そっか。お前らって幼おさな馴な染じみなんだっけ？」

「はい。昔から神童と呼ばれていた私と違って、リリィは泣き虫毛虫でした」

「神童とか噓うそ吐つくなよ」

「噓うそではありません」

　夜美は、ドヤ顔で『過去作コレクション』と書いてあるアルバムを開く。

　そこには、とある抽ちゆう象しよう画がの写真があった。

　かたちがあるわけでもなく、赤色基調で塗ぬりたくられたその絵を見ていると、俺は何だか心の奥底そこから、強い興奮が湧わき起こってくるのを感じた。うまく言語で表現できないが、妙みように精神を引っかいてくる絵と言えばいいか……。

「これを描いたのは私です。当時大人の方も参加している東京都の絵画コンテストで、グランプリに輝かがやきました」

「……でもこれ、抽象画じゃん……こういうのって、評価が曖あい昧まいだからなあ」

　俺はその絵のすさまじさを直観的に認めてしまっていたが、夜美のことを褒ほめるのが癪しやくでそんなことを言った。

　しかし夜美は、無言でアルバムをめくる。

「う、ううぅ……!?」

　そこには今度、田園の風景を写実的に描いた名画が現れる。

「抽象画が嫌きらいなら、これはどうですか？　初めて買ってもらったクレヨンで描いた絵です。四歳のときでしたかね。これも確か、どこかのコンテストに入賞しました」

　アルバムには、次から次へと夜美の作品が出てくる。鉛えん筆ぴつで描かれた女性のデッサンなど、昔の白黒写真と言われても通じるのではないかと思うほどの出で来き栄ばえだった。

　これを年とし端はもいかぬ少女が描いていたとしたら、確かに神童……!!

「こ、この才能がデジタル作画に出会い、いまの魔ま絵え師しヨミが生まれたということか！」

「ふっ、そういうことです」

　夜美はドヤ顔だったが、いまこの瞬しゆん間かんのドヤ顔だけは許せそうな気がした。

「ほら、これが昔の私ですよ」

　そう言って夜美が示すのは、別のアルバムの写真。そこには、いまとほとんど変わらない容姿の睦美さんに抱だき上あげられた幼い少女がいる。

　これが昔の夜美か。

　クリッとした大きな目が印象的で、確かにいまの夜美の面おも影かげがある。

　幼い時分の夜美を見て、俺はむずむずと居い心ごこ地ちの悪さを覚えた。

　少しずつ成長していく夜美……その途と中ちゆうで、彼女の隣となりによく金きん髪ぱつ碧へき眼がんの少女が現れるようになってくる。

「……なるほど、この幼女がリリィだな」

「幼女って、そういうオタク文化に染まってる感じの言い方やめてもらえませんか」

「間違いではないだろ。幼女は幼女」

　言ってから、改めて写真のリリィを見る。

　五、六歳くらいだろうか。第一印象は、気弱そうだなあという感じ。

　いまの何でもそつなくこなすリリィとは、纏まとっているそもそものオーラが違う気がする。

　写真の幼年期リリィは、両手にバッタを持つ幼年期夜美から逃にげようとして泣いていた。

「にしてもこれ、どういう状況だよ……」

「『これはキリギリスだ！』と噓うそ吐ついて脅おどしてるところですね。バッタと違って、キリギリスは嚙かみますから」

「いや、だから、それがどういう状況かって聞いてるんだよ……」

「いたいけな子どものやることです」

　そう言って、夜美はふっと笑う。

　こいつのどうしようもなさは変わってないらしい。

　しかし、リリィの方はすごい変化だ。

　こんなに純じゆん粋すいそうな少女が、いまではあんな立派な変態に……。時の流れというものは、かくも残ざん酷こくなものか。

「リリィはずっと私の真ま似ねっこをしてたんですよ。髪かみ型がたとか服装も一緒にして、私がお絵かきをしてるって聞いたら自分も同じ道具を揃そろえたりして」

「ふうん」

　その言葉のとおり、写真に写っている二人の姿はよく似ている。

　……なるほど、その辺りからリリィは夜美の信しん奉ぽう者しやをやっていたわけか。

　変態の萌ほう芽がは、割と早く始まっていたらしい。

「でもそれって、何だか悲しいじゃないですか。リリィにはリリィの良さがあるのに。だから、私がリリィに『髪かみ伸ばしたら？』って言ったんです。リリィの金きん髪ぱつはキラキラして綺き麗れいでしたから、長くしたらきっと映はえると思ったんですよ」

「ああ、そうなんだ」

「私の芸術的センスが、リリィにそうさせろと囁ささやいたんですよ。リリィは随ずい分ぶんと渋しぶっていましたけど、髪かみが伸びたら似顔絵を描いてあげるって約束して、ようやく髪かみを伸ばしたんです」

　そう言ってから、夜美は「過去作コレクション」のアルバムをパラパラとめくった。

「あったあった、これですよ」

　そこには、自信に満みち溢あふれた表情を浮かべたリリィの似顔絵があった。顔立ちは幼いものの、いまの完かん璧ぺきなリリィに通じるものがある。

「なんかこれ、ちょっと盛ってない？　さっきまでの写真にあった気弱そうな感じが、抜け切っちゃってるじゃん」

「リリィがそうしてって言ったんです。理想的な自分を描いてって。それを目標に、これから頑がん張ばるからって」

「え……じゃあ、これはお前がそのときに理想だと思ったリリィってこと？」

「そうですよ」

　と、夜美はコクリと頷うなずいた。

　なるほど。

　多分、リリィはそれから必死に夜美の理想に近づこうとしたんじゃないだろうか。逆に言えば、いまのリリィを作ったのは昔の夜美だったのかもしれない。

　美談のようにも思えるが、そうして夜美は獅し子し身しん中ちゆうの虫むしを作り出してしまったわけで。

　放っておけば、リリィは単なる能力の低い変態になっていたかもしれないのに……。物事と言うやつは、本当にどう転ぶかわからないものだ。




　それから俺は夜美と一緒に、徐じよ々じよに成長していく夜美と、彼女のそばで次し第だいに目つきが怪あやしくなっていくリリィの写真を見て過ごした。

　夜美の親父さんが帰ってきたのは、午後六時を少し過ぎたときだった。

　アルバムにときどき写っていたから、すでに彼の容姿自体は知っていた。

　キリッとした表情のダンディな親父さんである。

　力を感じさせる目が印象的で、俺は夜美の目は親父さん譲ゆずりだと思った。

「……君がヤスくんか。話は聞いてるよ」

　親父さんは睦美さんと夜美にただいまの挨あい拶さつをしてから、俺に向き直った。

「は、はい。その……どういう紹しよう介かいのされ方をされているかはわからないですけど」

「そんなに緊きん張ちようしなくてもいいよ。どういう関係であれ、娘と仲良くしてくれてありがとう。知ってのとおり、夜美は特とく殊しゆだ。種族としてもそうだし、引ひっ込こみ思じ案あんな性格もね」

　引っ込み思案……？　と一いつ瞬しゆん思ったが、普ふ段だん夜美が他の男の前で固まっている様を思い出して、そう言えばと考え直す。

「ヤスくん、少し二人で話せないかな？」

「あなた、それはあとでいいでしょう？　せっかくのご飯が冷めちゃうわ。お客さんが来てるから、いつもより腕によりをかけて作ったんだから」

「君の料理はいつもおいしいのに？」

「うふふ、それ以上ってこと♪」

　途と端たんにいちゃつき出すダンディと美女を見て、若じやつ干かんイラッとする。

　ちらりと夜美の方をうかがったところ、彼女は真顔で立っている。無反応ということは、恐おそろしいことにこれが天あま谷がい家けの日常なのだろう。

　俺の家では考えられない光景だ。俺の親父は海外へ単身赴ふ任にん中だが、久しぶりに帰ってきても、おかんからこんなに優ゆう遇ぐうされたりしない。

　俺がそんなことを考えていると、夜美がそれとない態度で親父さんに近づいて口を開いた。

「お父さん、私とヤスをあとでそれぞれの家に送って行って欲ほしいんです。そのとき、一緒にお話ししたらいいじゃないですか」

　しれっと父親をパシろうとしやがる。

「わかった、そしたらそうしようか」

　しかし親父さんは嫌いやそうな顔一つせず、うむと強く頷うなずいた。

「ヤスくん、あとで送っていくよ。でも、夜美は今日泊とまっていきなさい。夏休み中なんだろう？」

「え？　うーん、でも……」

「夜美が帰ってくるって聞いて、お父さん、夜美の好きなお菓か子しを買ってきたから」

　親父さんは、コンビニの袋ふくろいっぱいにキノコの山を買ってきていた。
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　午後八時を回ったころ、俺はようやく天あま谷がい家けから抜けだすことに成功した。

　睦美さんが「もう遅おそいし、ヤスくんも泊とまっていったら？」と言いだしたのがきっかけで、場がお開きになったのである。

　震ふるえあがって帰る帰ると連呼する俺に、親父さんが助け船を出してくれたかたちだ。

　親父さんの車の助手席に乗ると、外から夜美がコンコンとウインドウを叩たたいた。

「……何だよ？」

　ウイーンとウインドウを開いて、そう答える。

「……今日はありがとうございました。ヤスのおかげで、お家うちに帰ってくることができましたし。やっぱり家族で意地を張り合っていても仕方ありませんね」

　その物言いがあまり夜美らしくないように感じて、俺は少し面食らった。

「今度は、私をヤスのご両親に紹しよう介かいしてくださいね？」

「え……あ、まあ……うん」

「おやすみなさい」

　頰ほおをほんのりと朱しゆに染めてくすくす笑う夜美は、いつものやかましい彼女とは別人のように感じられて、ドキリとしてしまう。

「……うん、おやすみ」

　親父さんがアクセルを踏ふみ、ゆっくりと車が出発する。

　俺はしばらくぼっとしながら、バックミラーで遠ざかっていく夜美の姿を見ていた。

「……夜のサキュバスは本当に美しいだろう」

　二人っきりになってから親父さんが最初に口にしたのは、そんな言葉だった。

「夜は彼女たちの世界だからね。もちろん、私は昼の彼女たちも好きだが」

「は、はあ」

「君が夜美と付き合っているというのは噓うそだろう？」

　生返事をする俺に、いきなり親父さんがそう訊たずねてきた。

　驚おどろいて彼の方を見ると、ふっとダンディな笑いが返ってくる。

「夜美と昨日、電話で話してね。恋人を連れて行くと、すごく嬉うれしそうに話していた。けれど私は、ずっと父親として夜美のことを近くで見守っていたんだ。あの子のことはよくわかってる。見み栄えを張っていると、すぐに気づいたよ」

「そ、そうでしたか……」

「君は、あの子の我わがままに付き合わされているという感じかな？」

　それを聞いて、俺は涙なみだが出そうになった。

　理解者だ！　まさかこんなところに、俺の理解者がいるとは！

　運転席で悠ゆう然ぜんと微ほほ笑えんでいる親父さんは、これ以上なく頼たよりがいのある存在に見えた。

　舞まい上あがった俺は、この人になら胸きよう襟きんを開き、偽いつわらざる本音を話せるかもしれないと思った。

「そ、そうですね……もちろん、嫌いや々いやってわけじゃないですけど」

「夜美は随ずい分ぶんと君に懐なついているようだ。あの子は男の子が苦手なんだけどね。いったいどうやったんだい？」

　俺は正直に、夜美との間にあったいきさつを語った。

　俺がリアルの女の子にトラウマがあり、二次元の女の子にしか興味を抱いだけなくなったこと。

　夜美がそんな俺に目を付け、自分の男性恐怖症を治す練習台として、俺に協力してほしいと申しでたこと……。

「なるほど、きっかけはあの子の描くイラストか」

「……そうですね。夜美は天才です。彼女の描くイラスト以上のものを、俺は知りません」

「夜美はサキュバスとしての力を、イラストに込める。君はそれに取り憑つかれているのかもしれない」

「取とり憑つかれている……？」

「そうとも。私もかつてそうだった。妻と出会ってから、しばらく彼女のことしか考えられない日が続いた。それが彼女たちの力なんだ」

　道の先の信号が赤に変わり、車がピタリと止まる。

「サキュバスと健全に付き合っていくためには、その状態を抜けださなければならない。彼女たちは魅み了りようの力を持っているが、それに支配されているうちは、それを本当の愛と呼ぶことはできない」

「言っている意味が、よくわかりませんけど……」

「情欲をコントロールする必要があるということだよ。男というのは、本能的に美しい女性を見ると、ムラムラとそういう気持ちが出てくるものだ。彼女たちはそれを操あやつる。つまり、情欲をコントロールできず、サキュバスにいいようにされる隙すきを持つ人間では、彼女たちと対等な愛を育むことができない。わかるかな」

　え、ひょっとしていま、わりとガチめの話をされてる？

「これを見たまえ」

　そう言って親父さんが内ポケットから取りだしたのは、一枚の写真だった。

　受け取って見てみると、そこには睦美さんと恰かつ幅ぷくのいい男性のツーショットが写っている。

　男性の方は、明らかに親父さんではない……ダンディさの欠片かけらもないし、彼のような目力もない。……というか、厚く腫はれぼったい瞼まぶたのせいか、目自体が極きわめて細い。

　睦美さんが昔付き合っていた人だろうか？　しかし、なぜそんな人と奥さんとの写真を親父さんが持っているのだろう……？

　信号が変わり、車が動き出す。

「こっちの人って、誰です……？」

「昔の私だ」

「──ええ!?」

　あまりにも驚おどろいて、素すっ頓とん狂きような声を出してしまう。

「ふっふ、この写真を見ると、みなそういう反応をする。大きな病気を患わずらったのかと聞かれることもしばしばだ。もちろん、無理からぬことだけどね」

「だ、ダイエットでもされたんですか……？」

「いや、違う。サキュバスに求められるというのは、つまりそういうことなんだ」

　そういうことって、どういうことだよ。

　こういうことだった。

「私は妻の魅み力りよくに取り憑つかれ、妻が求めてくるときにはすべて応じた。サキュバスの愛は激しく、限りがないからね。結果いつの間にか、私のふくよかな身体からだは搾しぼり尽つくされていた」

「も、求めてくるとき……？」

「……君も健康な男なら、すべて言われずともわかるはずだ」

　そう言って、親父さんはまたふっとダンディに微ほほ笑えむ。

　いや、娘と同年代のいたいけな少年に、あんたは何を言ってんだよ！

「……睦美さんは、お父さんが一いち途ずだったから結婚したって言ってましたけど……？」

「それは半分が正解で、半分は間違っている。妻には少し、思い込みが激しいところがあるからね」

　親父さんは、苦く笑しようしながらそう言う。

　俺には彼の言葉が心底、理解できた。ゾーンに入ったときの睦美さんは、確かに強きよう烈れつ……。

「私は彼女の魅み力りよくに取り憑つかれて以来、他の女性のことがどうでもよくなった。しかし、そのときは妻のサキュバスとしての力にやられていただけのことだったんだ。私はそれから己おのれの精神を見つめ直し、妻との間に健全な愛を育むようになった。情欲をコントロールできるようになり、それでも彼女のことを愛していると気がついた」

「そ、それはすごいですね……」

「必要からとも言えるけどね。当時の私は盛さかりのついた猿さるそのもので、あのままではきっと快楽に抗あらがえずに死んでいただろう。私が君と二人きりで話したいといったのは、この忠告をするためだ。妻と夜美がいるところでは、こんな話はできないからね」

「ああ……まあそうですね」

「君は少し特とく殊しゆなようだが、それでもサキュバスの力に取とり憑つかれているようだ。こういうのを老ろう婆ば心しんと言うんだろうが、きちんと自分の精神を見つめ直すことをお勧すすめする。夜美とこれから付き合っていくには、君の心にはまだ隙すきが多すぎる」

　夜美とこれから付き合っていく……その言葉を聞いて、俺は内心でドキリとした。

「でも、俺たちは、そういう関係じゃありませんし……」

「君がそうでも、夜美も同じ考えとは限らない。過程はどうあれ、彼女は君にこだわっている。そのこだわりは、いまのところまだ彼女の中でぼんやりとしていて、明確なかたちを持っていないのかもしれない。だがいつか夜美も、きっとその正体に気づくときがくる……」

　そうなったとき、と親父さんは続けた。

「夜美と健全な関係を築きたいのなら、君は彼女の力に抗あらがわなければならない。サキュバスの力は恐おそろしい。それは、サキュバス自身を不幸にすることだってあるんだからね」

　サキュバス自身を不幸に？

　意味がわからず、俺が困こん惑わくしていると、親父さんは横目でこちらをちらりと見つめて口を開いた。

「好きなものを、自分の意のままに好きにできる。それは幸福なことだろうか？　私はそう思わない。快楽と愛は似ているようで、やはり別物だ」

　親父さんはただダンディなだけではなかった。ダンディな哲てつ学がく者だった。




　俺は自宅近くの公園前で降ろしてもらい、夏夜の蒸むし暑あつい街を歩いた。

　頭の中に、先ほど親父さんがしてくれた話がずっとこびりついている。

　俺は、夜美の描くイラストに取り憑つかれているのだろうか？

　つまり、俺があいつのイラストを見たときに湧わき上あがってくる感情は、偽にせ物ものだと？

　考えてもわからず、イライラした。

　もし夜美がサキュバスの力をイラストに込めていなかったら、俺はあいつの絵を他のイラストレーターさんのイラストと同列に扱あつかうのか？

　たとえば、しろみんさんのイラストと同じように……。

　あらゆる技術が高く、目にした瞬しゆん間かんにきちんと萌もえることのできるイラスト。しかし、夜美のイラストのような、究極的な理想と思えるほどの力は感じない。

　そのとき、ハッと苛いら立だちの正体に気づく。

　俺は二次元の探究者。それゆえに、自分の中にあるイラストへの愛が否定されたように感じて、腹が立つのだ、と。




　そんなことを考えながら、自宅まで帰って来たときだった。

　俺は、玄げん関かんの前に一人の少女が佇たたずんでいるのに気がついて、おやっと思った。

　顔立ちが恐ろしいほど整っていて、真っ白な髪かみの毛けが印象的な女の子だった。

　右手に、映画のヒットマンが持っているような物々しいトランクが握にぎられている。

　夏の夜にこんな少女が立っていると、ついに俺の身近でも怪かい談だんか何かが始まったのかと思いたくもなるけれども、彼女のあまりにもしっかりとした存在感がその可能性を否定していた。

　彼女はじっと家の方を見つめていたが、困こん惑わくした俺が自宅に入れずに立ちすくんでいることに気がついたらしく、すっとこちらに目を向けてきた。
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「……ここは君の家か？」

「そうだけど」

　彼女は二階にある窓を指差す。俺の部屋の窓だ。

「では、あそこの部屋に住んでいるのは、誰だ？」

　それがぶしつけな物言いに思えて、俺は少しむっとしてしまった。

　歳としもそんなに離はなれているようには見えない。少し大人びているような気もするが、どんなに上に見積もっても一つ二つ歳とし上うえとか、そのくらいではなかろうか。

「あんた誰だよ？」

　俺は渋じゆう面めんを作って訊たずねた。

「私は救世主だ」

「はあ？」

「この世にはびこる悪を根絶するための活動をしている」

　彼女は俺の目をまっすぐ見つめ、大真面目な様子で言う。

　……ええ。

　こいつはあれか。重度の中二病患かん者じやか。

　こういった類の人種とは、あまり関わり合いにならない方がよさそうだ……。

　俺は目を逸そらし、口をすぼめながら彼女のそばを通り抜けようとした。

　しかしガシリと肩を力強く摑つかまれ、進行を阻はばまれてしまう。

「待て、私は君の質問に答えたぞ。次は君が私の質問に答える番だ」

「いえ、あの、ぼく急いでるんで……」

「──さては君があの部屋の主か？」

　そう言って、白はく髪はつの少女は目つきを鋭するどくする。

「都合が悪いから答えようとしないのだろう？　なるほど、では自覚はあるわけだな」

「何の自覚だよ？」

　俺は苛いら立だって、また彼女に向き直った。

　ただでさえ夜美のことでさっきからイライラしているというのに、追い打ちのようにこんなわかのわからん不ふ審しん者に絡からまれるなんて、今日は厄やく日びもいいところだ。

「とぼけるなよ、私にはすべてお見通しなのだ」

　不ふ機き嫌げんを露あらわにする俺に向かって、自じ称しよう救世主は居い丈たけ高だかに言い放った。

「……君には、悪あく魔まが取とり憑ついている」
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「あ、悪あく魔ま……？」

　俺はドキリとして、目の前の白はく髪はつ少女を眺ながめた。

「そうだ。それも淫いん売ばいを誉ほまれとするもっとも穢けがれた悪魔、サキュバスだ。あの部屋からは、そのサキュバスの痕こん跡せきを感じる。君も心当たりがあるのだろう」

　この少女は何者なんだ……？　まさか、夜美がたまに口にするサキュバス界闇やみの権力とかいうわけのわからない組織の関係者なのだろうか……？

　困こん惑わくしてどう対応すればいいのかわからず、ひとまず俺はしらを切った。

「あんたが何を言ってるのか、さっぱりなんだけど……？」

「ほう、では無自覚か。まあそういう可能性もあるだろう。いや、むしろそういったケースの方が多いだろうな。もともと、やつらは眠っている人間の夢に出る種族だから」

　そう言うと、少女は俺の胸ぐらをぐいと摑つかんで顔を引き寄せ、目を覗のぞき込こんでくる。

「……ふむ、君への被ひ害がいは少し特とく殊しゆな感じがするな。とはいえ、やはりサキュバスの仕業と見て間違いない。最近、変な夢を見たりはしないか？」

「変な夢……？」

「たとえば、意中の相手が誘ゆう惑わくしてくるような夢だ」

　それを聞いて、またドキリとする。

　最近、確かに夜美の夢ばかり見る……と考えて、俺はブンブンと首を横に振ふった。

　違うぞ！　俺は別に夜美のことを意識しているわけじゃない！

「変な宗教の勧かん誘ゆうならお断りだよ。悪あく魔まが取とり憑ついてるとか言って、悪あく魔ま祓ばらいのツボを売りつけようってんだろ……？」

「いや、金を取る気はない。それに、ツボでもない」

「……え？」

「抗こう魔ま札ふだだ！」

　そう言うが早いか、少女はトランクを床ゆかに置き、ガバッと開いた。

　中には、お札さつほどの大きさの紙切れが束になってしまってある。

「……抗こう魔ま札ふだ？」

「淫いん魔まに対たい抗こうするため、私が考案した方法だ。これを見て精神を落ち着かせれば、やつらにいいようにされることはない」

　自信満々な様子の少女に、俺は胡う乱ろんの目を向けた。

　こいつ、何かヤバい薬でもキメてるんじゃないか。

　警察でも呼ぶか……善良な一般市民が相手にしていてはいけない存在なのかもしれない。

「夜の闇やみではこの札を見にくかろう。家に上げてくれ。そこでゆっくり話そう」

「……すみません、こういうの間に合ってます」

「間に合っていない！　このままでは、すべてが手て遅おくれになるぞ！」

「うるせえな！　俺は今日色々あって疲つかれてるんだよ！　わけのわからん救世主を相手にしているほど、精神的な余よ裕ゆうはない！」

「ではせめて、君の部屋にある悪あく魔まの痕こん跡せきを消させてくれ。やつらも馬ば鹿かではない。自分たちに対たい抗こうできる存在がいると気づけば、君から手を引くかもしれない」

「はあ？」

「もう一度聞くが、あの二階の部屋の主は君だろう？」

　彼女は俺の部屋の窓を指差す。

「……そうだけど」

「やはりそうか……いや、君の気持ちはわかる。いきなり見ず知らずの人間からこんなことを言われて、戸と惑まどうのも仕方がない。そうか、うっかりしていた。救世主と言うだけでは、何の身分の証明にもならない。私はこういうものだ」

　そう言って、白はく髪はつの少女は胸ポケットから名めい刺しを取りだす。

　そこには、フリー・イラストレーター『白しろ野の百もも子こ』と書かれていた。

　思わず目を剝むく。

「い、イラストレーターだと……!?」

「そうだ。気き兼がねなく、『シロ』と呼んでくれればいい」

　呼び方などどうでもよかった。

　いま俺の意識は「イラストレーター」という用語にすべてを持っていかれていた！　二次元の求道者たるもの、イラストと呼ばれるものには無条件で反応してしまう性なのである。

　俺は平静を装よそおい、興味のないふりをして訊たずねた。

「ふ、ふうん、イラストレーターねえ……あんた、どんな絵を描くんだ？」

「この抗こう魔ま札ふだが私の作品だ」

　彼女の差しだす紙切れを奪うばい取とるようにして受け取り、目を皿にして見つめる。

「──くそっ、暗くてよく見えん！」

「だから、家の中でじっくりと見ればいいだろう。この抗こう魔ま札ふだは悪あく魔まに苦しめられる人々を救うための道具だ。究極の美によって人の魂たましいを救う。そのすばらしさを、是ぜ非ひ確認して欲ほしい」

　そんなことを言われて、気にならない人間がいるだろうか!?

　よほどの自信作のようである。いったい、どんな絵が描かれているというのか……！

「そしたら、ここで待っててもらえる？　中で確認したら戻ってくるんで」

「駄だ目めだ。そしたら玄げん関かん先だけでいい。そこまで入れてくれ」

　よくよく考えると、こんな夜中に若い女の子を外で待たせているというのも感じが悪い。

　俺は首を捻ひねって考えた。まあ、玄げん関かんくらいまでだったらいいか……それでイラストを確認できるというのなら……。

「……仕方がない。わけのわからない行動を取ったら、すぐ警察に連絡するからな」

「理解を得られて何よりだ。ときに、君は家族と同居しているのか？」

「え？　おふくろがいるけど」

　すでにおかんには、晩飯を余よ所そで食べてくると伝えて、了りよう解かいをもらっている。いまごろきっとテレビでも見ながら、適当にくつろいでいるだろう。

「ふむ、では母親に私のことは彼女と紹しよう介かいすればいい。君と私は歳としも近そうだしな」

「はあ!?」

「慌あわてるな、あくまで便べん宜ぎ上じようの処置だ。こんな夜よ更ふけに連れてこられる異性が恋人以外だと、逆に怪あやしまれるだろう」

　そう言って、シロはまったく悪びれた様子もなく、俺を促うながす。

「さあドアを開けてくれ」

　仕方なく俺は鍵かぎを取りだし、ドアをガチャリと開いた。

　それから明かりを点つけ、さっそく抗こう魔ま札ふだを見ようとしたちょうどそのとき、タイミングがいいのか悪いのか、奥からのそっとおかんが現れる。

「ああ、康やす史し、おかえ──ん？」

　おかんは言葉を止め、じろじろとシロの方を見つめた。

「た、ただいま、母さん」

「あんた、その子まさか……」

　おかんはわなわなと打ち震ふるえている。

　そのとき、シロがさっと俺の腕に自分の腕を絡からませた。

「初めまして、お母さん。彼女の百子です♪」

「……は？」

「彼女……？　彼女……おお、彼女！　まあ、康史ったら！　今日友だちの家でご飯を食べるって、そういうことだったの!?」

　おかんは目を輝かがやかせ、これ以上なく模も範はん的な誤解をした。

「いや、あのさ、母さん……」

「彼女がいるとか、そんなこと一度も教えてくれなかったのに！　生身の女の子に興味がないとかわけわからないこと言ってたあんたが、ついにまっとうな道に進んだのね！」

「……ちょっと向こうに行っといてくれない？　すぐ帰らせるから」

「せっかく来てくれたのに、そんなことができますか！　百子ちゃん、上がって上がって。帰りはちゃんと康史に送らせるから、心配しないでね」

　おかんは、近年見せたことがないくらいとびきりの笑え顔がおをシロに向ける。

　そのときシロの目がギラリと光ったのを、俺は見み逃のがさなかった。

「……今日、実は康やす史しくんが自分の部屋を見せてくれるって言って招待してくれたんです。私、男の子の部屋に入るの初めてだから、いますっごく緊きん張ちようしちゃってるかも……」

「ああ、そうだったの！　なんていじらしい……今度はお昼にいらっしゃいね！　そしたらゆっくりお話しできるから。お茶とお菓か子しを持っていくから、ちょっと康史の部屋で待ってて」

　これはまずいと思った俺は、おかんを制止しようと必死になった──。

「いや、母さん、今日は玄げん関かんまでっていう約束だからさ！」

「は？　あんた気でも狂くるったの？」

　──が、駄だ目め！

　おかんは憤ふん怒ぬの形相になり、しこたま俺を威い圧あつしてくる。

「百子ちゃんを、ちゃんと部屋に招待しなさい！　あんたみたいな男に、こんな子二度と現れないかもしれないんだから！」

　そう言って、おかんはスリッパをパタパタ言わせて奥に消えていく。

「……いい母親だな？」

　シロが、ニヤリと笑って言う。

　俺は彼女の腕を振ふり払はらい、不ふ機き嫌げんを剝むきだしにして嚙かみついた。

「……卑ひ怯きよう者め！」

「とんでもない。私は君を救ってやろうと言うんだ。さ、早く君の部屋へと案内してくれ」

　そうして、シロはまんまと俺の部屋へと上がり込んできた。
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「……ふむ、やはり邪じや悪あくな気配がする。ここでサキュバスは毎晩儀ぎ式しきを行っているようだな」

　俺の部屋に足を踏ふみ入いれるや否いなや、シロはすぐそんな言葉を口にした。

「儀式って？」

「獲え物ものを捕とらえるための儀式だ。精神を弱らせ、自制心を溶とかす。そうなってしまっては、もうその者がサキュバスに抗あらがう術はない。淫いん魔まの虜とりことなり、淫いん魔まに尽つくすことが生きがいとなる傀かい儡らいと化してしまう」

　それを聞いて、俺は先ほど夜美の親父さんが言っていたことを思い出した。




　──私は彼女の魅み力りよくに取り憑つかれて以来、他の女性のことがどうでもよくなった。しかし、そのときは妻のサキュバスとしての力にやられていただけのことだったんだ……。




「しかし君はなかなか自制心の強い男のようだ。淫いん魔まの儀ぎを受けても、まだ正気を保っている。少し見直したぞ」

　シロは腕うで組ぐみし、俺の方をちらりと一いち瞥べつした。

「俺はあんたがこの部屋で何を感じていて、何を根こん拠きよにしゃべってるのかすらさっぱりわからないんだけど？」

「まあ一般人ではそうだろう。私は特とく殊しゆな訓練によって、精神を研とぎ澄すませたプロだからな」

　イラッとする。何だよ、その謎なぞの上から目線。

　芸人が一般人を「素しろ人うとさん」とか呼ぶとき感じるアレに、ちょっと似てるかもしれない。

「さて、君が淫いん魔まの儀ぎに少しばかり対たい抗こうできる人間とは言え、ここをこのままにしておくことはできない。これから、この部屋に退たい魔まの陣じんを敷しく」

　そう言うと、彼女はトランクを開いて、先ほどの「抗こう魔ま札ふだ」を取りだした。

「これを五行の教えに沿った場所に配置すれば、それで退魔の陣が敷しかれる。ここはそこまで大きくない部屋なので、そうだな……二十枚もあれば十分だろう」

　彼女の言葉を聞き、そういえば、と俺は自分の手に目を落とした。先ほど彼女から渡されっぱなしになっていた一枚を思いだしたのだ。

「ふっ……それを見て心を鎮しずめることも、悪あく魔まを退けるうえで有効な手段だぞ。今後はその一枚を持ち歩き、何かの機会に眺ながめるといい」

「……なんだこれ？」

「なんだって、見ればわかるだろう。裸ら婦ふ像だ。とはいえ、男の中にやましい気持ちを引き起こすものではない。究極の美というのは、情欲を超ちよう越えつしたところにある」

「裸婦像？　これが？」

「そうだ。美しいだろう」

「いや、全然そう思えないんだけど……」

　その抗こう魔ま札ふだなるものに描かれている女性はあまりにも抽ちゆう象しよう的で、一目ではまったく美しいと思えなかった。

　というよりも、ほとんど子どもの落書きのようにすら見える。

「ぞ、造形ばかりを見るな！　私が極きわめたのは色彩だ！　このキャラの塗ぬりを見ていれば、心に訴うつたえかけてくるものがあるはずだ！」

「色しき彩さいねえ……？」

　と、訝いぶかしみながら、もう一度抗こう魔ま札ふだを見つめる。

　そしてしばらくして、おやっと思った。

　最初は期待していたものと違い過ぎて、拍ひよう子し抜ぬけしただけだったのかもしれない。いざ改めてそのイラストを見ていると、確かに何か心に訴うつたえかけてくるものがある気がする。

　まるで幼いころの夜美が描いていたあの抽ちゆう象しよう画のように、それがどう優すぐれているかは上う手まく言語化できないのだが、むずむずと心を引っかいてくる感覚……。

「君がいま感じるものこそ、正しき美だ。美は癒いやしをもたらし、心を満たす。欲望のように、抱いだけば抱いだくほど満たされない感情とは一線を画すのだ」

「一線を画すのはいいけど、あんた線を引くの下手だなあ」

　俺はシロが言う裸ら婦ふ像の輪りん郭かく線を指差し、正直な感想を述べた。

「線が全体的にガッタガタだし。それにせめて、線と線のつなぎ目くらいわからないようにした方がいいと思うけど」

「し、素しろ人うと意見だな！　それがまた味を出していることもわからずに！」

「おたく、作画はデジタル？」

　俺は抗こう魔ま札ふだを掲かかげ、光にかざして見た。

　この光こう沢たくは、やはりプリンターで印刷されたものだろう。

　案の定、彼女は「……そうだが」と答える。

「ペンタブの使い方がなってないんじゃない？　俺の知り合いにめちゃくちゃ線引くの上う手まいやつがいるから、紹しよう介かいしてやろうか？」

「やかましい！　いま私はそんな話をしていないのだ！　君を含ふくめ、淫いん魔まに狙ねらわれた子羊たちは、この抗こう魔ま札ふだで十分救われる！　ならば、これ以上の美は無用の長物だ！」

「俺はこんな中ちゆう途と半はん端ぱな美で救われたいと思わねえ！　なぜなら俺は、二次元の探究者だからな！」

「……な、なに？」

「イラストを舐なめるなよ」

　俺が抗こう魔ま札ふだ片手にシロへと詰つめ寄よると、彼女は困こん惑わくした様子で、身体からだを大きくのけ反らせた。

「やり直せ」

「……え」

「基き礎そからやり直せ！　あんたは俺のように、まったく絵心がないというわけじゃない！　この絵を見ただけでもわかるくらい、常人離ばなれした色しき彩さいセンスがあるんだ！　だったら、もっと上を目指すべきだろ！」

「こっちは、そんな話をしとらん！」

　シロが怒りを露あらわにする。

「逆ギレするな！　俺はあんたのためを思って言ってやってるんだぞ！」

「私こそ君のためを思って言っているんだ！　いまは私の技術力云うん々ぬんはどうでもいい！　このままでは、君は本当に淫いん魔まに骨ほね抜ぬきにされてしまうぞ！」

「──わかった！　そしたら、三日やる！　それまであんたの言う淫いん魔まの儀ぎとやらに耐たえてみせるから！　それまでに、もっとクオリティを上げた抗こう魔ま札ふだを持ってきてくれたらいい！　俺は、こんなイラストで救われるなんて嫌いやだ！」

「わけのわからんことを言うな！　救われるだけで儲もうけものだと思え！」

　そのとき、コンコンとドアがノックされた。

　ガチャリと開け放たれた扉とびらの向こうに、満面の笑えみを浮かべるおかんがいる。

「うふふ、ごめんねえ。邪じや魔ましちゃった？　楽しそうに話してたわね」

「いえ、そんな」

「康史が変なことを言ってたんじゃない？　この子は昔から常識がなかったからねえ」

「……母さん、余計なこと言わないでよ」

　俺はまたシロがおかんを利用しようとするのを阻そ止しすべく、先手を取った。

　ドアに近づき、おかんが運んできてくれた盆ぼんを引ったくる。

　盆ぼんの上には、津つ雲くも家けではあまり見ないレベルには高級な茶ちや菓が子しと、紅茶が載っかっていた。紅茶なんてハイカラなもん、うちではほとんど飲まねえくせに……。

「俺たちは二人で話したいんだ。母さんは早く出てってくれ」

「まあ！　随ずい分ぶんと大人ぶっちゃって、この子ったら！　はいはい、邪じや魔ま者ものはすぐに出て行きますよ」

　そんな言葉に反し、おかんは随分と嬉うれしそうだ。

　思わず渋じゆう面めんを作る。

　息子が彼女を連れてきたくらいで、母親ってこんなに喜ぶもんなの……？

　しかし、こうなってくるとまずい気がする。

　というのも、シロと俺の関係は口裏を合わせただけの一時的なものなので、すぐにまたその帳ちよう尻じりを合わせる羽目になるに違いないから。

　つまり、今後シロとの仲を聞かれたとき、別れたとか振ふられたとか説明しなければならなくなるわけだ。

　そうなったとき、おかんは悲しむだろうか？　いやそれならまだマシな方で、最悪の場合、俺に非があったと決めつけて怒りだす可能性だってある。

　成り行きとはいえ、厄やつ介かいなことになってきやがった……。

　おかんを追い出したあと、俺は改めてシロに向き直った。

　本棚の方を見ていたらしい彼女は、すぐハッとした顔で俺の方を見る。

「あれ、どうかした……？　その本棚、ラノベくらいしか置いてないけど」

「いや、何でもない。気にしないでくれ……」

　そう言って、彼女は誤ご魔ま化かすように頭を振ふる。

「まあ、いいや。それで、さっきの話の続きだけどさ」

「いや、それはもう大丈夫だ。君にはまだ危機感が足りないらしいからな。いま、あーだこーだと言っても、聞く耳を持たんだろう」

「はあ？」

「明日、また来るとも。そのとき、きっと君は私に感謝することになるさ」

「……いや、あの、もう来ないでくれます？」

「それはダメだ。大丈夫、明日になればわかる」

　明日になればわかる？　どういうことだ？

　したり顔でうむうむと頷うなずくシロを、俺はしばらく訝いぶかしく思って眺ながめていた。

　……明日は朝一番で出かけようか。あるいは居留守を使うかだな。

「ま、そしたら今日は帰ってもらえるってことでいい？」

「そうだな」

　と頷くシロに、俺は静かに抗こう魔ま札ふだを差しだす。

「……君、これは何のつもりだ？」

「持って帰ってくれ。及きゆう第だい点にはほど遠い。今後の画力向上に期待するんで」

「明日には、泣いてでもこれが欲ほしくなる！　そのときの君の顔が見ものだな！」

　シロは顔を真っ赤にして、俺から抗こう魔ま札ふだを引ったくった。
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　おかんの目を気にして、シロを駅まで送って行ったあと。

　俺は家に帰って風呂に入ると、すぐにベッドに入った。

　今日は本当に疲つかれた。夜美の恋人のふりをしたあと、わけのわからない自じ称しよう救世主の恋人のふりもさせられたわけで。

　とはいえ、夜美の親父さんという理解者を得られただけ、今日はいい日としておかなければならない。物事はポジティブに捉とらえていかねば！

　そうしてベッドでうとうとまどろんでいたと思ったら、俺は次の瞬しゆん間かん、自分がいつの間にか夜美の部屋にいることに気がついた。

　前後の記き憶おくがない。しかし、あまりそれが気になるようなこともなかった。

「……ヤス、私はサキュバスの里に帰ることになりました」

　おずおずとした様子で、夜美はどこかで聞いたようなことを言いだす。

「あれ、今日一緒に夜美の実家に行ったじゃん」

「あれは実家です。そうではなくて、私が言っているのはすべてのサキュバスたちが帰るべき故郷の話です」

「はあ」

　と、中ちゆう途と半はん端ぱな言葉を返したちょうどそのとき、夜美の身体からだがうっすらと透すけ始めて、俺はぎょっと目を見張ることになった。

「ああ、ヤス、お別れです……」

「ちょ、ちょっと待った、夜美！　これどういう状況!?」

「ですから、故郷に帰るんです。もう二度と会えません。ヤスが私を引き留めてくれないばっかりに……」

「引き留めてくれないって……そんなことないって！　なんなら、いまから引き留めるから！」

　すると、透すけていた夜美の身体からだがまた濃こくなってくる。

「そうですか。引き留めたいですか」

「え、これって、こういうシステム……？　お前、いまにも消えかかってたのに、いまはまたバリバリに存在感を感じさせるんだけど」

「……そんなことはどうでもいいですから」

　そう言うと、夜美はもじもじしながら俺に向けて両手を広げる。

「──ん？　なにこの腕は」

「そ、その……ぎゅってしてください。そうしたら、ヤスは私のことを引き留めたと見なして、里に帰るのはやめておきます……」

「ぎゅって？」

「はい。ぎゅって」

　恥はずかしそうに頷うなずく夜美を前に、俺は大いに慌あわてることになった。

「え、でも……急にそんなこと言われても、心の準備が……」

「帰ります」

　また薄うすくなる夜美。

「わあ、待った待った！　わかったから！　ぎゅってすればいいんだな!?」

「言っておきますけど、手をぎゅっと握にぎったり、ほっぺをぎゅっとつねったりしてもダメですからね……？　ちゃんと、私の身体からだを……その……ぎゅってするんです」

「……夜美は嫌いやじゃない？」

「どうして私が嫌がるんですか」

　と言ってから、夜美はしまったとばかりにますます顔を赤くする。

「もう！　私のことはどうでもいいんです！　私はヤスの覚かく悟ごを見ているんですから！」

「わかったって……そしたら、その……目を瞑つぶって……」

　俺のそんな言葉にこくりと頷くと、夜美は意を決した顔で目を瞑つぶる。

　じっと夜美を見つめるうちに、顔に血が上ってくるのを感じる。彼女の身体からだがとてつもなく柔やわらかいことは、何度か触ふれ合あったことですでに知っていた。

　女の子の柔やわらかさは、幸福と直結していると思う。

　俺が意を決し、夜美の身体からだに手を回そうとしたとき──。




「───待てええええええい！」




　──俺の声が響ひびいた。

　ハッと声の方を見ると、「自制心」と書かれたシャツを着た俺が、飛び蹴げりをかましてくるところだった。

　足が思い切り顎あごにヒットし、きりもみしながら吹ふき飛とばされる俺。

「またしても危ないところだったな、俺！」

「おのれ、何度も何度も邪じや魔まをしおってえ！」

　夜美が怒ど気きを発すると、彼女の身体からだからピンク色のオーラが湧わきでてくる。それはうねうねと触しよく手しゆ状になったかと思うと、「自制心」シャツの俺を捕とらえた。

「やめろお！　こういうのは美少女が捕えられてなんぼだろ！　俺では何のサービスにもならない！」

「うるさい！　あなたはそこで大人しくしていればいいんですっ！」

　自制心シャツの俺を一いつ喝かつし、こちらに向かってにっこりと微ほほ笑えみかけてくる夜美。

「さ、邪じや魔ま者ものがいなくなったところで続きを……」

「えっと、何をやってたんだっけ？」

　夜美は笑え顔がおのまま、すっと存在感を薄うすめていく。

「ああ、そうだった！　待った待った！　すぐぎゅってするから！」

「──しめた、力を弱めたな!?　うおおおお、この機は逃のがさん……ふんぬうう！」

　もう一人の俺が雄おたけびを上げ、薄うすくなったピンク色の触しよく手しゆを引きちぎって脱だつ出しゆつしてくる。

「あ、しまった！」

「このアホサキュバスがあ！　もうお前の技わざは見切った！　簡単には捕つかまらんぞ！」

「ちょこざいなあ！」

　また夜美はピンク色の触しよく手しゆを伸ばすが、今度はなかなか「自制心」を捕とらえることができない。

「くっ……!!　やはりヤスの自制心は日々強くなっているようですね！　まさかここまで私の魅み力りよくに抗あらがえるようになっていたとは！」

「魅み力りよくという単語を辞書で百万回引き直してこい！　お前のようなクソ雑ざ魚こサキュバスに、魅み力りよくなどというものが備わっているものか！」

「──『欲望』に満ちたヤス！」

　夜美が俺の方を向いて叫んだ。

「協力して、『自制心』を倒すんです！　あなたを押さえこもうとするあいつを叩たたきのめせば、永遠の幸福が手に入るんですから！」

「悪あく魔まの言葉に耳を貸すな、俺！　お前は俺とともに戦うんだ！」

「仕方ありませんね……こ、こうなったらとっておきを出しちゃいますから……」

　言いながら、夜美は一枚カーディガンを脱ぬぐ。

　そこにあったのは、下の肌はだが少し透すけた薄うす手でのキャミソール姿……。

　俺は、思わず目を見開いた。

「う、うう……!?」

　目の前にいる夜美と、「自制心」シャツの俺が小さくなっている──いや、相対的にそう見えるだけで、実際は俺の身体からだが大きくなっているのだった。

「い、いかん！　『欲望』が肥大化している！　落ち着け、俺！　お前は二次元の探究者だ！」

「くっくっく……ついに『欲望』を決けつ壊かいさせることに成功したようですね！　さあ、ヤス！　あなたはこれから自由です！　もう私をぎゅってするのに何のためらいもないはずです！」

　夜美が、また俺に向けて両手を広げてみせる。

「私は、あなたの望むことをすべて叶かなえてあげます！　さあ、ヤス！　あなたがしてほしいことは何ですか!?」

「ひ、ざ……」

「ひざ？」

「ひざまくら……」

　一いつ瞬しゆんの静せい寂じやくがあった。

「あれ？　意外とまだ冷静ですね……？　そんなことでいいんですか？」

「やめろお！　お前には、バイト代をつぎ込んで買ったスケアクロウちゃん抱だき枕まくらがあるだろう!?　それに勝まさる枕まくらなど、この世にあるはずもないのだ！」

「黙だまれえ！」

　俺は、ついに「自制心」シャツの俺に敵意を剝むきだしにした。

　我が慢まんの限界を感じ、頭がどうにかなりそうだった。

「好きなものを好きと言うのが、そんなにいけないことなのか！　確かに俺は二次元が好きだ！　だが、それ以上に夜美のことも──」




「──康史！　おい、康史！」




　耳元で聞き慣れない大声が響ひびいた。

　ハッと気がついたとき、目の前にシロの顔があった。

「……あ、あれ？」

「大丈夫か？　随ずい分ぶんとうなされていたようだが」

　まだ状況が理解できない。シャツがぐっしょりと濡ぬれている。

　辺りを見み渡わたすと、そこが俺の部屋だとわかった。

「……ゆ、夢か」

「やはり悪夢を見たようだな。ふっふ、しかし、今日で私は君のことをますます見直したぞ」

　……見直した？　どういうことだ？

　怪け訝げんな表情を浮かべる俺に、シロはニヤリと笑えみを返す。

「淫いん魔まの誘ゆう惑わくを悪夢と感じたということは、君の自制心が強く作用している証しよう拠こだ。君にはまだ、淫いん魔まに抵てい抗こうしようとする意志がある」

「そ、そうか……」

　確かに、恐おそろしい夢だった。あと一歩で、夜美のことを──「むにゃむにゃ」と言ってしまうところだった。

「……ところで、あんたなんでここにいるんだ？」

　そのときになって、俺は根本的な問いを投げかけた。

　ここは俺の部屋。そして、俺は昨夜からずっと寝ていたのだ。

「知れたこと。今朝になってやってきたのだ。昨日言っておいただろう？　また来るとな」

「いや、そうじゃなくて、なんで俺の部屋にいるのかって聞いてるんだよ！　不法侵しん入にゆうだろ、これ！」

「許可ならもらったぞ？　君の母親にな」

「か、母さんに……？」

「息むす子この恋人が来たのだ。入れぬわけにもいくまい？」

　いや、入れぬわけにもいくだろ。なんで俺の意志は無視されるの？

　ちらりと枕まくら元もとの時計を見ると、午前九時を少し回ったくらいだった。

「ちなみに君の母親は、先ほどパートに行くと言って出かけてしまったぞ。『ごゆっくりねー、うふふ』とのことだ」

「マジかよ……客が来てるなら、普通俺を起こしていくだろ……」

「君のことはすべて私に任せる、と。つまりこの家の全権はいま、私の手に握にぎられていると言って過言ではない」

「それは曲解がすぎるだろ！」

　俺の突つっ込こみを無視し、シロは本棚の方に近づいていく。

　そして何やらそこをごそごそとやり、黒いペンを取りだした。

　……あれ、本棚になんであんなものがあるんだ？　そもそも、あんなもん、見た覚えがないんだけど……。

「これは何だと思う？」

「え、ペンでしょ？」

「違う。小型の監かん視しカメラだ」

「──はあ!?」

「昨日、私は言っただろう。『明日になればわかる』とな。これで夜中、君が寝ね静しずまったあと、この部屋で起こっていたことを撮さつ影えいしていたのだ」

「盗とう撮さつじゃねえか！」

「必要なことなのだ」

「てか、いつだよ!?　いつそんなもんを仕し掛かけた!?」

「君が昨日、母親の対応をしていたときだ」

　そう言えば、おかんを追い出したあとに振ふり向むいたとき、シロは本棚の方をしきりに気にしていたような気がする。

　しかしまさか監かん視しカメラを仕し掛かけていたなどと、誰が思うだろうか？

　シロは悪びれた様子もなく、ペンのキャップを外し、そこにあった端たん子しにコードを接続する。そして例のトランクを開くと、抗こう魔ま札ふだの束の下からノートパソコンを取りだした。

「いまから、この部屋で昨晩行われていた淫いん魔まの儀ぎを見せてやろう。そうすれば君も危機感を抱いだき、私の言葉に耳を傾かたむけるはずだ」

「いや、ちょうどいま、あんたの行動に危機感を覚えているところなんですけど……」

「力を伴ともなわない正義は、ときに正義と呼べぬものなのだ」

　誰もそんな話をしてるわけじゃないんだけどな……。

　しばらくパソコンを操作してから、シロは俺を手招きする。

「……見ろ、康史。これが夢で君を苦しめていた淫いん魔まの正体だ」
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　俺がパソコンの画面を覗のぞき込こもうとしたとき、ピンポーンとインターフォンの音が鳴った。

「お客さんみたいだけど……」

「居留守を使え──むっ！」

　途と端たんに表情を険しくするシロ。

「あれ、どうかした？」

「この気配はまさか……いや、間違いない！」

　シロは部屋の壁かべに背中をくっつけながら、そろりそろりと窓辺に近づいていく。

　それから少しカーテンをずらし、そこにできた僅わずかな隙すき間まから、眼下の玄げん関かんを見下ろした。

「……淫いん魔まだ！　ま、まさかこんな日中に、自分から姿を現あらわすとは！」

　俺は彼女のそばに近寄り、同じようにして玄げん関かんを見下ろす。

　そこにいたのは、昨日と同じようにサングラスとマスクを装着した夜美だった。

「……知り合いか？」

「え？　まあ……」

「落ち着いて聞いてくれ。普通の人間のように見えるだろうが、やつは淫いん魔まだ。残念だが、これまで彼女との間にあった友情は諦あきらめることだ」

　シロは、同情するような口調で言った。

「はあ？」

「戸と惑まどうのも仕方がない。憎にくむべきは、淫いん魔まの邪じや悪あくな本ほん性しよう！　やつは普通の人間のふりをして君に近づき、虎こ視し眈たん々たんと君を自分の奴ど隷れいにしようと企たくらんでいたのだ……」

　どうやらシロは、夜美が俺に堂々とサキュバスだと明かしているなどとは思いもよらないようだった。まあ、それはそうか。

　しかし俺がサキュバスの存在を知らず、シロの言うとおり夜美に騙だまされていたとしたら、そのときはシロの言動を単なる電波扱あつかいしたと思うんだけどな。

　やっぱりこの少女に、その辺のバランス感覚はないみたいだ。

「やつにとっての不幸は、ここに私がいたこと！　おい、素知らぬふりをしてあの淫いん魔まをこの家に誘さそい込こむんだ」

「誘い込んでどうするってんだ？」

「もちろん、退治する」

　シロは大真面目な顔でそんなことを言う。

　何をする気かわからないけれども、こりゃ二人を会わせないようにした方がいいな……。

　俺はインターフォンをスルーして玄げん関かんに向かうと、なるべくにこやかな顔を作って夜美の前に躍おどりでた。

「よお、夜美！」

「あれ!?　今日は直接出てくるパターンなんですか!?」

　夜美はあたふたしながら、マスクとサングラスを外す。

「──じゃーん！　やっぱり私でした！」

「いや、知ってるし。いま俺、夜美って言ったろ」

　俺が即そく答とうすると、夜美は気分を害した様子でタブレットを取りだし、ブツブツと呟つぶやきながら画面を触さわり始めた。

「……いまの態度は減点ですね……こっちが馬ば鹿かなピエロみたいになってたし……」

「お前が空から振ぶりしなかったときの方が珍めずらしいだろ……てか、今日は何しに来たんだよ？」

「いえ、昨日の夜美検定の結果を教えてあげようと思いまして」

　その言葉を聞いて、俺はまたげんなりした。

　一方の夜美は、これ以上ないというくらいのドヤ顔である。

「昨日は途と中ちゆうになってしまいましたからね。でも、あれからきちんと採点したら、かなり驚おどろきの結果が出ました！　きっとヤスは喜ぶだろうなあ、私に感謝して涙なみだをこぼすだろうなあ、と思ったら、いてもたってもいられなくなったわけです」

「帰ってもらえる？」

「ダメ！　働き者のリリィは、今日、ヨミの代理人としてアキラさんと直接会ってみるそうです。なのに、肝心のヨミ役を務めるヤスがそんな態度でどうするんですか！」

「でも俺、今日は忙しいんで」

「いま何してたんですか？」

　夜美に訊たずねられ、俺は一いつ瞬しゆん気き後おくれすることになった。

　まさか変な救世主にお前を誘さそい込こめと言われてるなどとは、口が裂さけても言えない。

「いや、その……夏休みの宿題をやっててさ」

「そしたら、私が教えてあげましょうか？　私、もう全部終わらせちゃいましたし」

　なんでそういうところはそつなくこなすんだよ、こいつ。

「いや、別に教えてもらわないとわからないようなところはないしなあ」

「ヤスは英語苦手だったでしょう。学期末のテストなんて、赤点ギリギリでしたし。でも、私が教えてあげれば、きっとすぐに学年一ひと桁けたになれちゃいますよ」

　俺が言い訳を考えていると、夜美は何を思ったか、頰ほおをほんのりと染めてもじもじし始める。

「あの……いま、中にお家うちの人はいます……？」

「え？」

「いたら、その……挨あい拶さつしたいなあって。昨日、ヤスは私の両親に会ってくれましたし……」

「いや、いまはいないよ。母さんはパートに出てるから」

　と、そこまで言ったところで、俺はふいに二階の窓を眺ながめた。

　シロのことがばれたら厄やつ介かいになるだろうなあ……と思いながら。




　しかし、それが間違いだった。




　俺の視線の先には、こっそりと俺たちの方を見つめるシロの姿がある。

　彼女はしまったとばかりの顔でカーテンの向こうにさっと隠かくれたが、俺にならって窓を見上げていた夜美は、彼女の姿を見み逃のがさなかったようだった。

「──わあ！　い、いま、ヤスの部屋に誰かいましたよ！」

「い、いや、あの人は違くてさ……」

「真っ白な髪かみの女の人でした！　ま、まさか幽ゆう霊れい!?　でも、めっちゃ存在感ありましたけど！」

「ちょっと落ち着けよ！　あれはその……親しん戚せき！　そう、夏休みで遊びに来てる親しん戚せきの女の子なんだよ！」

「さっき家に誰もいないって言ったじゃないですか！」

　そのとき、夜美はハッと目を見開いた。そして、わなわなと口元を震ふるわせる。

「ま、まさか、ヤス……あの女の人と……」

「……ん？　いや、ちょっと待て、お前は色々と誤解をしている気がするぞ……」

　俺は、何やら事態がまずい方向に進んでしまっているのではないか、と冷ひや汗あせをかいた。必死になって弁明を試みる。

「誤解!?　何が誤解なんです！　女の人を連れ込みながら、それを黙だまっていたということはやましいことをしようとしていた証しよう拠こです！」

「ち、違うんだって……！　何て言ったらいいかな……あの子は、お前のことをよく思ってなくて、黙だまっといた方がいいと思ったんだ……」

　まさか彼女が、サキュバスを退治しようとしているなどと説明することもできまい。しかし夜美は、俺の言葉を聞いてますますヒートアップする。

「あの人が私のことをよく思ってないって、どういうことですか!?　あの人に私のことを話したんですか!?」

「え？　いや、それはその……」

「どう話したんです！　私にはあんな人がいるって教えてくれなかったくせに、あの人には私のことをどう説明したんです！」

　顔を真っ赤にして怒る夜美の目にじわりと涙なみだが浮かび、俺は慌あわてふためいた。

「だ、だから違うって！　本当にあの子は何でもないんだよ……」

「零れい点てんです！　ヤスなんて、もう知りませんから！」

「ああ、もう！」

　俺は自や棄けになり、夜美の肩を強く摑つかんだ。

　瞬しゆん間かん、夜美は身体からだをびくりと震ふるわせる。口がパクパクと動いているが、そこから言葉は上う手まくでてこないようだった。

「あ……あぅ……」

「俺が、お前に他の女の子のことを隠かくしておけるほど、器用だと思うか？」

「……そ、それは……」

　ぷしゅーと湯気が出そうなほど顔を真っ赤にした夜美は、ゆっくりと俯うつむき、俺の胸に頭をコツンとぶつけてくる。

「……そうですね。そう言えば、ヤスは二次元にしか興味がなかったんでしたね……」

「──え？　……あ、いや……そうだな……うん、そのとおりだ……」

　距きよ離りがあまりにも近い。俺は夜美を抱だき締しめるような格好のまま、玄げん関かん先さきでピシリと固まっていた。




　──事件が起こったのは、そのときだった。

　突とつ然ぜん、背後から妙みような縄なわが飛んできて、俺と夜美の身体からだをぐるぐる巻きにしたのだ。




「……んあ？」

「よくやったぞ！　部屋に誘さそい込こむことはできなかったようだが、その身を呈ていして淫いん魔まを押さえこむとはなかなかの勇気だ！」

　首だけ回して後ろを振ふり返かえると、勝かち誇ほこった顔のシロがそこにいる。

「見たか、これぞ白しろ野の流りゆう退たい魔ま法ほうその二十二！　念ねん導どう捕ほ縛ばくの術だ！」

　縄なわはぎりぎりと俺たちの身体からだを締しめ上あげてくる。

　どういう原理？　と一いつ瞬しゆん思ったが、いまはそんなことよりも遙はるかに重要なことがある。

　それは、俺が夜美と一緒に捕ほ縛ばくされているということ。

　体勢は先ほどのまま──つまり、夜美と向き合ったままである。

　ふにょんと彼女の柔やわらかい胸が腹に当たり、俺は正気を失いそうになった。

「う、うわああああああ！　やめろおおおおおおお！」

「落ち着け、昼間の淫いん魔まはそこまでの脅きよう威いではない！　私のいる前で、君に害をなすことはできん！」

「そういうことじゃねえんだよおおおおおお！　た、助けてえええええええ！」

　暴れて縄を振ふりほどこうにも、夜美とぴったりとくっついているいまの状態でそんなことをして、彼女に怪け我がをさせてしまっては一大事だ……。

　身動きの取れない俺にできたのは、身体からだを硬こう直ちよくさせて夜美からの刺し激げきをなるべく感じないようにすることくらいだった。

　そのとき、急に身体からだの前面が重くなり、俺はバランスを崩くずしそうになった。

「うわっと!?　よ、夜美!?」

　名前を呼んでも、夜美は反応を返さない。

　彼女は真っ赤になって目を回し、足から力が抜けてしまったようだった。

「ほう、この淫いん魔まめ、気絶しおったか。どうやらきつく締しめ上あげすぎてしまったようだな」

　シロは縄なわをぐいと引っ張り、俺ごと夜美を家の中に引ひきずり込こもうとする。

「お、おい！　もっと丁てい寧ねいに扱あつかえ！　どこかを痛めたらどうすんだ!?」

「君は男だろう。少しくらいの痛みは我が慢まんしろ」

「俺じゃなくて、夜美の話をしてるんだよ！」

　俺がそう言うと、シロは少したじろいだ様子だった。

「な、何をムキになっているんだ……？　いいから、早くこっちに来い……」

　その後、俺は身じろぎすらできずに、夜美と一緒に自分の部屋へと連行されていった。
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「まさか淫いん魔まが自分からやってくるとは思わなかった。濡ぬれ手てで粟あわとはまさにこのことだな」

　シロはニヤリと微ほほ笑えみ、気絶したまま縄なわで拘こう束そくされている夜美の顔をのぞき込んだ。

　あれから彼女は一緒くたの拘束から俺を解放したあと、また改めて妙みような力を使い、夜美にだけ縄なわを巻きつけたのである。

　俺はそんなシロの様子を脇わきで眺ながめながら、ぽつりと訊たずねた。

「あんた、なんでそんなことができるんだよ……？」

「そんなこと、とは？」

「だから、手を使わないで縄を動かしたりさ」

「訓練したのだ。悪あく魔まと戦うためには、そういう力の習得が不可欠だと思ってな。できるようになってしまえばどうということはないぞ」

　何だよこいつ……とはいえ俺も、サキュバスのような種族が実在すると知ってから、世界にはこういうわけのわからないやつらが存在しているということを、ある程度信じられるようになっているわけだが。

「う、ううん……？」

　と、そのとき悩ましげな吐と息いきとともに、夜美がうっすらと目を開ける。

「おや、目が覚めたか。そのまま眠っていれば楽に逝ゆけたものを」

「──わああああ!?　これ、どういう状況です!?」

　自分が縛しばられていると気づき、目を白黒させる夜美。

「騒さわぐな！　しかし目が覚めたとなれば、ちょうどいい。自分の罪を悔くいる機会をやろうではないか」

「罪を悔くいる？　いったい何の話を……」

　夜美はそばに俺がいることに気がつくと、困こん惑わく顔がおを向けてくる。

「ヤス、この人なんなんです？」

「……いや、俺も正直よくわかってなくてさ」

「なんでよくわからない人を家の中に入れるんです！」

「勝手に入ってきたんだよ！」

「私語は慎つつしめ！」

　シロは、凜りんとした声を響ひびかせる。

「状況がわかっておらんようだな、淫いん売ばいの悪あく魔まめ。私は退たい魔ま師しだ。この世から、貴様のような悪魔を根絶するために活動している」

「た、退魔師……？」

「ふっふ、どうやらようやく理解できたようだな。そう、私は──」

「その活動、日本政府に許可貰もらってやってます？　サキュバス界闇の権力に逆らうと、一個人なんて簡単に捻ひねりつぶされちゃいますよ？」

「ふん、聞く耳持たんな。悪は滅ほろぼす。私がやるのはそれだけだ」

　話の腰こしを折られ、ペースを乱されるかと思われたシロだったが、彼女は堂々とそんな言葉を返す。

　夜美の妙みようなペースに乗せられないというのは、よほど人の話を聞かない人か、あるいはよほど精神的にタフな人かのどちらかだろう。

　……シロは、どっちかというと前者なような気がするけど。

　しかし、話を聞かないことに関しては夜美も負けてはいない。

　なぜか彼女はドヤ顔を張りつけ、居い丈たけ高だかに言い放った。

「なるほど！　状況はすべてわかりました！」

「ふっふ、ようやく自分の立ち場が理解できたか。そう、これからお前は──」

「ヤスはあなたのようなわけのわからない女から私を守るために、家の中には誰もいないと言ったんですね!?」

　夜美のドヤ顔が俺の方を向く。

「……え、俺？　俺に言ってる？」

「当たり前でしょう！　他に誰がいると言うんです！」

「会話に巻き込まないでほしいなあ……百歩譲ゆずって、俺の部屋でやるのはいいからさ？　俺のことはそっとしておいてほしいんだけど」

「ヤスの先ほどの妙みような態度も、これですべて辻つじ褄つまが合いました！　ヤスは突とつ然ぜんやってきた変な女に絡からまれていただけで、自分から部屋に連れ込んだわけではない、と！」

「いや、まあ、その辺の誤解が解けたのはよかったけどさ」

「ええ、私の早とちりでしたね……だ、だってヤスはさっき私をぎゅってしましたから……あれでヤスが私のことをどう思ってるか、ちゃんと伝わりましたし……」

　──ん？

「いや、ちょっと待て……」

「そしたら、あなたは出て行ってもらっていいですか？」

　異議を唱えようとする俺を無視し、今度、夜美はシロに言葉を向ける。

「ヤスは忙しいんです。あなたのような人を相手にするほど、暇ひまじゃありませんから」

「貴様！　状況がすべてわかったとドヤ顔で言う割に、一ミリも理解できておらんではないか！」

　シロが怒る。

「そうだぞ！　勝手に話を進めるのをやめろ！　さっきのあれは不ふ可か抗こう力りよくであって、俺が自分の意志でお前を抱だき締しめたわけじゃないからな!?」

　俺も怒る。

「君は何の話をしているんだ！」

「ええ!?　いま協力して、このクソ雑ざ魚こサキュバスを攻せめ立たてているところだったじゃないか！」

「ヤスはどっちの味方をしているんです！」

「お前が変なこと言いだすからだろ！」

　場は混乱を極きわめていた。

　俺は変なやつらの争いに巻き込まれたくないという保守的な態度をやめ、己おのれの尊厳を守るため積極的に戦おうとしていた。夜美の勘かん違ちがいを、そのままにしておくわけにはいかない！

「──やかましいぞ！　わけのわからん方向へと話を進めるな！」

　ギャーギャーと喚わめき散らす俺たちを一いつ喝かつしたのは、シロだった。

「……康史。君はまだ淫いん魔まの恐おそろしさを理解できていないようだ。言葉で説明してもわからんだろう。ひとまず、この映像を見ろ」

「映像？」

　と、胡う乱ろんな声を出したのは夜美。

「貴様もそこから見ていろ。そして悔くいることだ。己おのれの邪じや悪あくな行いをな」

「な、何のことです……？」

「夜な夜なこの部屋で淫いん魔まの儀ぎを行っていただろう？　この部屋にはその痕こん跡せきが残されている」

　すると、夜美はさっと顔色を変えた。

「淫いん魔まの儀……？　はて、何を言っているのかわかりませんが……？」

「とぼけても無む駄だだ。昨日、ここに監かん視しカメラを置いていった。康史が寝ね静しずまったあと、この部屋で何があったかは、バッチリと映像で残されている」

「え、監視カメラ……？」

「そうだ」

「盗とう撮さつじゃないですか！　ヤス、この女は危険です！　は、早く取とり押さえた方がいいですよ！」

　夜美は焦あせった顔で、拘こう束そくされた身体からだをくねらせる。

「さあ、康やす史し。映像を見るのだ」

「やめろおお！　そんなものを再生してはいけないいいい！」

　バタバタと床ゆかをのたうつが、文字どおり手も足も出ない様子の夜美。

　パソコンの画面の中で、映像が再生される。

　全体的に緑色がかった光の中、俺の部屋が映っている。防犯カメラの捉とらえた犯行現場など、赤外線を使った暗視モードでの記録だと、こういう映像が撮とれるということは知っていた。

　けれども、それが自分の部屋だと思うと、何だか不思議な感じがする。

　ベッドの上には、すやすやと眠る俺がいた。

「早送りしよう」

　画面の下部にあるシークバーがどんどん進んでいき──ある瞬しゆん間かんで、部屋に変化が訪おとずれた。

　部屋の中に、影かげが現れたのだ。

『……くっくっく、よく眠っているようですね……』

　カメラがその姿と音声をバッチリと捉とらえる。

　それはまごう事なき、夜美だった。

「違うんです！　これは違うんですよ！」

　芋いも虫むし状態の夜美は、顔を真っ赤にしながらうねついている。

　映像の中の夜美はそれからベッドに近寄り、俺の寝ね顔がおをしばらくじっと眺ながめていた。

「お前、これ何やってんの？」

「な、何もやってませんよ……見たらわかるでしょう……」

　夜美は目を逸そらしながら、しどろもどろになって答えた。

「──動いたぞ！」

　シロの声で、俺はまた映像に意識を集中させた。

　映像の中の夜美は、震ふるえる指を伸ばして俺の頰ほおをつんつんと突つく。

　それから、むふーと満足そうに頰ほおを緩ゆるめた。

「……いや、これは何をやってるんだよ？」

「く、苦痛を与えようとしているに決まっているじゃないですかあ！　虫歯があったら、ほっぺを触さわられるだけで痛いですからね！」

「俺、虫歯なんてないけど」

「──見ろ！　今度は何をする気だ!?」

　シロは鬼き気き迫せまる勢いで、パソコン画面をビシリと指差す。

　映像の夜美は部屋の隅すみに歩いて行き、服かけにかかっていた俺のジャケットを慣れた様子で手に取ると、何のためらいもなく羽織ってみせた。

　そして衿えりそでに顔を埋うめ、また満足そうにむふーと頰ほおを緩ゆるめる。

「何やってんだお前？」

「さ、寒かったんですよお！　夏だからって、クーラーをガンガンにかけて寝るのはやめた方がいいです！　絶対風か邪ぜを引きますから！」

「最初の三十分で、クーラーは切れる設定にしてるはずなんだけど。てか、サキュバスが気温をものともしないって話はどこいったよ？」

「──こ、これは!?」

　シロの声が、また俺の意識を映像へと引き戻す。

　緑色基調で映る俺の部屋の中、ジャケットを羽織ったままの夜美が、床ゆかの上をごろごろと転がっていた。ごろごろごろごろ……と、ずっと見ていても、夜美は転がるのを止めない。

「一いつ切さいの動機が不明……」

「ちょ、ちょっと運動をしたくなったんです！　部屋の中を転がることは、最近女子の間でちょっとしたブームなんですよ！」

「そんなブームがあるのかよ。女子って謎なぞだなあ……てか、そうだったとしても、それを人の部屋でやるんじゃねえよ。結構物音も鳴ってるし」

　実際、夜美が床ゆかの上を縦じゆう横おう無む尽じんに転がるのをやめたのは、本棚にガンと顔をぶつけてからだった。それはもう、結構な騒そう音おんであった。

　夜美は鼻を押さえてしばらくもんどりうっていたが、あるときを境にして何事もなかったかのようにすっと立ち上がると、今度は懐ふところから取りだしたブルーシートを広げ始める。

　ブルーシートには、魔ま法ほう陣じんのようなものが描かれていた。

「何だこれ？」

「ろ、六ろく芒ぼう星せいだ！　やはりこれは淫いん魔まの儀ぎっ……！」

　シロが、ハッと息を吞のむ。

　映像の夜美は六ろく芒ぼう星せいの頂点にそれぞれ蠟ろう燭そくを置き、火を灯ともしていく。

「なるほど、確かにこれは何かの儀ぎ式しきっぽいな」

「私も文ぶん献けんでしか見たことがない！　こ、これはかなり貴重な映像だぞ！」

　そう言って、シロはパソコンにかじりつく。

　文献とかあるのかよ。情報の出典は確か？

　映像の夜美は妙みような踊おどりを踊おどりながら、六ろく芒ぼう星せいの周りをぐるぐると回りだす。

「何というおぞましい光景だ……」

「おぞましいかな、これ？　盆ぼん踊おどりを踊おどってるみたいじゃないか？」

　そう言えば、ちょうどいまは盆踊りのシーズンである。

「目に見えるものだけを信じてはいかんぞ！　淫いん魔まによって行われるこの儀ぎ式しきは、獲え物ものの心を弱める効果があるのだ！　同じような欲望を刺し激げきする夢を見せ続けていると、人は精神にその欲望に対する免めん疫えきを持つことになる。しかしこの儀式をすることによってその免めん疫えきは溶とかされ、自制心は崩ほう壊かいさせられてしまう……」

　そんなシロの言葉で、俺は最近よく見る夢のことを思いだした。

　そう言えば、夢に出てきた夜美は「自制心」シャツの俺を敵視し、「欲望」にまみれた俺にばかり話しかけてきていたなあ、と。

　そして昨日にはついに欲望が肥大化し、自制心を自分の敵と見なすようにまでなった。

　俺が疑ぎ惑わくの目で見つめると、夜美は顔を真っ赤にしたまま、すっと俺から目を逸そらす。

　たったそれだけのことだったが……俺はそれで、夜美が自分のやっていたことを認めたように感じた。
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「え、冤えん罪ざいだ！」

　突とつ然ぜん、芋いも虫むし状態の夜美が叫んだ。相変わらず、顔を真っ赤にしたまま。

「これは私を陥おとしいれるための罠わなです！　ヤス、そんな女の言うことなんて信じてはいけませんよ！」

「黙だまれ、この邪じや悪あくなる淫いん魔まめ！　貴様の悪事は、いますべて明らかになった！」

　そう言ってシロは、夜美の視線から俺を庇かばうようにして立つ。

「康史、もうわかっただろう？　残念ながら、この女はサキュバスだったのだ。あと少しで君はこの女に籠ろう絡らくされ、欲望のまま動く傀かい儡らいとなり果てていただろう」

　当然のことながら、俺は夜美がサキュバスであることは知っている。しかし夜美がサキュバスとして、俺に魅み了りようの力を使っていたかどうかまではわからない……。

　考えれば考えるほど、俺の思考が行きつく先は、最近よく見る夢だった。夜美のことが可か愛わいく感じて、どうしようもなくなってしまう夢……。

「俺は夜美に、籠ろう絡らくされていたってのか……？」

「そうだ。もし君がこの淫いん魔まのことを少しでも好ましく思っているとしたら、それはサキュバスの毒が君に回り始めている証しよう拠こだ。だが、その毒はしっかりと抜くことができる。この抗こう魔ま札ふだをそばに置き、正しい美を認にん識しきすることでな」

　シロはトランクに近づき、改めて抗こう魔ま札ふだを俺の方に差しだしてくる。

「私は、二度と私のように苦しむ者が現れないように、サキュバスに対たい抗こうする方法を編みだした。これを使えば、必ず君は救われる」

　言いながら、彼女は悔くやしそうに下した唇くちびる嚙かんだ。

「私のように？　……あんた、過去に何かあったのか？」

「大好きだった幼おさな馴な染じみが、淫いん魔まの虜とりこになってしまった。私はそのころまだ恋の『こ』の字も知らないくらい幼かったが、あの子を失ったときの悲しみをいま思い出せば、あれがきっと初恋だったのだろうと思う」

「そうか、だからサキュバスを恨うらんでいるんだな……」

「そうとも。幼いながら、私は必死になって淫いん魔まにやられた幼おさな馴な染じみの心を回復させる方法を探した。しかしその方法に辿たどりつく前に、私は両親の都合で引ひっ越こすことになってしまったのだ。幼おさな馴な染じみとはそれっきり……が、いつか私は大好きだったあの子を見つけだし、淫いん魔まの手から救いだしてやろうと思っている」

　シロは眼がん光こう鋭するどく、夜美を睨にらみつける。

「……そして、私は自分が救われればそれで満足するような女ではない。私と同じように苦しんでいる者たちを、すべて救済する──それが、力を持つ者の責務だからな」

　シロの言葉を聞きながら、俺は昨日の晩、夜美の親父さんが言っていたことを思いだしていた。彼自身が睦美さんの虜とりこになり、周りが見えなくなっていたという話。

　親父さんは幸運にもその魅み力りよくから逃のがれ、しっかりと自分を見つめ直す機会に恵めぐまれたようだが、サキュバスの虜になった者たちのみんながみんな、そういうわけにもいかないだろう。

　しかし彼は、こうも言っていた。

　サキュバスの力は、サキュバス自身も不幸にすると。

　俺は、芋いも虫むし状になって床ゆかに転がる夜美と、彼女に敵意を剝むきだしにするシロの間に割って入った。

「……何の真ま似ねだ、康史？」

「……時間が欲ほしい。俺に少しだけ、夜美と二人きりで話し合う時間をくれ」

「駄だ目めだ。話してもいいが、私の目の届くところでやれ」

「それだと腹を割って話せないじゃないか。昼間のサキュバスは無力なんだろ？」

　俺が必死になって訴うつたえると、シロは大きく溜ため息いきを吐ついた。

「……少しの間だけだぞ。私は廊ろう下かにいよう」

「ありがとう」

「もしその淫いん魔まがまた君をたぶらかそうとしてきたら、これを使え」

　シロは真顔で抗こう魔ま札ふだを渡してくる。

　俺が口をすぼめながらそれを受け取ると、彼女はくるりと背を向けて部屋から退出した。

「……おい、何か弁解することはあるか？」

　二人きりになってから、俺は夜美にそう切りだした。

「……や、ヤスが悪いんです……」

「はあ？」

「だって、ヤスが夢の中でも自分の心に正直になろうとしないから……」

　夜美は顔を赤くしたまま、ぽつりぽつりと言葉を紡つむぐ。

「私、いっつもヤスに迷めい惑わくかけちゃってますから……夢を見ているときくらい、ヤスにいい思いをしてもらいたかったんです……」

「迷めい惑わくって、何だそれ」

　そう言えば、以前もこんな話をしたことがあったような気がする。あれは確か、夜美のパイセンが襲しゆう撃げきしてきたときだった。

「てか、迷惑をかけてる自覚があるんだったら、現実の方で自重すればいいだろ。なんで夢の方で帳ちよう尻じりを合わせようとするんだ」

「だって私はヤスと一緒にいたいですから……」

「い、一緒にいたい……？」

「ああ、ご、誤解しないでくださいよっ！　男性恐怖症を治すために、一緒にいないといけないってことです！」

　夜美はわたわたと慌あわてふためきながら、そう言った。

「現実で付き合わせている分、ゆゆゆ夢の世界ではいい思いをさせてあげようと！　こんな気き遣づかいのできるサキュバスは、私を除いていないはずぅ！」

「ということはやっぱり、最近俺に妙みような夢を見せていたのは、お前で間違いないんだな？」

「ど、どんな夢を見ているまでは知りません！　……言ったことありますよね？　サキュバスは、人の欲望に沿った夢を見せてあげられるって。私はヤスの欲望を刺し激げきしていましたけど、その夢に入り込むようなことはしませんでした！　これは本当です！」

　夜美は必死な様子で訴うつたえてくる。

　しかし、それはそれで問題だと思って、俺は気まずくなった。

　夜美の夢ばかり見ていたのが、俺の欲望の結果だって……？　夜美に見せられていたと言われた方が、まだマシではないか……。

「……最初のころ、ヤスは素す直なおに私の夢を楽しんでいてくれているようでした。でも、途と中ちゆうから夢の中でも我が慢まんするようになってきたんです。リリィに相談したら、さっき私が映像の中でやっていた儀ぎ式しきを教えてくれました。サキュバス界に伝わるあの儀式をすれば、ヤスはちゃんと素す直なおになって、欲望に沿った夢を見るようになるって……だから……」

「儀式っていうのは、頰ほおを突つついたり、ジャケットを羽織ったり、床ゆかを転がったりもか」

「いえ、あれは単純に私がやりたかっただけで──」

　と、そこで夜美は口とつぐむ。

「どうかした？」

「い、いえ、何でもありません！　そうですよ、あれも儀ぎ式しきの一いつ環かんなんです！　ああやって意識を集中させて、ブルーシートに刻まれた六ろく芒ぼう星せいで魔ま力りよくを増ぞう幅ふくさせるんです！」

「そのへんのやり方はどうでもいいんだけどさ」

　俺はおろおろする夜美のそばに腰こしを下ろし、凄すごむようにして言った。

「……お前、ほんっとうに、俺の夢を覗のぞいてないんだろうな？」

「覗いてません。だって、怖いし……」

「怖い？」

「ヤスの欲望が見せた夢に……誰が出てくるのか怖いんです……」

「なんで？」

「そ、それは……だって……もし、他の女の人が出てきたら……」

　そこまで言って、夜美はごにょごにょと言いい淀よどむ。しかし、それから俺の方をちらりと見ると、ますます顔を赤くした。

「あれ、でも前ヤスは最近、私の夢をよく見るって言ってましたっけ……？」

「いや、それは……」

　と、途と端たんに俺もモゴモゴと口ごもった。

「た、確かにお前の夢を見てたけれども！　それは夢の中のお前が二次元イラストを描いてくれたからだ！　俺は《夜よ月づき花ばな堂どう》の同人誌に囲まれ、欲望の限りを尽つくしていた！」

「……そうなんですか？」

「そうとも！　お前、イラストにサキュバスの力を込めてるんだろう！　俺がそれに取とり憑つかれても仕方ないって話だ！」

　必死になって誤ご魔ま化かす。

　何なの、この状況……？

　俺は夜美を糾きゆう弾だんしようと思っていたんじゃなかったのか？

「……なあ夜美、お前ってさ、何の力も込めていないイラストを描けたりしない？」

　引き下がれなくなった俺は、赤い顔の夜美に向かってそんなことを訊きいていた。

「──へ？」

「サキュバスの力を使わずにイラストを描くってことだよ。最近思うんだよな。俺はひょっとしたら夜美のイラストが好きなんじゃなくて、夜美のイラストに込められたサキュバスの魅み力りよくが好きなだけなんじゃないかって……」

　それを聞いて、むっとした表情になる夜美。

「そんなことありません！　ヤスは私のイラストが一番好きに決まってます！」

「そしたら、描いてみろよ。描けるんだろ？」

「描けますとも！」

　俺の挑ちよう発はつに乗るようにして、夜美はドヤ顔を浮かべる。

　なんだか、ほっとした。

　夜美とこういうやりとりをしているときの方が安心できるのはなぜだろう……？

　空気をやむやにするために、俺は一度、大きく咳せき払ばらいした。

「そ、そしたら、いまはお前がやってたことは不問にして、ひとまず逃にがしてやる。わかってると思うけど、イラストのためだからな？　俺は、二次元の探究者だから……」

　そう言って夜美に近づき、彼女の身体からだを拘こう束そくする縄なわに手をやる。

　しかし運の悪いことに結び目は夜美の身体からだの正面にあって、俺は顔に血が上ってくるのを感じながら、ごそごそと彼女の胸むな元もとをまさぐる羽目になった。

「う、うぅん……」

「ば、馬ば鹿か！　妙みような声出すなよ！」

「だって、ヤスが変なところを触さわるから……」

　これは不ふ可か抗こう力りよくだ、不可抗力だと念じながら、やっとの思いで結び目を緩ゆるめる。

「よし、解けたぞ！　さ、ここは俺に任せて逃にげたまえ！」

　しかし夜美は、俺の方を上目づかいで見つめた。

「どうやって逃げるんです……？」

「え」

「外にはさっきのヤバい女の人がいるじゃないですか。どうやって逃げるんですか？」

「いや、サキュバス的な力を使って窓から逃げればいいだろ。お前、飛べるじゃん」

「いまは太陽が空にあるから飛べませんよ」

「噓うそだろ……？　リリィは昼でも姿を隠かくしたりできたじゃん」

「リリィはリリィ。私はできません」

　嫌いやな沈ちん黙もくがあった。

　しまった、こいつがクソ雑ざ魚こサキュバスであることを失念していた。

　俺は自分の手に収まる縄なわに視線を落としてから、思いつきを口にする。

「ちょうどここに縄があるし……これを垂らして二階の窓から逃にげればいいんじゃないか」

「手を滑すべらせて落ちたらどうするんです！」

　確かにこいつ、どんくさそうだしなあ……。

「よし、そしたら俺が先に下に行くから、お前はあとからくるんだ。一階の部屋からクッションか何かを探してきて、下に置いとくからさ。それなら、万が一のことがあっても大丈夫」

　それでもまだ夜美は納なつ得とくできていない様子だったが、これ以上の議論をしている時間はない。

　俺は机の脚に縄をきつく結びつけると、その先を窓の外に放り投げた。

「──康史！　大丈夫か？　籠ろう絡らくされていないか!?」

　そのとき、ドアの向こうからシロの声がして、ドキリとする。

「大丈夫だ！　もう少し時間をくれ！」

　大声を出してから、夜美に向き直る。

「……急がないとマズい。とりあえず、俺は先に行く」

「き、気をつけてくださいよ？」

　夜美の言葉が終わるのを待たずに、俺は窓から身を投げだしていた。

　想定ではムービースターめいた身のこなしで、縄なわを支えに壁かべを蹴けりながら格好よく降りるつもりだったのだが、握あく力りよくが貧ひん弱じやくなせいか、身体からだを壁かべにずるずるとこすりつけ、そのまま落下するようにして地面に着地する羽目になった。

　足がジンと痺しびれたものの、ひとまずのところ怪け我がはない。

　しかしやはりこの降り方は危険だ。少なくとも、夜美には無理！

　そう思った俺がクッションになりそうなものを取りに行くため、玄げん関かんに足を向けようとしたとき、頭上から声が響ひびいた。

「──ヤス！　下にいてください！」

　見ると、夜美のやつはすでに、窓から半身を乗りだしているではないか。

「お、おい、まだだっつうの！　お前、何やってる！」

「だって、何かあの人がものすごい勢いでドアをノックしてるから……！」

　夜美は涙なみだ目めのまま、縄を握にぎり締しめる。

　それから足をこちらに向けると、下からピンク色のパンツが丸見えになった。

　よくよく考えれば、今日の夜美はスカートであった。

　うーん、こんなところにも計画の欠けつ陥かんがあったとは。

　俺はハハハと笑いながら──全力でその場から逃にげだそうとした。

「わあ、どこに行くんです!?　落ちちゃううう！　ちゃんと下でサポートしてくださいよお！」

「わ、わ、危ねえ！」

　夜美が、ずるずると壁かべに身体からだをこすりつけながら、落ちてくる。

　俺は咄とつ嗟さに身体からだを投げだし、夜美を抱だき止めた。

　勢いをそのままに、夜美の下した敷じきになるようにして崩くずれ落おちる。

「ヤス！　ヤス！　だ、大丈夫ですか!?」

「うう……大丈夫……ぐふっ」

「わあ、ごめんなさい！　ごめんなさいいぃ！」

　半泣きの夜美がすがりついてきて、俺は下敷きになった痛みそっちのけで慌あわててしまった。

「だ、だから大丈夫だってば！　謝あやまるくらいだったら、せめてこういうときはズボンを穿はいてこいよ！　びっくりするだろ！」

　その言葉で、夜美はスカートがめくり上がったままになっていることに気がついたらしい。

　顔を真っ赤にして、さっとスカートの裾すそを押さえる。
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「……こんなことになるなんて、想定してるはずないじゃないですか！　もう、ヤスのばか！　えっち！」

「俺だって、見たくて見たわけじゃないわい！」

「──貴様ら！　これはどういうつもりだ！」

　頭上から響ひびき、俺たちはハッとなった。

　窓から身を乗りだしたシロが、怒りの形相で俺たちを見下ろしている……。

「こんなことをやってる場合じゃねえ！　夜美、逃にげるぞ！」

「え……あ、はい！」

　俺は立ち上がると、夜美の手をきつく握にぎり締しめて駆かけだした。

「康史！　気をしっかり持て！　抗こう魔ま札ふだを見て、淫いん魔まの誘ゆう惑わくを振ふりほどくのだ！」

　シロの声が背中越ごしに響ひびいたが、俺は決して振ふり返かえらなかった。
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　必死になって逃にげて、俺たちは近くの公園にあるタコさん滑り台の中に身をひそめた。

　ちらりと外をうかがうが、子どもたちがキャッキャと遊び回るだけで、シロが追ってきている様子はない。

　俺はほっと一息ついてから、隣となりの夜よ美みを促うながした。

「……リリィに電話して、助けを求めよう。変なやつに追われるってさ。あいつなら、何とかしてくれる気がする」

「携けい帯たいもタブレットもバッグの中に入れっぱなしでしたから、ヤスの家です。ヤスのを貸してくれませんか？」

　ポケットをまさぐり、そこが空っぽであることに気づく。

「……俺のも家にあるわ」

「財さい布ふも置いてきちゃいましたから、電車にも乗れませんね……夜になるまで、ここで身を隠かくしておきましょうか」

「まだ正午にもなってないぞ」

「そうですね。時間はたっぷりあります」

　そう言われて辺りを見み渡わたすと、タコさん滑り台の中は随ずい分ぶんと狭せまい場所だった。

　そのとき俺は、ずっと夜美の手を握にぎりっぱなしだったことに気づいた。慌あわてて放そうとしたけれども、夜美がぎゅっと力を込めてくる。

「よ、夜美……？」

「もうちょっとだけ、こうしていてください……その……怖かったから」

　近くにいる夜美はほんのりと頰ほおを染めていたが、タコさん滑り台の赤いペンキが反射しているだけかもしれないと思うことにした。

　夜美が身じろぎして、俺たちの肩がくっつく。

　俺は目を伏ふせる夜美を横目に見ながら、どぎまぎしていた。

　しおらしくしている分には、その……夜美にだって、ある程度の可か愛わいげというものがあると思う……とか、そんなことを考えていると、

「ヤス、さっきの本当に大丈夫でした……？」

　突とつ然ぜん夜美に話しかけられ、俺は飛び上がりそうになった。

「──ひああ!?　え、何!?」

「窓の下で私を受け止めたとき、変な声出してましたよね……？　どこか痛めたりしてませんか……？」

「だ、大丈夫、大丈夫。それより窓から降りるときに、壁かべでちょっとこすった腕の方が痛いくらいかな。お前はどこか擦すりむいたりしなかったか？」

「縄なわを握にぎってた手が少し痛いです。でも、左手だから大丈夫……」

　夜美は右手で俺の手を握にぎったまま、左手を開いて見せる。

　中指の付け根が赤くなっているのを見て、俺は顔をしかめた。

「ちゃんと曲がるか、それ？　折れたりしてないよな？」

「大丈夫です。それに、右手じゃなくてよかったです。右手だったら、しばらくイラストを描けなくなっちゃうところでしたから」

　そう言って、夜美は目を伏ふせる。

「……ヤスも、私がイラスト描けなくなっちゃったら困るでしょう？　だから、よかったです」

「何だよそれ」

「ヤスがイラスト目当てに私に付き合ってくれてるの、ちゃんとわかってますから」

　それを聞いて、何だか胸の奥がきゅっと締しめ付つけられる気がした。

　俺は夜美に、夜美自身よりも彼女の描くイラストを重視していると思われているのか。

　いや、確かに俺は普ふ段だんからそう振ふる舞まっているし、夜美にそう思われようと躍やつ起きになっているところがある。

　でも……。

　と、俺はちらりと夜美の顔に目をやった。

　夜美とこれから付き合っていくには、君の心にはまだ隙すきが多すぎる──そう言った昨日の親父さんを思い出しながら。

「……夜美ってさ」

「はい？」

　俺の呼びかけに、夜美がパッと顔を上げて応える。

「さっきも言ったけど、イラストにサキュバスの力を込めるんだろ？」

「そうですね。そうしないと、色欲さまに欲望を送れませんから」

「他のサキュバスは、自分に魅み了りようの力を使うんだよな？　男を魅み了りようして自分に欲情させて、その欲望を搾しぼり取とる。それが、一般的なやり方なわけだろ？」

「そうですね」

「……お前は、自分自身に魅み了りようの力は使ってないわけ？」

　そう言って、俺はじっと夜美を見つめた。

　いま俺の頭にあるのは、夜美の親父さんの話を聞いたあと心に湧わき起おこった、あの苛いら立だちのような感情だった。

　自分の好きなものが否定されてしまったかのような気持ち……。

　夜美はイラストに魅み了りようの力を込める。

　ならば俺が数あるイラストの中でも、特に夜美のイラストに引きつけられてしまうのは、彼女がイラストに込めた魅み了りようの力にやられてしまっているだけかもしれない、と。

　そしたらいまの俺の気持ちはどうなるんだ？

　夜美と手を繫つなぎ、身体からだを寄せ合っていてどぎまぎしてしまういまのこの気持ちも、サキュバスの魅み力りよくとやらにやられているだけなのか？

　俺には、どうしてもそう思えなかった。思いたくもなかった。




「私は、自分自身にそういう力は使いません」




　そのとき、夜美が首を横に振ふって、俺は頭をガツンと殴なぐられたような気になった。

「だって、私は男の人が怖いんです。男の人にそういう気持ちを向けられるのが……。だ、だから、自分に魅み了りようの力は使いません」

「……そっか」

　俺は大きく息を吐はいて、すぐそこにある赤いコンクリートの天てん井じようを眺ながめた。

　安心したような、それでいてむず痒がゆいような気持ちで、胸の奥がいっぱいになっていた。

「夜美、俺さ」

「はい」

「……多分、夜美が魅み了りようの力を込めずに描いたイラストにも、萌もえられると思う」

　俺がそう言うと、夜美は不思議そうに首を傾かしげた。

「どうしてそう思うんです？」

「いや、なんとなく」

「……まあ、それは当たり前ですけどね。私以上の魔ま絵え師しなんて、存在しませんから」

「描いて見せてくれ。それが多分、いまの俺にとって一番重要なことなんだと思う」

　夜美はしばらく何も言わずに、きょとんとした顔で俺を見つめていた。

　俺は親父さんが言うように、自分の感情をコントロールするとか、そういう器用なことはできない人間だと思う。

　でも、何かを好きという感情と、男としての欲望を切きり離はなして考えることくらいはできるはずだ。

　自分の中にきちんと好きという感情があるなら、それでいい。俺は親父さんのようなダンディな哲てつ学がくに辿たどり着つくことが正しいとは、決して思わない。

　好きなものに燃え上がって……いや、萌もえ上がって、何が悪いというのか。

「俺はお前のイラストが好きだ。この気持ちだけは、誰にも──たとえ、サキュバスの魅み力りよくの力にだって否定させねえ」

「──残念ながら、それはまやかしだぞ、康やす史し」

　突とつ然ぜん、タコさん滑り台の中に声が反はん響きようし、俺は仰ぎよう天てんした。

　ハッと上を見ると、遊具の上部に開けられた穴から、シロがこちらを睨にらんでいるのがわかった。





２






「ど、どうしてここが……！」

　俺は夜美の手を引いてタコさん滑り台から出ると、また走りだそうとした。

　しかし、地面に数枚の抗こう魔ま札ふだが突つき刺ささり、俺たちの行く手を阻はばむ。

「この抗こう魔ま札ふだにはすべて私の力が込められている。それを辿たどってきただけのことだ」

　その言葉に振ふり向むくと、真っ白な髪かみをたなびかせたシロが、悠ゆう然ぜんと腕を組んでいた。

　彼女の周りには、奇き怪かいな造形をしているキャラクターが描かれた抗こう魔ま札ふだが大量に浮かんでいる。

　俺はそのとき、自分の服にも、一枚同じものが貼り付けられていることに気がついた。

「ふっ、気がついたようだな、康やす史し。それは私が君に渡していた抗こう魔ま札ふだ！　先ほど二階の窓から庭でいちゃついていた君を見つけたとき、そばにそれが落ちているのを発見して、咄とつ嗟さに念力で貼り付けていたのだ」

「いちゃついてねえよ！」

「いや、いちゃついていたぞ！　あまりのバカップルっぷりに、見ているこちらの背筋が凍こおるほどだった！」

　シロは組んでいる腕を、さすさすと寒そうにさする。

　いや、そこまでじゃなかったでしょ？　こっちは必死にやってたってのに。

「まあ、そんなことはどうでもいい。君は淫いん魔まに籠ろう絡らくされているだけだからな。君の罪は問わん。しかし──」

　シロは、鋭するどい視線を夜美に向ける。

「──貴様は許さん。まさか虜とりこにした下げ僕ぼくをクッションにして脱だつ出しゆつを図はかるとは、残ざん虐ぎやくを通とおり越こした残ざん忍にん！　ここまで卑ひ劣れつな淫いん魔まの話など聞いたことがない！」

　すると夜美は俺の背中に隠かくれるようにして、おずおずと声を出した。

「あなた、まさかこれまでも何人かのサキュバスと戦って……？」

「いや、貴様が初めてだ」

　それを聞いて、俺はずっこけそうになった。

　何だそれ！　いままで「私こそサキュバスの専門家です」みたいな口調で話してたくせに！

「か、数は問題ではないのだ！　……誰にでも最初というやつはあるものだからな」

　流石さすがに自分でもいまのは恥はずかしいと思ったのか、シロは少し頰ほおを染めている。

「……でもあんた、よくそれでそこまで自信満々のベテラン面できたな」

「私はこの抗こう魔ま札ふだの技術を確立させるため、長きに渡って修しゆ行ぎようしてきた。そして、ようやく最近になって、自分でも満足のいくイラストが描けるようになったというわけだ。その労苦が、いまの私に自信を与えている」

「もっと生産的なことの習得に、時間を費ついやした方がよかったのでは……？」

「黙だまれ！」

　夜美の何気ない発言に、シロは顔を真っ赤にして怒ど鳴なる。

「私の力の源は、信しん仰こうだ！　私の描いたイラストに対する崇すう拝はいや、敬意の心……それを集めるためには長年の歳さい月げつが必要だったのだ。結果として、私は青春も恋もすべて人生から切り捨ててきた！　これもすべて、淫いん魔まをこの世から滅ほろぼすため！」

　シロがさっと手を天にかざすと、周囲に浮かぶ抗こう魔ま札ふだがぐるぐると回り出す。

　そばで遊んでいる子どもたちが、「スゲー！」と目を輝かがやかせていた。

「──この抗こう魔ま札ふだで退治するサキュバス第一号が、貴様だ！」

　連なって帯のようになった抗こう魔ま札ふだが、こちらに襲おそい掛かかってくる。

　しかし俺が夜美を庇かばうようにして立つと、抗こう魔ま札ふだはピタリと止まった。

「くっ、卑ひ怯きよう者め！　康史を解放しろ、淫いん魔ま！　貴様が彼を籠ろう絡らくしていることはわかっているんだぞ！」

「俺は籠絡なんてされてねえ！」

「淫いん魔まにやられた者は、みなそう言うのだ！　私の幼おさな馴な染じみもそうだった！　『あの子はサキュバスだけど、そういうのは関係ないから』──とな！」

「夜美は特とく殊しゆなんだよ！　あんたが思っているようなサキュバスじゃないんだ！　夜美には、男を魅み了りようするような度胸はねえ！」

「そんなサキュバスは存在せん。仮にいたとしても、そんなイレギュラーに一発目からあたるものか！」

「それはそっちの都合じゃねえか！　もっと経験を積め！」

　俺は怒ど鳴なった。

　何とかこの窮きゆう地ちを切り抜ける方法を考えながら……。

「君がその淫いん魔まを守りたいと思う気持ち。それこそが、君が籠ろう絡らくされている証しよう拠こなのだぞ？」

　そのとき、諭さとすような口調でシロが言う。

「な、何だって？」

「そうだろう。仮にそうでなければ、君が自発的にその淫いん魔まを守ろうとしていることになるのだからな。魅み了りようされることなく、ただ純じゆん粋すいにその女に惚ほれてしまったとでもいうのか？」

　それを聞き、俺は身体からだ中からぶわりと冷ひや汗あせが噴ふきだすのを感じた。

「い、いや、それはまた違う問題だろ……？」

　言いながら、俺は慌あわてて夜美の方をちらりと見つめた。

　夜美は、顔を真っ赤にして固まっている。

「え、ヤス、惚ほれ……って……？　どういぅ……」

　たどたどしく夜美の口から出てくる言葉は、ほとんど意味を成していなかった。

「ち、違うからな！　別に俺は惚ほれた腫はれたで、お前のことを庇かばってるわけじゃないから！」

「何がどう違うというのだ！　人間が淫いん魔まに惚ほれることなど、普通ではありえんのだ！　籠ろう絡らくされていると認めろ！」

「わかった、俺は夜美に籠ろう絡らくされている！」

　俺は即そく座ざに折れた。

　そうしないと、夜美に勘かん違ちがいされてしまうからな！

　これは戦略的撤てつ退たいというやつで、敗北ではない。意い志し薄はく弱じやくというやつでもない。

　シロはふっと笑った。

「ならばそこをどけ、康やす史し！　君がいま抱だいているその淫いん魔まへの思いは、作られた偽にせ物ものだということが理解できたはずだ。君の精神から、その偽にせ物ものを取り除いてやろう！」

「それは……その、断るっ……」

「君のためだ。苦しいのは一いつ瞬しゆん。そのあと、なぜ熱中していたのかわからないほど、そんな女のことはどうでもよくなる」

　いったいどうすればいいんだ！

　籠ろう絡らくされていることにしないと夜美が誤解するし、籠ろう絡らくされていることにすると今度はシロが我わが物もの顔がおになるし……。

　あちらを立てればこちらが立たずとは、まさにこのことではないか！

　窮きゆう地ちに立たされた俺はそのとき、天てん啓けいのようなアイデアを思いついた。

　俺は夜美の方を向き、ひそひそと小声で話した。

「……おい、夜美。いまから、俺は噓うそを吐つくからな」

「……へ？」

「……あの頭のおかしい女を追おい払はらうためだよ。まったく露つゆほども思ってもいない噓うそを吐つくけど、絶対にその気にするんじゃねえぞ」

「どういうことです……？」

　俺は夜美が言い終わるのを待たずに、シロに向き直った。ビシリと指を突つきつける。

「──おい、救世主とやら！」

「何だ！　迷える子羊よ！」

　思っていたよりも強い反応が返ってきて、思わず面めん食くらう。

　しかし、俺は気を取り直して、さらに強い態度に出ることにした。

「さっき俺は夜美に籠ろう絡らくされていると言ったが、少し訂てい正せいさせてもらう！　それは半分噓うそで、半分本当のことだ！」

「何ぃ!?　……どういうことだ？」




「──俺は夜美のことが好きだ！」




　俺がそう言うと、公園の時間が止まった気がした。




「確かに、俺は夜美に籠絡されている！　だけど、それはこいつのサキュバスとしての魅み力りよくにやられているわけじゃあない！　ただ単純に、夜美という女の子が好きなだけだ！」

「な、何だと……？」

　言いながら、シロはよろりと後ずさる。

「だから俺の心の中にある夜美への気持ちは、偽にせ物ものなんかじゃない！　あんたが夜美を退治したところで、俺の中から夜美への思いは消えないし、むしろあんたを憎ぞう悪おするようになるかもしれない！　あんたは、大好きだった幼おさな馴な染じみをサキュバスに奪うばわれて、サキュバスを恨うらんでいるんだろ!?　そんでもって、同じ気持ちを他のやつに味わわせないために、いまの活動を始めたって言ってたよな！」

「そ、そうだが……」

「だったら、俺から夜美を奪うのは筋すじ違ちがいってもんだ！　あんたはいま、あんたから幼おさな馴な染じみを奪うばったサキュバスと同じことをしようとしている！　俺は夜美のことを、サキュバスとしてではなく、ただ一人の女の子として好きなんだ！」

　決まった──と思って、俺は内心でニヤリと笑えみを浮かべた。

　そうとも、最初からこうしていればよかったんだ。

　夜美にはあくまで噓うそと言い張っておけば、あることないこと何でも口にすることができるわけである。

　俺が勝利を確信しながらちらりと背後を振ふり返かえると、そこには身じろぎすらせず、顔を真っ赤にして固まる夜美がいた。

「ヤ、ヤス……」

「──ん？」

「いま私のこと、好きって……」

「いや、お前、ちゃんと話聞いてたあ!?　噓うそ吐つくってちゃんと念を押したよね!?　好きとか噓うそだから！　本気にするなよ！」

　俺が慌あわてて夜美に説明していると、

「噓うそ!?　噓とはどういうことだ、康やす史し!?」

　今度はシロの叫び声が聞こえて、さらに慌あわてて振ふり向むく。

「──噓うそじゃなかったあ！　騙だまされたな、俺は本当に夜美のことが好きだ！」

「……私のことが好き……」

　背後から、か細い夜美の言葉が聞こえ、俺は頭をかきむしった。

　ち、違うんだあ！　どうしてこう何もかも裏目に出るんだ！

　焦あせった俺が、歯ぎしりしながら事態をどう収しゆう拾しゆうさせようか悩んでいると、




『──俺は夜美のことが好きだ！』




　と、俺の声が公園に響ひびき渡わたった。

　──え？　と思って見ると、シロが胡う乱ろんげな表情で、ペンのようなものをいじっているところだった。

　彼女がペン先を捻ひねると、また俺の声が響き渡る。




『──俺は夜美のことを、サキュバスとしてではなく、ただ一人の女の子として好きなんだ！』




　俺は啞あ然ぜんとしてしまい、気づいたときには、ぽかんと口を開いていた。

「ちょ、ちょっと待って。なにそれ……？」

「ペン型の録音機だ。万が一のため、会話の一部始終を録音していたのだが……」

　シロは困こん惑わく顔がおをこちらに向ける。

　いや、困惑してるのはこっちなんですけど？

「君が本気かどうか確かめようと思って、いまの言葉を再生しているのだ。しかし、私にはどうにも判断できん。うーむ、この音声を噓うそ発はつ見けん器きにでもかけてみるか……」

「て、てめえ！　盗とう撮さつの次は盗とう聴ちようか！　いい加減にしやがれ！」

「必要なことなのだ」

「消せえ、いますぐ！　そんな音声をこの世に残していてたまるかあ！」

　顔を真っ赤にして詰つめ寄よる俺から、シロはさっと身をかわす。

「もう一度再生してください！」

　そのとき夜美が言って、なぜか敵のはずのシロがその言葉に従う。




『──俺は夜美のことが好きだ！』




「やめろおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　俺は身も世もなく、頭を抱かかえて地面の上を転がり回った。

「その音声、いくらですか!?　い、言い値で買いましょう！」

　シロにぐいと迫せまり、彼女を思い切りのけぞらせる夜美。

「いや、でもこれは売り物じゃないし……」

「堅かたいこと言わないでください！　サキュバス界闇やみの権力を使えば、それをあなたから奪うばうことなんてわけはないんですよ？　大人しく交こう渉しように応じた方が身のためです！」

「サキュバス界闇やみの権力……？」

　そう言って、シロは何かを思いだしたかのように、ハッと息を吞のんだ。

　それからさっと手を掲かかげ、帯状にした抗こう魔ま札ふだで夜美の身体からだをぐるぐる巻きにする。

「──やったぞ！　ついに淫いん魔まを捕とらえた！」

「ああ、私としたことが！　くっ、何という卑ひ劣れつな罠わな！」

　そんな二人を見ていて、俺は無む性しように家に帰りたくなった。
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「──紆う余よ曲きよく折せつはあったが、いよいよ私は救世の本ほん懐かいを遂とげられる！　邪じや悪あくなる淫いん魔まを絶ぜつ滅めつさせる最初の一歩を、いまこそ踏ふみだすのだ！」

　シロは勝かち誇ほこりながら、帯状になった抗こう魔ま札ふだをぐいと引っ張った。

　すると、それに縛しばられた夜美が、「うう……」と苦しそうに呻うめく。

「おい、ちょっと待てって！　強ごう引いんに物事を進めようとするなよ！」

「やかましい、淫いん魔まはすべて悪なのだ！　そこに例外もクソもあるか！」

　シロは目に狂きよう気きを宿らせて喚わめき散らす。

「私から幼おさな馴な染じみを奪うばい、青春を奪うばい、普通に生きることを奪うばった淫いん魔ま！　淫いん魔まはずっと私を否定してきた！　今度は、私が淫いん魔まを否定してやる！」

「やめろ！　夜美は本当に、あんたが思ってるようなサキュバスじゃないんだって！」

「もはや聞く耳持たん！」

　そのとき拘こう束そくされた夜美が、必死の形相で叫ぶ。

「あの、あまりサキュバスに手を出さない方がいいですよ！　サキュバス界闇やみの権力に逆らうと、本当にとんでもない目に遭あいますから！　こ、これはあなたのために言ってるんです！」

「ふん、命いのち乞ごいの噓うそか！　やはり悪あく魔ま、腐くさった性しよう根ねは死を前にしても治らんらしい！」

「噓じゃありません！　特に、色欲さまのお気に入りサキュバスに危害を与えようとするのは、自殺行こう為いですから！　業界が黙だまっていませんから！」

「ならば、これが私の決意表明になるだろう！　貴様を討うち、貴様の仇かたきを取ろうとやってくる淫いん魔まのすべてを滅ほろぼす！　むしろこちらからやつらを探さなくて済む分、手間が省けていい！」

　シロは、さっと片手を天に掲かかげた。渦うずを巻きながら上じよう昇しようする抗こう魔ま札ふだの奔ほん流りゆうが、巨きよ大だいな塔とうを作り出す──。

　塔とうにつられて空に目を向けたとき、俺はそこに漂ただよう真っ黒な暗雲を見つけた。

　ああ、なんて天気だ。ついさっきまで雲一つない快晴だったのに……。

「──食くらうがいい！　我わが青春をかけた一いち撃げき！」

　叫びながら、シロは手を振ふり下ろした。抗こう魔ま札ふだでできた巨きよ大だいな塔とうが、身動きできずにいる夜美に向かって倒れ込んでくる。

「よ、夜美いいいいいいいいいいいいい！」

「さらば、淫いん売ばいの悪あく魔まよ！　白しろ野の流りゆう退たい魔ま法ほう最さい終しゆう奥おう義ぎ……天てん昇しよう退たい魔ま塔とう！」

　そのとき、ゴロゴロと空の暗雲が低く唸うなったかと思うと、いきなり強きよう烈れつな光が辺りに弾はじけた。次の瞬しゆん間かん、グワアアン！　と凄すさまじい轟ごう音おんが響ひびき渡わたる。

「ら、落らく雷らいだと……!?」

　そう叫んだのはシロだった。

　キーンと耳鳴りがする中、俺は辺りをキョロキョロと見み渡わたした。

　天に向かって伸びていた抗こう魔ま札ふだの塔とうが、綺き麗れいさっぱり消え去っている。

　大気を割さいて降り注いだ稲いな妻ずまの一いち撃げきが、その塔とうを吹ふき飛とばしてしまったようだった。




　──場に起きた変化はそれだけではない。

　シロの横で抗こう魔ま札ふだにぐるぐる巻きにされた夜美の身体からだから、ピンク色のオーラがほとばしり出ているのを見つけて、俺はギョッとなった。

　まるで夢の中の夜美が纏まとっていたようなオーラ──いや、あれ以上のオーラが、いまの夜美の身体からだから絶えず噴ふきだしている……。




「お、おい、夜美……？」

「……困るのう」

　と、口を開いた夜美の第一声がそれだった。

「こやつは妾わらわの舌を満足させられる力を持った数少ないサキュバス……それを奪うばわれるというのでは、な」

「──は？」

　カッと見開かれた夜美の瞳ひとみは、ピンク色に輝かがやいている。

「……おい、そこの女」

「わ、私のことか……？」

「他に誰がいるというのじゃ。こやつの身体からだを縛しばり付つける呪じゆ札さつをどけい」

「何を……？」

　シロは突とつ如じよとして雰ふん囲い気きを変えてしまった夜美を見て、完全に混乱しているようだった。

「どけぬと言うのなら、妾わらわに刃は向むかったと見なすぞ？　神に逆らって生きていられると思わぬことじゃ」

　いまの夜美は何というか……すごい「強者感」があった。

　何が起こったのかわからない……。わからないが、先ほどまでの夜美とは根本的に異なっていることだけは直観的に理解できた。

　夜美の身体からだを覆おおうピンク色のオーラが、さらに増していく。

　夜美は、そこで何かをしているようには見えない。少なくとも、俺の目には彼女の身じろぎすら捉とらえられなかった。

　しかし次の瞬しゆん間かん、夜美の身体からだを縛しばり付つけていた帯状の抗こう魔ま札ふだが、シューと音を立てて溶とけていく。

　自由を取り戻した夜美は、目を細めて、そばに立つシロを見つめた。

「う、ううぅ……!?」

　ただならぬ気配を察知したのか、シロはその場から大きく飛び退すさる。

「どうしたのじゃ、背神者よ？　妾わらわに刃は向むかうのではなかったのか？」

「くそっ！」

　シロは残る抗こう魔ま札ふだを操あやつり、また帯状にして夜美に叩たたきつける──が、それらは夜美の身体からだに到とう達たつするかどうかというところで、ドロリと溶とけて消え去ってしまう。

「ふっふっふ、無む駄だじゃ無駄じゃ。どれほど力があろうとも、お主は人間に過ぎん。妾わらわは神──それも、この世に存在する淫いん奔ぽんのすべてを統すべる超ちよう越えつ者しやよ！」

　夜美はニヤリと笑うと、ピンク色のオーラを伸ばしてシロの身体からだを絡からめ取とった。

「き、貴様！　何を……!?」

「自分の末路が気になるか？　答えは簡単、神に逆らった者は地じ獄ごく行きじゃ。そう相場が決まっておろう？」

「神──神だと？　笑わせるな！　貴様は単なる邪じや悪あくの権ごん化げにすぎん！」

「そんな反はん抗こう的てきな態度を取る者を屈くつ服ぷくさせるのも、一興というもの。お主はどうやら、男を知らんようじゃな？　そしてこの世のもっともすばらしい快楽も……いまから妾わらわが手ずから、それを教えてやろう」

「な、何……？」




「快かい楽らく地じ獄ごくへ堕おとしてやる」




　そう言うが早いか、夜美はすっと手を前に伸ばした。

　そして、器用にくいっと小指だけを曲げる。

　瞬しゆん間かん、シロの身体からだがビクリと跳はねた。

「あ、ふ、ああぁぁぁァァァァァァ……っん♥！」

「ふっふっふ、可愛いやつめ。初めての快楽にもだえておるわ。果たして、どこまで耐たえられるかのう？」

「ま、負けないっ！　こんな……こんなことくらいでっ……私はっ……んんっ♥！」

「ほらほら、気をしっかり持て。いまお主が感じている快楽は、まだ相場の二倍程度なのじゃぞ？　妾わらわの力を持ってすれば、快楽の感度を三千倍まで引き上げることができる」

「感度三千倍……？」

「そおれ、次は三倍じゃ！」

「あ、ああああああっ……♥」

　これはいったい、何を見せられているのだ……。

[image: ]

　俺は呆ぼう然ぜんとしながら、目の前で繰くり広ひろげられる夜美とシロのやりとりを見ていた。
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　ピンク色の触しよく手しゆに拘こう束そくされたシロが、ガクガクと痙けい攣れんし始めたところで、俺はハッと正気を取り戻した。

　ヤバいだろ、これ……。夜美が何をやっているのかわからないけれども、とにかくこれを続けさせてはいけない気がする。

「おい、女。もう堕おちたのか？」

「私は……負けにゃいっ……」

「ふっふっふ、それでこそよ」

　悠ゆう然ぜんと笑えみを浮かべる夜美に、俺は慌あわてて近寄った。

「おい、夜美！　どうしちゃったんだよ！　さっきから、何か変だぞお前！」

「引ひっ込こんでおれ。妾わらわはいま、この女で楽しんでおる」

「わけわかんないこと言ってねえでさ！　シロはちょっとやり過ぎたかもしれないけど、お前の方だって明らかにやり過ぎだぞ！　見ろ、あいつ白目剝むいてるじゃねえか！」

　シロの方を指差すと、彼女は白目を剝いたまま、ビクンと一ひと際きわ大きく身体からだをのけ反らせた。

「てかお前、これっていったい何をしてるんだよ……？」

「言ったであろう？　快楽を刻きざみ込こんでおる」

「……快楽？」

「この世に存在するすべての生き物が決して抗あらがえぬもの……それが快楽じゃ。見るがよい、あの女のだらしない顔を」

　そう言われて、俺は改めてシロの方を見つめた。

「負けないっ……私は……こんなものに絶対屈くつしないからっ……」

　涙なみだ目めになったシロは、顔を真っ赤にしたまま、ハアハアと苦しそうに胸を上下させている。

「いいから、とりあえずこっち向けよお前」

　俺は夜美の肩に手を置き、半ば強ごう引いんにグイッとこちらを向かせた。すると途と端たんに、彼女は顔を赤くして俺を睨にらみつけてくる。

「な、何じゃお主は！　無礼なやつめ！　妾わらわを『色欲』と心得ての狼ろう藉ぜきか？」

「……色欲？」

　その言葉には、聞き覚えがある。

　サキュバスたちの上役。七つの大罪神が一柱、淫いん奔ぽんの「色欲」。

　何かにつけて夜美やリリィが「色欲さま、色欲さま」と言うので、自然に頭の中に擦すり込こまれてしまった知識だ。

　とはいえ、

「いや、お前は夜美だろ。いくらお前が頭のおかしいサキュバスだからって、上役の名を騙かたるのはよくないんじゃねえの？　それ、経歴詐さ称しようでは？」

「物を知らぬ小こ僧ぞうじゃのう！　サキュバスの存在するところ、妾わらわは常におる！　妾わらわはすべてのサキュバスを統すべるもの！　すべてのサキュバスたちの故郷……力の源なのじゃからな！」

「サキュバスの里みたいなもんか」

「なんじゃそれは？　妾わらわに他の名前などない。唯ゆい一いつ無む二にの存在、淫いん奔ぽんの『色欲』！　いまはこのサキュバスの身体からだを借りて現前しておる……それだけのことよ」

「そういうゴッコ遊びはいいからさ。とにかく、シロを放してやれよ。もう勝負はついたろ」

「そういうわけにはいかぬ。こやつは忠実なる妾わらわの眷けん属ぞくを、妾わらわから奪うばおうとしたのだからな。それは妾わらわを愚ぐ弄ろうしたことに等しい。快楽をもって、その罪を償つぐなわせなければならぬ」

「わかんねえこと言うやつだな！」

「いつまでも要領を得ぬのは、貴様の頭に問題があるだけじゃ！　ええい、鬱うつ陶とうしい！　いい加減、その汚きたならしい手を放はなせ！」

　夜美は顔を真っ赤にしたまま、肩に乗せられていた俺の手を振ふりほどいた。

　そしてピンク色のオーラを鞭むち状じように変え、俺をバシリと弾はじき飛とばす。

「い、痛えな！　いきなり何しやがるってんだ！」

「妾わらわに近寄るな！」

　そう叫んでから、すぐに夜美は胸むな元もとを押さえて片かた膝ひざをつく。

「くっ……!!　この身体からだでは、お主と会話することすらままならん……こやつめ、妾わらわが目をかけてやっているというのに、厄やつ介かいな感情を身につけおって……」

「はあ？」

「いいから、そこでじっとしておれ！　いいか、この線よりこっちにくるではないぞ！」

　そう言って、夜美は足でガリガリと地面に線を引いた。

　そしていつものドヤ顔を浮かべたのち、シロに向き直る。

「さて、さて、さて……この程度で快かい楽らく地じ獄ごくが終わると思ってはおるまいな？　妾わらわを怒らせた罪は重いぞ」

「淫いん魔まなんて……この世から滅ほろぼしてやるっ……」

「くふふっ、いい表情をするではないか……仮の身体からだとはいえ、久しぶりの現世。もっともっと楽しませてもらうからのう」

「あ、ああああああっ……♥」

　シロの嬌きよう声せいが響ひびき渡わたったとき、俺は背後から何者かに肩を叩たたかれた。




「──ヤス！　ちょっとヤス！」




　振ふり向むくと、そこにはリリィとアキラがいる。

「あれ、何でお前らがここに……しかも一緒にいるんだ？」

「ヨミのマネージャーとして、さっそくこの子と交こう渉しようにあたってたのよ！　でも、その途と中ちゆうで強きよう烈れつな異変を察知して……」

「し、白しろさん！」

　俺たちのやりとりなど聞こえない様子で、アキラが悲痛な声を出した。

　彼の視線の先には、夜美の触しよく手しゆに捕つかまるシロがいる。

「……白さん？」

「白さんだよ！『しろみん』の塗り担当をやってくれた！」

　しばらくの間、俺はアキラが口にした言葉の意味を考える羽目になった。

　額に手を当て、白さん、白さんと頭の中で反はん芻すうする。

「──ええ!?　白さんって、あの白さん!?」

　思わず、ハッと息を吞のむ。

「そうだよ！」

「噓うそだろ！　あいつ、ただの頭おかしい女だぞ！　自分のこと『救世主』とか言ってたし！」

「それは『救世の旅に出る』って言って姿を消した白さんの情報に合がつ致ちするでしょ！」

「──ほ、本当だあ！　まさかあのはた迷めい惑わくな女が、俺の大尊敬する『しろみん』さんの片割れだとお!?」

　驚おどろきながら、俺はシロに目をやった。

　ピンク色の触しよく手しゆに絡からめ取られ、涙なみだ目めになってフーフーと荒い呼吸を繰り返すシロ。

　そんな彼女を見て、俺は改めて幻げん滅めつすることになった。

「ひどい！　ひどすぎる！　神はいないのか！」

「神さまならあそこにいらっしゃるわ！」

　今度そう言ったのは、リリィだった。

　彼女の指差す先には、ピンク色のオーラをまき散らす夜美の姿がある。

「……いや、何言ってんのお前。あれ夜美じゃん」

「いいえ、いまのあの子には『色欲』さまが乗り移っていらっしゃるわ……さっき、確かにあの方が現世にご降臨なさった気配を感じたの！　でも、まさかその幸運な役目に夜美が選ばれるだなんて……」

「色欲って……マジ？」

「大マジよ！　こんなこと、冗じよう談だんで言うわけないでしょ！」

　瞳ひとみを輝かがやかせるリリィの脇わきで、俺はまた額に手を当てて考えていた。

　ちょっと待ってくれ。そう言えば、夜美も自分でそんなこと言ってやがったな……。

　ってことは、さっきのは夜美のゴッコ遊びとかじゃなくて、本当だったわけか……？

「あんたまさか、色欲さまに対して不敬を働いてないでしょうね……？」

　リリィが、恐おそる恐おそるといった調子で訊たずねてくる。

　それを聞いて、俺は全身からぶわりと嫌いやな汗あせが吹ふきだすのを感じた。

「不敬ってそんな、まさか、まさか……」

　俺は空気を誤ご魔ま化かそうと思って、ハハハと笑った。

　空気は変わらなかった。

「ふ、不敬って、その……どのレベルだとヤバい？　軽々しく肩に手を置くのはセーフ？」

「アウトね」

「『近寄るな！』って言われて、あのピンク色のウネウネで弾はじき飛とばされたのは？」

「ゲームセットね」

　俺は頭をかきむしった。

「夜美がいっつも変なこと言うのが悪いんだよお！　正気を疑う発言ばっかりだから！　それなのに、実際に正気を失ったあいつを前にして、いつもどおりの反応を返しただけの俺が悪くなるってのか!?」

「過程は問題ではないわ。あんたが色欲さまを怒らせた。それだけが、たった一つの単純シンプルな答えよ」

「神はなんて理り不ふ尽じんなんだ！」

　俺はリリィにすがりついた。

「た、助けてリリィ！　お前、色欲さまのお気に入りなんだろ？　何とかしてくれよ！　夜美が全面的に悪いって、ちゃんと説明してくれ！」

「悪いけど、私がこの世で一番好きなものは夜美なの。あんたを庇かばうために、夜美を貶おとしめるようなことをすると思う？」

　するわけねえわな！　そんなことわかってんだよ、こっちも！

　俺はけっと悪態をついてから、リリィにすがりつくのをやめた。

「──となれば取る手は一つ。この場から逃にげよう！」

「待って、ヨミ！」

　そう言って、今度はアキラが俺を引き留めた。

「白さんが……白さんがあ……」

「すまないな、アキラ。実は俺、ヨミじゃないんだ！」

「……え？」

「あそこの女がいるだろ？　俺の彼女とか言ってたやつ。あいつが本物のヨミなんだ！」

　アキラはきょとんとしている。

　気持ちはわかるよ。逆の立場なら、俺だってそうなると思うし。

「ゆえに俺はまったくの無関係！　そっちの話はそっちでやってくれ！　……それじゃあな」

「待って待って！」

　逃にげようとする俺を、再度アキラは引き留める。

「ど、どういうこと？　彼女さんの方がヨミだったってこと……？」

　最初は無視して逃にげようと思ったものの、看過できない言葉があることに気づき、くるりと振ふり返かえった。

「……そうなんだけど、ちょっと違うな。あいつがヨミで間違いないんだけど、彼女ではないんだ」

「言ってる意味がわからないよ！　彼女がヨミ？　でも、そうじゃないって？」

「あんたたち、いまのタイミングでよくそんな漫まん才ざいができるわね……」

　呆あきれるようなリリィの言葉を聞いて、アキラは状況を思いだしたようだった。

「そ、そうだ！　白さんを助けなきゃ！」

「忠告しておくが、アキラ！　色欲さまはその線を越こえて近づかれると、多分相当お怒りになられあそばされるぞ！」

「それ、言葉としてあってる？」

　形式として正しいかどうかじゃないんだ。俺のへりくだった精神だけを見てくれ。

「とにかく、忠告はしたからな！」

　俺は決め顔でそう言った。

　そんな俺の忠告もむなしく、アキラは意を決した様子でその線を踏ふみ越こえようとする。

　そんなアキラの腕を摑つかんで引き留めたのは、リリィだった。

「待ちなさい、アキラ！　無む駄だよ。色欲さまは誰にも止められない。あんたもあそこにいる女の子と同じ目に遭あっておしまいよ」

「でも！　でも！」

「諦あきらめることね。色欲さまがご降臨なされるなんて、あの子は相当下手をこいたんでしょう。そんな子の巻き沿いになることなんて──」

　と、途と中ちゆうまで言っていたリリィは、シロの方をちらりと一いち瞥べつしてから、ピタリと動きを止めた。

「……おい、どうしたんだよ？」

「噓うそ……モモちゃん……？」

　リリィは、わなわなと口を震ふるわせ、ぽつりとそんなことを呟つぶやいた。
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　急変したリリィを、俺は訝いぶかしく思って見つめた。

「……モモちゃん？　誰だそれ？」

「白しろ野の百もも子こちゃんよ！　私の幼馴染だったの！　大きくなってちょっぴり印象が変わってるけど、間違いないわ！」

　それを聞いて、俺はあの「救世主」にもらった名めい刺しに、「フリー・イラストレーター、白しろ野の百もも子こ」と書かれていたことを思いだした。

「へえ、そいつは偶ぐう然ぜんだな」

「た、助けなきゃ！」

　途と端たんに慌あわてだすリリィ。いつも余よ裕ゆうある態度を崩くずさないこいつのこういうところは、なかなか見られるものではない。

「ああ、でもどうすればいいの……？　私じゃ色欲さまを止められない……あの方のご機き嫌げんを損そこなうことなく罰ばつを中止していただくためには、いったいどうすれば……」

　リリィはおろおろしながら歩き回り、ポンと手を打ち鳴らした。

「そうだわ！　あの方がいま夜美に憑ひよう依いされていることを利用すれば、何とかなるかもしれない！」

「どういうことだ？」

「色欲さまは夜美の意識を乗っ取っているだけなのよ！　だから、夜美本体をどうにかすればモモちゃんを助けられるかもしれないってこと！」

「そうか！　神さまはどうにもならない相手でも、憑ひよう依い先があのクソ雑ざ魚こサキュバスだからな！　それならなんとかなりそうだ！」

　リリィは考かんがえ込こむようにして、またその場をうろうろ歩きだす。

「夜美の弱点、弱点……」

「そんなもん、いくらでもあるだろ。男とか」

「恐怖を与えてはいけないのよ。拒きよ絶ぜつ反応を起こされたら、その男が反はん撃げきの快楽地じ獄ごくで悶もだえるだけになるから」

　その言葉を受け、俺とリリィはどちらからと言うわけでもなく、そばに立ちすくむアキラに目をやっていた。

「──え!?　何!?　ぼく!?」

「いや、何でもないんだ」

「何でもないのよ」

　俺とリリィはまた目を合わすと、お互たがいにコクリと頷うなずいた。

　考えることは同じだったらしい。

　アキラが悶もだえるところは、一定層に需じゆ要ようがありそうだなあと思っただけである。

「──待って、私にひとつアイデアがあるわ！」

　そのとき、リリィが大声を出した。それから彼女は、どこからともなくタブレットを取りだすと、真しん剣けんな表情でそれを操作し始める。

「ヤス、これを見てちょうだい！」

　言われるがままにタブレットを覗のぞき込こむと、そこには折れ線グラフのようなものが表示されていた。

「……何これ？」

「夜美の心電図と脳波を示したグラフよ！　私はあの子の下着とシュシュに細工をして、それぞれに小型の電子機器を仕し込こんでいるんだけど」

「待て。お前、その発言に対して自分で疑問とか覚えないのか」

　何をさらっとわけのわかんねえこと言ってやがるんだ。

　一いつ瞬しゆんにしてドン引きだぞ、こっちは。

「いいから聞いて！　私はその機類を通して、そのときそのときで夜美がどういう精神状態に陥おちいっているかを観察していたの。寝ているときのデータはこう……で、興奮状態に陥おちいっているときはこうね……」

　言いながら、リリィはそれぞれの折れ線をなぞる。

「それを頭に入れた上で、このデータを見て！　今日の中で、とても興味深いデータがあったのよ！」

　リリィが示したのは、午前九時を少し回ったときくらいのデータだった。

「ここで夜美は大きな興奮状態に陥おちいったあと、いきなり意識を失っているの！　このとき、何があったの!?　もうこのくらいの時間だったら、すでに夜美はあんたの家に到とう着ちやくしていたでしょ!?」

　今日の午前九時少し過ぎと言ったら、俺がちょうど目を覚ましたくらいだ。

　シロに起こされて、すぐに夜美がやってきて……そして。

　そのことを思いだして、俺はピシリと固まった。

「どうしたの!?　何か思いだした!?」

「い、いや、何にもなかったよ」

　俺は努めて平静を装よそおって言った。

「人の生命がかかってることなのよ……？」

　しかし、リリィが凄すごんでくる。

　確かに、あのとき夜美は意識を失った。




　──そう。

　俺と一緒に、縄なわでぐるぐる巻きになったときである。




　俺はふにょんとした夜美の胸の感かん触しよくを思いだし、裏返った声を出した。

「し、知らなあい！　俺は知らないぞ！」

「思いだしたのね!?　同じことをすれば、きっと夜美の意識を落とすことができるわ！　さっきも言ったけど、色欲さまは夜美の意識を乗っ取っているだけ……だから、大元である夜美の意識を落としてしまえば、何もできなくなるはずなのよ！」

「リリィ、モモちゃんのことは諦あきらめるんだ！　物事にはできることとできないことがある！」

「……絞しめ殺ころすわよ？」

　リリィは俺の服の襟えりを摑つかみ、ギリギリと締しめ上あげてくる。

「何があったの！　せめて何があったかだけ教えなさい！」

　俺は助けを求めて、アキラに目をやった。しかし、アキラは懇こん願がんするように俺を見つめている。

「お、お願い……白さんを助けて……」

「ヤス、早く！　いまはわがままを言ってるときじゃないのよ！」

　ついに俺は観念して、口を開いた。

　そこから出てきた声は、自分のものとは思えないほど震ふるえていた。

「……ぎゅってしたんだ」

「……は？」

「だから、ぎゅってしたんだよおおおおおおおお！」

「誰が、何を、ぎゅってしたの？　主語と目的語を明らかにしなさい！」

「俺と夜美がお互たがいをぎゅってしたんだあああああああ！　うわああああああああああ！」

　俺はその場でもも上げを十回ほどやってから、今度は腕立てをするために地面に腹ばいになった。

「一、二、三……」

「抱だき締しめ合ったってこと？　あんたたち、そこまで進んでたの？」

「ちっがああああああう！　全部、不ふ可か抗こう力りよくが生んだ不幸な事故だ！」

　俺はすぐさま跳はね起おきて、身の潔白を証明しようと必死になった。

「あいつが誤解してるみたいだったから、肩をガシッとやったんだ！　そしたら、後ろから縄なわがギューンって飛んできてさ！　それから、ぐるぐるってなって！　次の瞬しゆん間かんには、ぎゅってなって、ふにょんってわけだ！」

「そういうことだったの……」

　わかるのかよ……。こっちはどれだけ曖あい昧まいに物事を説明できるか挑ちよう戦せんしてたってのに。

　リリィは意を決した顔になり、俺の目をじっと覗のぞき込こんでくる。

「ヤス……そしたら、同じことをもう一度やるのよ。あんたしか、いまの夜美を止められる者はいないんだから」

「で、でもこれって結局あいつの男性恐怖症を利用してるだけだろ？　さっき言ってたみたく、反はん撃げきを受けて終わりになるんじゃ……？」

「はあ？」

「何だよ、『はあ？』って！」

　リリィはやれやれと頭を振ふった。

「……それって別に、あの子を恐怖感で気絶させたわけじゃないわよ」

「どういうことだよ！」

「いまわからないなら、一生わからなくていいわ！　とにかく、行ってきなさい！」

「てめえ、他ひ人と事ごとだと思いやがって！　アキラならともかく、俺がピンク色の触しよく手しゆに捕つかまったところで誰も得をしねえだろ！　絵面を考えろ、絵面を！」

「大丈夫よ。色欲さまが夜美の身体からだに憑ひよう依いしている限り、絶対にあんたに手出しすることはできないから！」

　自信満々にそんなことを言うリリィ。次し第だいに、おろおろする顔は鳴りを潜ひそめ、いつもどおりの完かん璧ぺきな彼女に戻ってきている気がする。

　リリィは、地面に描かれた線をビシリと指差した。

「いまあのジェリコの壁かべを越こえられる人間は、あんたをおいて他はいないの！　ヤス、さあ行ってきて！　そして、夜美をぎゅって抱だき締しめるのよ！」
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　背中をぐいとリリィに押される。

「わあ、待った待った！」

「アキラ、あんたも手を貸しなさい！　あんたもモモちゃんを救いたいんでしょ！」

「わ、わかったよ！」

　コクリと頷うなずくと、アキラまで俺の背中を押し始める。

「アキラ、お前もか!?　お前まで俺を生いけ贄にえに送り出そうというのか!?」

「どっちがヨミとかはよくわかんないけど、あの子が君の恋人であることは確かでしょ!?　恋人の言うことなら、きっと聞いてくれるはず！」

「恋人じゃねえええええ！」

「だったらいまこそ、その一線を越こえるべきよ！　あんたたちの煮にえ切きらない関係には、見てるこっちもやきもきしてるんだから！　ちゃんと夜美を抱だき締しめてきなさい！」

「嫌いやだ、嫌いやだ！」

　両足に力を込めて踏ふん張ばろうとしたとき、

「ひゃううううっ……んっ♥」

　シロの嬌きよう声せいが、俺の耳に飛び込んでくる。

「ふはは！　いいぞ、女！　お主の精神が、いま限界ギリギリのところにあることがはっきりとわかる！　押せば崩くずれる……しかしこのギリギリを維い持じし、お主が自ら快楽に陥かん落らくするのを見届けてやることこそが、愉ゆ悦えつというものであろうな！　さあ、お主は自らの意志で快楽に屈くつするのだ！」

「白さん！」

　アキラが悲痛を露あらわに叫んだ。

「……そうか、あいつは『しろみん』さんの片割れだったな……」

　俺はいよいよ観念した気になって、ぽつりとそう呟つぶやいた。

「そうだよ……ダメなぼくと一緒に、ずっとイラストを描いてきてくれた人だよ……」

　アキラのそんな言葉に促うながされるようにして、俺は自分の身体からだに張り付いたままになっている抗こう魔ま札ふだを見つめた。

　そこに描かれたイラスト。造形は見るに堪たえないが、色しき彩さいだけはすばらしい……。

「……わかったよ、アキラ」

「え？」

「──わかったって言ってるんだ！　俺は二次元の探究者！　イラストレーターを救うため、生命をかけることくらいできなくてどうする！」

「その意気よ、ヤス！」

「そうとも、俺は夜美のことなんて何とも思っちゃあいない！　いまからするのは単なる人助けであり──そして、俺が俺の道をまっすぐ進むために必要なことというだけなんだ！」

「この期に及およんで言い訳がましいわね！」

「うるせえ！　俺の生きざまを、そこで見ていろ！」

　俺は踏ふん張ばるのをやめ、リリィとアキラに押されるがままに走り出すと、ウオオオオオと叫びながら、夜美の引いた一線を飛とび越こえた。

「夜美ィ！　こんなところに線を引く暇ひまがあったら、その線画めちゃくちゃ女にデジタル作画のコツでも教えてやれええええ！」

「──むっ！」

　と、すぐに夜美が俺の接近に気づいて身構える。

「き、貴様あ！　妾わらわに近寄るなと言ったであろうがァ！」

　ピンク色の触しよく手しゆがこちらを向いた。

　しかしそれが俺の方に向かって伸ばされた瞬しゆん間かん、夜美はまた胸を押さえて片かた膝ひざをつく。

「くそっ、なぜ動かん！　こやつめ、そこまでこの男のことを……!?」

「念を押しておくが、これから俺がやることは、全部俺の意志からかけはなれたところにあるんだからな！　そこを勘かん違ちがいするなよ！」

「な、何を……!?」

　俺は夜美に十分近づくと、その場にしゃがんで夜美と視線を合わせた。

　頰ほおを染める夜美が、熱っぽい目で俺を見返している。

　間近で見る夜美は、どうしようもなく可か愛わいかった。

　俺は思わず、ゴクリと唾つばを吞のみ込こんでいた。

「う、ううっ……」

「ヤス、何をやってるの！　そこまできたら勢いでいくのよ！」

　リリィの声に背中を叩たたかれる。

　黙だまってろよ！　こっちは生命がけでやってんだから！

　おずおずと両手を前にだし、ぎくしゃくしながら夜美の身体からだを抱だき締しめる。

　彼女の柔やわらかい感覚を身体からだ中で感じたとき、俺はあまりのここちよさで卒そつ倒とうしそうになった。

「は、放はなさぬか……下げ郎ろう……」

　腕の中で、夜美は息も絶え絶えといった調子で呟つぶやく。

「は、放はなしてたまるかってんだ！」

　俺は、ますます腕に力を込める。

　夜美の髪かみの毛けが鼻元をくすぐり、ふわりと甘あまい匂においがした。

　俺はそのとき、夢の中で夜美にひざまくらをお願いしたことを思いだした。

　ひざまくらもいいけど、やっぱりこうやってぎゅってしてもらう方が何万倍もいいな……。

　俺は朦もう朧ろうとし始めてきた意識の中、そんなことを考えていた。

　──しかし、依い然ぜんとして夜美の身体からだから発せられるピンク色のオーラは消えない。

「……何てことなの!?　あと一ひと押おし！　あと一ひと押おしが足りないんだわ！」

　この世の終わりとばかりに、リリィが叫ぶ。

　なんてこった。こっちは精神をすり減らしてまでこんな大おお技わざを繰くり出だしたってのに、まだ足りないってのか……？

「くっふっふ……お主はよくやったが……ここまでのようじゃな……さあ、いますぐ妾わらわを解放するのじゃ……」

　ぐいと肘ひじで押され、俺は少しだけ夜美から身体からだを離はなした。

　見ると、頰ほおをひくつかせる夜美のドヤ顔がすぐ近くにある。

　潤うるんだ瞳ひとみ。

　そしてその涙なみだで濡ぬれる長いまつ毛。

　そんな彼女を見たとき、俺の脳のう裏りにとあるイメージが浮かんだ。

　あのときと同じではないか、と。

　夜美検定なるわけのわからないテストで、夜美が言っていた「強ごう引いんさ」に関する項こう目もく。

　そのイメージをトレースしようと、身体からだが勝手に動く。

　右手を伸ばし、夜美の顎あごをくいっと持ち上げる。

「ぐっ……!!」

　昨日のアゴクイ同様、夜美は一いつ瞬しゆんビクリと大きく震ふるえたのち、身体からだを硬こう直ちよくさせた。

　しかし、まだ彼女の意識を落とすことはできない。

　壁かべドンが足りないのか！　いや……。

　半ば自や棄けになっていたのだと思う。

　俺はそのとき、お互たがいの鼻先がくっつきそうな距きよ離りで、自分でも信じられない言葉を囁ささやいてた。

「……好きだ」

「……ふえ？」




「──好きだ、夜美」
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　刹せつ那な、プシューという音とともに、夜美の身体からだを覆おおっていたピンク色のオーラが霧きり状に変わっていく。霧きりが晴れたとき、そこにあの禍まが々まがしいオーラは影かげもかたちもなくなっていた。

「お、の、れ……」

　苦しそうにそう呻うめいてから、夜美は次の瞬しゆん間かん、コテンと俺の胸に頭を預けてきた。

　続けて、強こわ張ばっていた身体からだが脱だつ力りよくし、ぐったりともたれかかってくる。

「お、おい、夜美……？」

「……大丈夫よ、ヤス。色欲さまは退去なされたわ」

　リリィの声がした。

「いまはしばらく、夜美をあんたの腕の中で眠らせてあげて。なんだったら、そのまま押し倒してもいいわ」

「──押し倒すかあ！」

　昼どきの公園に、俺の声が虚むなしく響ひびき渡わたった。





７






「う、うう……ここは？」

　しばらくして、シロが意識を取り戻した。

「うわああん、白さああん！」

　アキラがすぐにシロの身体からだに抱だきつき、おいおいと泣き始める。

　お前……それはお前が男とは思えないくらい可か愛わいいから許されているだけで、普通はアウトだからな？

「アキラ……どうしてここに？」

「色々とあったんだよお！　でも、よかったああああ！　うわああああん！」

「あんたが『しろみん』を辞やめるとか無責任なことを言うから、アキラは違う相方を探して仕事を続けようとしていたんだ。その結果、ヨミに助けを求めてきた」

「ヨミ……？　あの天才イラストレーターに……？」

「こいつだよ」

　俺は、腕の中にいる夜美を示そうと、顎あごをしゃくった。

「そ、その怪かい物ぶつがヨミ……？　まさか……」

「もう大丈夫だって。あんたを襲おそうようなことはない……と思う」

　言いながらリリィの方をうかがうと、彼女は自信満々に頷うなずいた。

「色欲さまは、あなたに十分罰ばつを与えたとお考えになるはずだわ。とても寛かん大だいな方だから」

　ほんとかよ、と俺が訝いぶかしく思っていると、シロはぽかんと呆あつ気けにとられた顔になる。

　彼女の視線は、リリィに釘くぎ付づけになっていた。

「……リリィちゃん……？」

「ひさしぶり、モモちゃん」

　そう言って、リリィはにっこりと微ほほ笑えんだ。

　するとシロの顔が、いきなりカァッと赤くなる。

「え、ど、どうして……どうしてリリィちゃんがここに……」

「そう言えば、お前らって幼おさな馴な染じみなんだっけ？」

　俺は先ほどリリィが言っていたことを思いだしていた。

　──私の幼おさな馴な染じみだったの！　大きくなってちょっぴり印象が変わってるけど、間違いないわ！

「そうね。とっても仲が良くって……」

「……リリィちゃんが淫いん魔まに取り憑つかれて……心を取り戻せないまま私が引ひっ越こしてしまって、それっきり」

　顔を赤くしたまま、シロがぼそりと言う。

　それを聞いて、俺は内心「──ん？」となった。

「ちょっと待ってくれ……淫いん魔まに取り憑つかれた？」

「そうだ。リリィちゃんはずっと私が一番って言ってくれてたのに、淫いん魔まに取り憑つかれてからそうじゃなくなった」

　恨うらめしそうに言うシロ。

　俺はうーんと唸うなりながら、頭を捻ひねった。

　確かにシロは、大好きだった幼おさな馴な染じみがサキュバスに取り憑つかれたと言っていた。そして、その幼おさな馴な染じみを失ったのきっかけにして、サキュバスを恨うらむことになった、と。

「……その幼おさな馴な染じみって男じゃなかったのか？」

「馬ば鹿かな！　なぜそう思う？」

「いや、だって普通、サキュバスが籠ろう絡らくするのは男だって思うじゃん」

「私は男などと仲良くしたりはしない」

「ひどいよ、白さん！」

「お前は女みたいなものだ」

　アキラが非難するような声を上げたが、シロは軽くあしらって取り合わない。

　そんな二人を見ているうちに、俺はハッと恐おそろしい疑問に気づいて、冷ひや汗あせをかくことになった。

　俺はずっとシロの言う幼おさな馴な染じみというやつが、女であるなどとは露つゆほども思わなかった。

　しかしそれがリリィだということになると……そのリリィに取り憑ついたサキュバスというのは、いったい誰になるのか。

　アルバムで見た、昔の気弱そうなリリィ……。

　そんな彼女は、とあるサキュバスを崇すう拝はいするようになってから、そのサキュバスの理想に近づくために努力を始めたのだ……。

　俺は、自分の腕の中で眠る夜美に、そっと視線を落とした。

　このポンコツサキュバスめ！　すべての原因は、お前にあるんじゃねえか！

「……リリィちゃんは変わってしまった。ずっと一緒にいようねって言ってたのに。大きくなったら結婚しようねって言ってたのに……」

「む、昔の話でしょ？」

　リリィが少し頰ほおを染めて、小さく咳せき払ばらいする。

「私は本気だった！　そして、いまでもその気持ちは変わらない！　いつかリリィちゃんを、サキュバスの魔まの手から救いだすと決めたんだ！　そのために、私は退たい魔ま師しという道を選んだ！」

「残念だけど、サキュバスを滅ほろぼすっていうなら、私とも戦うことになるけどね」

「……え？」

　シロは目を白黒させて固まった。

「ど、どういうことだ？」

「だって、私もサキュバスだから」

　リリィがそう言ってから、しばらく公園には静せい寂じやくがあった。

「そ、そんな……噓うそ……？」

　ようやくそれだけ言ったシロは、じんわりと目に涙なみだを浮かべていた。

「噓うそじゃないわ。その子……夜美とは、ご近所サキュバス集会で会ったのよ。そこに参加してるってことは、私もサキュバスってことになるでしょ？」

「でも、リリィちゃんはサキュバスに籠ろう絡らくされて……」

「私は別に籠ろう絡らくなんてされてないわよ。自分自身がサキュバスなんだから。私は、自分の意志で、その子を好きになったの。自分の気持ちで、ね」

「それじゃあ私は十年以上もの間……好きな子を滅ほろぼす力を磨みがいてきたということか……」

　がっくりと肩を落とすシロ。

　そんな彼女に、俺は何と言葉をかけていいかわからなかった。

　確かに、無む駄だどころの話ではない。

　超ちよう能力とか念力とか呼べばいいのかわからないが、そういう用よう途と不明の力を使えるようになるくらいなら、もっとイラストを勉強してそっちの才能を伸ばすべきだった。

　シロには天才的な色しき彩さい感覚がある。それを抗こう魔ま札ふだなるわけのわからん技術を確立させるために使ってしまったというなら、間違いなく人類にとって大きな機会損失ではないか。

　──いや、しかしまだ手て遅おくれではない！

「シロ、お前にはイラストがあるじゃないか！」

　俺が高らかに叫ぶと、シロはピクリと身体からだを動かした。

「な、何だと……？」

「お前には確かな才能があるんだ！　アキラっていう最高のパートナーもいる！　『しろみん』さんは、俺が尊敬してやまないイラストレーターなんだからな！」

「その活動自体を、続ける意味はない……言っただろう？　私の力の源には、信しん仰こうがあると。私の描いたイラストに対する崇すう拝はいや、敬意の心……それを集めるために、私はイラストレーターとして活動してきた。しかし目的を失ったいま、すべてが無価値だ……」

「無価値なもんかよ！　イラストレーターっていうのは、全人類に夢を与えることのできる最高の人種なんだ！　サキュバスなんかよりも、よっぽど大きい夢をな！」

「サキュバスよりも……？」

　シロが、その言葉に反応して顔を上げる。

「そうだ！　少なくとも俺は『しろみん』さんのイラストから、いつも勇気と夢をもらっている！　あんた、俺の本棚に隠かくしカメラを仕し掛かけたろ！」

「ああ」

「思いだすとまためちゃくちゃ腹立ってきたけど、それはそれとしてだ！　あそこには、『しろみん』さんが担当したラノベがいっぱい並んでいたはずだ！　気づいたか!?」

「いや、気づかなかった……」

「なんで気づかねえんだ、てめえぶちのめすぞ！」

「ヤス、落ち着いて。興奮しすぎて主張が散さん漫まんになっているわ」

「ああ、そうか。すまない……」

　リリィに諌いさめられるまま、俺は深呼吸して気を静めた。

「……とにかく、俺はあんたたちのファンなんだ。いまさら他のやつの描いたイラストで、あのラノベを見たくねえ。夜美の塗ぬりは確かにあんたの塗ぬりに似ているけど、やっぱり違うんだ。素しろ人うとにはわからないかもしれない……でも、二次元の探究者である俺には、その違いがはっきりと区別できてしまう……」

「私も『しろみん』のイラストは好きよ」

　リリィの言葉を聞いて、シロはまた顔をカァッと赤くした。

「そ、そう？」

「ええ、夜美のイラストほどじゃないけどね」

「わ、私はまだイラストに対して、本気をだしてないからな！　本気をだせば、そんな淫いん魔まの作品くらいすぐに越こえられるとも！」

「そうかしら？」

　リリィはクスクス笑いながら、シロの近くに腰こしを下ろした。

「ねえ、モモちゃん、夜美がどうしてあんなに絵が上う手まいか知ってる？」

「い、いや……」

　リリィに密着され、シロはしどろもどろになっていた。

「昔からずっと上手だったけど、最近夜美はさらに腕を上げたの。それはね……」

　それからリリィは、シロの耳元で何かをごにょごにょと囁ささやく。

「そ、そんなことで？　たったそれだけで、イラストが上達するのか？」

「するわよ。何なら、モモちゃんも試ためしてみる？」

「試ためす……って……？」

「私は夜美のことが好き。でも、だからと言って他の女の子を好きになっちゃいけないって決まりはないわ」

　いや、あるだろ。サキュバス的な道徳がどうなってるのかは知らねえけどさ。

　そういうのは一般的に、浮うわ気きとか不実って言うんじゃないですかね。

　そんなことを考えている俺を尻しり目めに、リリィはそっとシロの頰ほおに口づけした。

「色欲さまにめちゃくちゃにされて、内心ではとっても気持ちよかったでしょう？　今日からは私がモモちゃんを気持ちよくしてあげる……」

　するとシロは真っ赤になって、またガクリと崩くずれ落おちた。

「……うふふ、ウブねえ」

「おい、リリィ。いまさっき、シロに何て言ったんだ？」

　俺は、二人の内ない緒しよ話ばなしが気になって訊たずねた。

「さあ？　いまわからないなら、一生わからないんじゃない？」

　そう言って、リリィはまたクスクスと笑う。

　ふいに視線を下ろすと、夜美の頰ほおがほんのりと朱しゆに染まっていることに気づいた。しかし俺はそれを見なかったふりをして、少しだけ彼女を抱だき締しめる腕に力を込めた。
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　結局、イラストレーター「しろみん」は、アキラとシロの二人で続投という話になった。

　シロは俺たちに頭を下げ、今回のことを全面的に謝罪すると言ってきたのだ。

「サキュバスを滅ほろぼそうとする考えが、間違っていたとは思わない。だが、私にその仕事を続ける資格はない。なぜなら、私の最愛の人もサキュバスだったのだから」

「……どうでもいいけどさ、リリィって女だよ？」

「そんなことはわかっている。昔から変わらず、彼女はとても魅み力りよく的だな」

　そう言ってシロはほんのりと頰ほおを染める。

「……まあ、個人の恋愛観にどうこう言うつもりはねえけどさ」

「君も頑がん張ばることだ。夜美が好きなんだろう？」

「ばっ──!?　な、何を言ってやがるんだ！」

「照れるな。誰かを好きになるのは、人として普通のことだ。君には今回の件で随ずい分ぶんと世話になったからな。私も影かげながら応おう援えんさせてもらおう」

「余計なことをするんじゃねえぞ！　お前みたいなややこしいのが手を出すと、だいたい物事が変な方向に進むんだからな！」

「していけないラインは、きちんと見定めているとも。ひとまず夜美にすばらしいプレゼントをしておいた。いまのところは、それだけだ」

　シロは憑つき物ものが落ちたような顔で、朗ほがらかに笑っていた。

　……うん、まあずっと殺さつ伐ばつとした空気を漂ただよわせていた以前のシロよりは、こっちの方が随ずい分ぶんと印象はよくなっている気がするけどさ。

「……新刊、楽しみにしてるよ」

　俺がそう言いながら手を差しだすと、シロはしっかりとその手を握にぎり返した。

「任せておいてくれ。アキラの描いてくれた線画の魅み力りよくを、百パーセント以上引き出せるようにしてみせる。ヨミに伝えてくれ。『二人で、必ず君を超こえてみせる』とな」




　そうして、俺は夏休みも終しゆう盤ばんに差さし掛かかったその日、リリィ宅にある夜美の部屋に通されていた。

　もちろん目的は、夜美にイラストを描いてもらうこと。約束したからだ。サキュバスとしての力を込めないイラストを描いて、見せてもらうと。

　夜美は俺の横で、「ふんふーん♪」と、鼻歌交じりにペンタブを操あやつっている。

「何か今日は、ずいぶん上じよう機き嫌げんじゃねえ？」

　俺がそう訊きくと、夜美はいつものドヤ顔を浮かべてみせた。

「ふっふん……私にもついに、敵と書いて友と読む好敵手ライバルが現れたわけです。これから私としろみんさんは、ときには敵として戦い、ときには友として協力するような熱い少年漫まん画が的な関係になるんです」

「どうだか。そう言えばシロのやつから、お前何かもらったみたいじゃん。何もらったわけ？」

「そ、それは……秘密です」

　途と端たんに夜美は顔を赤くして、もじもじし始める。

「……まさか、サイン入りラノベとかサイン入り同人誌じゃねえだろうな？　もしそうなら、お前には過ぎた代しろ物ものだ。俺が預かってやるから、すぐに出すんだ」

　俺は夜美に凄すごむようにして言った。しろみんさんのサイン入り本なら、プレミアがついてもおかしくない。もちろん、売ったりする気はないけれども。

「……ヤスにはそんなもの必要ありません。私が描くイラストがあればいいんです」

　不平っぽくそう言って、唇くちびるを尖とがらせる夜美。

「いや、でも……」

「でもじゃありません。はい、できましたよ」

　夜美はタブレットを俺に渡してきた。

　画面を覗のぞき込こむと、夜美をモデルにした例のキャラクター……「夜夢ちゃん」が、ピンク色のオーラをまき散らしながら、ドヤ顔を浮かべているところだった。

「ヤスの言う通り、このイラストにはサキュバスとしての力をまったく込めていません。ど、どうですか……？」

　夜美は、おずおずと訊たずねてくる。

　その絵を見たとき、俺はいつも夜美の絵を見たときに感じるのと同じくらいの「萌もえ」を感じた。造形、色しき彩さい、そして構図から何から何までが、心を優やさしく満たしてくるような感覚だった。……よかった。やっぱり俺は、夜美の描くイラストが好きだ。

　他の誰のイラストよりも……つまりは、しろみんさんのイラストよりも。

　けれども俺はいま夜美のことを素す直なおに認めるのが嫌いやで、別の感想を口にした。

「これ、色欲さまに乗り移られてるときのお前にそっくりだよ。あのときの記き憶おくとかないくせに、よくここまで描けたなあ」

「いえ、記き憶おくありますけど」

「ま、妄もう想そう力だけなら認めてやっても……って、え？」

「ありますよ、記き憶おく。勝手に身体からだが動いてただけで、ずっと私の意識はありましたけど」

　俺は夜美をじっと見つめた。何を言っとるんだこいつ？

　夜美も俺を見つめ返す。そうしているうちに、俺たちはお互たがいに真っ赤になっていた。

「……は……え……意識があった……？」

「あ、ありましたよ……？　だって、そうじゃないと、リリィの作戦が意味を為なさないじゃないですか。私に意識を失わせようとしていたんでしょう？」

　よくよく考えると、あのときの夜美の状態を深く考えていなかった。

「そしたら、お前……つまり、あのとき……」

「……大丈夫です。ヤスが私のことをどう思っているかは、ちゃんと伝わりましたから……」

　そう言って、恥はずかしそうにうつむく夜美。

「ちっがああああう！　お前は大きな誤解をしているぞおおお！　あれはあの場を凌しのごうとして吐ついただけの噓うそっぱちなんだからなあああ！」

　俺はいてもたってもいられなくなり、夜美の部屋を縦じゆう横おう無む尽じんに転がり始めた。ごろごろごろごろと転がるうちに、俺は慣性を置き去りにして、どこまでも転がっていける気がした。

「ストップ！　ストップですよ、ヤス！」

「うるせえええええ！　これは男子の間で流は行やってるんだよおおおお！」

　次の瞬しゆん間かん、俺はベッドの脚に顔を思い切りぶつけてもんどりうった。

「う、ぐぬ、ううぅ……」

「ほら、こんな狭せまい場所で転がるから……」

「──てめえ、変な勘かん違ちがいをするんじゃねえぞお！」

　叫びながら俺が身を起こしたとき、運の悪いことにすぐそこには俺を心配して近寄ってきていた夜美がいた。さらに運の悪いことに、俺は長時間の回転によってふらついていた。

　俺はまた倒れた──あろうことか、夜美を巻き込んで。

「な、何が勘かん違ちがいなんです……？　こんなことまでしておいて、何が……」

　意図せず押し倒してしまった夜美が、俺の下でかぼそい声を出す。

「ち、違う！　これは不幸な事故だ！　あのときのも事故だ！　全部全部、事故なんだよ！」

　俺が慌あわてて夜美の上からどこうとした──そのときだった。




『──俺は夜美のことが好きだ！』




　部屋の隅すみで、俺の声がした。

「……は？」

「あ！　あれは気にしないでください。メールがきただけですから……」

「いや、メールがきただけって、何でメールがきたら俺がしゃべるんだよ？」

「シロさんにもらった例の音声を、着メロとして設定してるからです」

　それを聞いて血の気を失う。

　あいつが夜美にやったプレゼントって、まさかあのとき録音した音声だったのか……？

　てかあいつ、「してはいけないラインは見定めてる」とかほざいてたじゃねえか。

　バリバリに踏ふみ越こえてるよ。紛まがうことなきアウトだよ、それは。

「ヤスは一日で、何度も私のことを……その……『むにゃむにゃ』と言いました。証しよう拠こだって、こうやって記録として残ってます！　これはもう決定的……私、言いましたよね……？　ヤスに現実でも『むにゃむにゃ』って言わせるって……」

　俺の下で顔を真っ赤にしながら、夜美はたどたどしく言葉を紡つむぐ。

　それから、いつものドヤ顔を浮かべた。

「わ、私の勝ちです……ふふん、やっと素す直なおになったようですね……？」

「く、口にしただけだろうが！　気持ちが伴ともなっていないから、そんなものはノーカンだ！　俺の気持ちを支配できるのは、やはりこの世でこれだけ！」

　俺は慌あわてて、そばに落ちていたタブレットを拾い上げた。

　そこには、「夜夢ちゃん」が変わらぬドヤ顔で表示されている。

「『夜夢ちゃん』！　愛の逃とう避ひ行こうだ！　ときにこの世は残ざん酷こくで、逃にげることでしか物事を解決できない場合があるんだ！」

「ああ！　待つんですよ、ヤス！　どこに行こうと言うんです！」

「ええい、黙だまれ黙だまれ！」

　そうして俺はタブレットを小こ脇わきに挟はさんだまま、脇わき目めも振ふらずに逃とう走そうを開始した。







　あとがき




　どちらかが素直になったら即終了の両想いラブコメ、おかげさまで第二巻です。

　ちなみに三巻も出るそうなので、まだまだ夜美とヤスのいちゃいちゃは続きますよ！

　この作品は色々な媒体でコンテンツ展開しておりまして、カクヨムやユーチューブにも公式チャンネルがありますので、興味のある方は是非そちらにも当たってみてください！




　さて本作が書籍と相成るまで、たくさんの方のお世話になりました。

　前作から引き続き、本作を担当していただきました編集部の阿あ南なんさま、清きよ瀬せさま。魅力的なイラストで作品を彩っていただきましたなたーしゃさま。タイトルロゴや装丁を美しく仕上げていただきましたデザイン担当さま。内容や誤字脱字に目を光らせていただきました校閲さま。

　そしてＫＡＤＯＫＡＷＡ文芸局をはじめとする、この本の出版、宣伝、営業、販売に関わっていただきました全ての方々。本当に、ありがとうございました。

　そして何より、この本を手に取っていただきました読者の皆さまに最大級の感謝を。





二〇一八年　十一月　旭あさひ　蓑みの雄お
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はじらいサキュバスがドヤ顔がおかわいい。②




～そ、そろそろ私わたしを好すきと認みとめたらどうですか……？
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